No.1513 


「 


ae い 


ト M や ーーーー ni 
『 は 。 0 上 
< Me 8 Ww 
中 | ーー マ 
ーー ーー ペー ニーーーw シ ーーーーーーーwーw ツ の ひ ヾ ーー ーーーーーー…、 マーーーーwーwーwーw ツ ーー ーーーーーーーーーーー… 
ーーーーーー ン バー ター MA ・ ban ニー ーー ーーーーーーーーーー デ ーーー 
ーー こ ここ 


間 還 IIN、 ” 基 還 昌 


ーー つつ  \ 証 才 プ TI 
Bi MAEDA| 1 | 電 酸 ーー 
wie に 「 ーー WEC 2019-2020“ シ ー ズ ン 8” プ レビ ュー 


。。。。 ニニ ーーーーーーー 


「 行 くべ きか 行か ざる べき か 」、 オレ の 考え 関係 者 の 
2 ド アデ o 


Interview & Text : 天野 雅彦 (Masahiko Amaro / Amano @ Assooiatl) 
柴田 久仁 夫 (Kunlo Shibata) /auto Sport 
Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ノ 松 本 浩明 (Hiroaki MatsumotO) 

工藤 崇弘 (Takahlro Kudoh / SAN-E)) ノ 中 野 一 史 (Kazushi Nakano/ 本 誌 ) ノ XPB ノ TOYOTA 


月 MAsu/7009 


< 佐藤 球磨 
要 は 、 速い か 遅い が 。 それ だけ 。 


も ちろ ん 、 100% 行 くべ き で す 。 行け る チャ ンス が ある 。 F1 で の 経験 値 は な いけ ど 、 だ | の ンク ミ ニュ レー 
ある の に 行か な いと いう 選択 肢 は な いし 、 チャ ンス ター は すご く 進 歩 し て いる だ ろう か ら 、 いま の FT1 
を モノ に し て も らい た い 。 尚 貴 は 日 本 に お ける ホン リー の 操作 を 覚え て 、 ト ラッ ク で の テス ト で ある 傘 
ダ の トッ プ ド ライ バー で 、 スー パー ライ セン スズ 取得 度 周 回 を 重ね れ は 、 間違い な く や っ て くれ る 思う 。 


2002 年 ジョ ー ダ ン ・ ホン ダ か ら F1 に 


の 要件 を 今季 終了 後に 満た す 見 込み が 立っ て いる わ 要 は 、 速 いか 遅い が 。 それ だ け で す 。 海外 で の 生活 ー ビ 。ー し 、 フ ル 参戦 。 0405 年 B・ 

け で すか ら 。 間違い な く 、 いい 走り を し て くれ る と も 、 心 配 し た っ て 始ま ら な い 。 チャ ンス を つか む た A・R ホ ンダ 。 06 一 08 年 途中 まで スー 

思う 。 年齢 の こと で まわ リ り も いろ いろ 意見 が ある と め に その 環境 に 飛び 込む こ と が 必要 で 、 そ の 環境 で ーー ワリ ドッ 10 年 か ら 米 イ ン テ ィ 

wa oe ii 生 3 由 6 0 カー に 活動 の 場 を 移し 、 1 年 ゴ シディ 

思う けど 、 ま 上 か る と 言っ 名 愉 、 僕 な ん か どう する どう に か する だ け 。 雪 心 し て 打ち 込め る 環境 を まわ 500 を 制覇 。 イン ディ カー 通算 4 勝 。 

の 2 ( 挫 ) 沿 足 より 10 歳 も 上 だ か ら 。 い ま か ら 行 り も サポ ー ト し て くれ る と 思う 。 ありったけ の パイ F1 と イン ディ カー の 両方 で 表彰 合 に 上 
が っ た 唯一 の 日 本 人 ドラ イ バ ー。 


く の で も まっ た く 問 題 な い 。 沿 貴 に 関し て 言え は 、 ょ ー マ ン ス を レッ ドブ ル 陣 営 に アビ ピー ル し て ほぼ しい 
スピ ー ド だ け で は な く これ まで 蓄積 し て き た 経験 が 。 で すね 。 (Recording Dy AA/ ま と め aS) 
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す 提 し ) = も 和 8 あび の ティ ププ MYW サー 
本 山 久 


、 る る O 還 計 
日 本 に と っ て 必 す フ ラス に 
、、 ま の 日 本 で は 山本 が トッ プ で ある こと は 明 ら が で 、 F 1 に 挑戦 する 力も 持っ て いる み 思 る 9。 だ か ら こ ご こそ 、 
いき 本 で BU) テス ト で 乗っ て も らい た か っ た 人 に に っ てく タテ バン プラス 


了 人 09 に 12 プン る れ は それ で 人 4 に な る は ず だ し 、 日 ま の レー ズー 
に な る と 断言 で きる 。 (as) 


2003 年 、 ヘレ ス で ルノーF1 を 、 鈴鹿 
で ジョ ー ダ ン F1 を テス トド ライ ブ 。 国 
内 トッ プ カ テ ゴリ ー の チャ ン ピ オ ン 獲 
得 回 数 は 、 FN で 4 度 、 GT500 で ご 度 。 


MO が 78 


SF/GT TEAM IMPUL 監 督 代 年 時 や Po 義 


ホン ダ は 全力 で 支援 し ろ : 


僕 は や っ ぱり 、| 日 本 一 の ドラ イ バ ー が 世界 最高 峰 に 挑む 次 ] は 分 か りや すい し 、 純粋 に 応援 し て や り た い 。 
は ヤ っ リト て いちろう けど 、 そ うい うー の | の よう を シン し な と て < 
いろ いろ な て と を で 5、 メ ー カ ー の 電 を えて JAPO よ うな 抽 バイ ー に) 
の を と と が ある すす の な い > だか ら と そ 、 ホ ンダ が を で 人 を 衣 し て 6 


1990 年 、 4 リョ ッ リン = 1 
の 代役 と し て 鈴鹿 出場 の オフ ァ ー が べ 
ネト ン F1 か ら あ る も 、 [持ち 込み 条件 ] 
で あっ た た め 断 っ た 。 
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Fa ユー ロ 、 GP2 を 経て 、 2008、 09 年 
ウィ リア ムズ F1 ドラ イ バ ー に 。12 年 
FN、14 年 SF シリー ズ チ ャ ン ピ オ ンー。 
18 年 、19 年 ル ・ マン 24 時 間 ウ イナ ー。 


ドラ イ バ ー の 多く が 


PP 


5 に 1 ドラ イリ ー で 、 ドブ ル の モー 
ター スポ ー ツ アド バイ ザー。 ジュニア 
チー ム も 含め た レッ ドブ ルレ ー シ ン グ 
の ドラ イ バ ー 選 択 決定 権 も 有する 


実現 する か どう か は 別 と し て 、 国 内 トッ プ の 彼 が 果たし て レギ ュ ラ ー と し て 、 
に な っ て いる 。 乱暴 に 言う と 、 ド ライ バー は [感覚 で 走る タイ ブ ] と 
前 者 、 そし て 山本 尚 貴 は 後者 だ と 思っ て いる < だ か ら こ ご こそ 、 まず は 走り 慣れ た 鈴 肝 の 
ドラ イー の あく エレ て を 上 な られ る か を 知り た い s の F1 半 が 守り 


の レベ ル を 知る 絶好 の 機会 で も ある 


「[ 林 曽 足 の ドラ イ バ ー と し て の 能力 は 、 ス ー パ ー < 
キー ュー ラ を 見 て 、 充分 に 分 か っ て いる つも り 7 
際 に 見 た の は 昨年 の 富士 スピ ー ド ウェ イ だ け だ か が 、 
それ 以外 の レー ス の デー タ 
品 に 速い だ け で な く 、 レ ー ス で は じつに クレ バー は 
モ り を 見 せる 。 昨 年 、SF の タイ トル を 獲得 し た ご 
と に 驚き は な い 。 今後 どう いう 展開 に な る か は まだ 
ム ふか ら な い が 、F1 で や っ て いけ る 能 は 充分 に ある 。 
も ちろ ん 、31 歳 と いう 年 齢 
だ か ら こ そ 、 説 得 カ の ある パ 
ちら える こと を 願っ て いる よ 。 我々 は ホン ダ に 対し 


や 映像 も 見 て いる よ 。 非 


ょ 大きな ハン デ に な る 。 
フォ ー マ ン ス を 見せ て 個人 的 に は 、 日 本 人 ドラ イ バ ー の いな い 、 
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いま の 山本 尚 中 は 強い 


年 齢 の 問題 ? そん な こと 気 に せ ず に 、 


て 人 ] で は 圧倒 的 に 成夫 度 が 違う わけ だ か ら 。 みん な が 党 う 
強い で す よ 。(as) 


yes チチ 
ご クニ スモ アッ タデ 人 ff 』 EdK 


まず は 鈴鹿 の FP1 で 走ら せ た い 


通用 する レベ ル か どう が 
[ 頭 で 走 る タ イダ 1 選 丈 別 で き 。 


(as) 


し ライ バー だ と 思う 。 た だ 、 欧 州 で の レー ズ 経 験 が まっ た な 


た りう る 。 年齢 の と と は 気 に し て な いと 言え ば ウソ に さや 


Scuderia Toro Rosso 「eam Principal 欠 / ノ ン / @ ど 。 N 


っ て いけ る 能力 は 充分 に ある 


日 本 GP の 初日 の FP1 で 日 本 人 ドラ イ バ ー を 乗 
せる こと は 了承 し て いる 。 し か し 、 現 時 点 で は ま 5 
何 も 決 まっ て な い 。 日 本 人 ドラ イ バ ー で FP1 を 走 
っ 権利 を 持っ て いる の は 、 現 時 点 で は 尚史 し か い 人 
い 。 彼 以外 に も 松下 信治 や 角田 容 毅 を は じ め 、 才 能 
ある 若手 ドラ イ バ ー は 少な く な い の だ か ら 、 も っ と 
科 々 が サポ ー ト し て F1 に 来 や すい 環境 を 作っ て あ 
げ な いと ね 。 と は いえ 、 完璧 な お 膳 立て を し 発 と し 
て も 、 実 際 に 来れ る が どう か は 本 人 の 能力 次 第 だ 。 
NN ま 62 
F1 の 状況 は 非常 に 念 だ よ 。(K.S) 


レス が ある な ら 絶対 に チャ レン ジ すべ き 。 逆 に 挑 まな い 理 店 が 
ある な ら 、 僕 が 聞き た い ( 苦 笑 ) 。 通用 する か どう か な ん て 、 や っ て みな いと 分 か ら な いで す し ね 。 そ りゃ あ 、 
いま う が いい に 決ま っ て いま すけ ど 、24 の と は 


コー ス 上 の パフ ォ ー マ ンズ 


SF で の 走り コー ス に 足 を 運ぶ 以外 に も デー タ や 映像 で 確認 し て いる 。 安定 し た 速 さ を 見 せる 、 非常 に い 
そこ が 一 番 の ネッ ク な の は 本 人 も よく 
分 か っ て いる と 思う 。 と くに いま の F1) で は タイ ヤ の 使い 方 が カキ 。 その 意味 で は 、 そこ は 非常 に 大 き な 問 
いま の トレ ンド だ と ね 。 
で は 彼 ぐ らい の 年 齢 で の F1 デビ ュー は 珍し く な が っ た 。 何より も コー ス 上 の パフ オ ー マ ン ス が 重要 だ 。 (as) 


て いる 以上 に 、「 い ま の 山本 尚 貴 」 は 
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が 気 
F1 


1997 年 か の ら の ニッ サン の ル ・ テッ の 4 
時 間 参 戦 プ ロジ ェクト を 指揮 。GT の ニ 
ッ サ ン 系 GT500 チー ム 総 監督 を 経て 、 
現在 は ニッ サン ニス モ の ア MV サダ ー。 


の / レ ュー ト ンス / レコ 博士 @⑱ Red Bull Motorsport Adviser 


何より も 


で も 、20 年 前 ま 


2006 年 か の ら ト ロロ ッ ソ F1 を 率い る チ 
ー ム 代表 。 セ バス チャ ン ・* ベッ テル な 
ど 多く の 有望 な 若手 の 才能 を 開花 させ 
て きた 元 レ ー シ ン グ ドラ イ バ パー。 


ao 


AH ペー ペー 時 遇 つ し " ホー スロ や 挫 臣 つ G で 
mm 人 8 必 ぐ 虹 本 中 や 閉 Q4KO し | 収 他 Q8 細 て と 0 し っ rt 
っ 記 、 中 マ )J う や 求 つ し 斑 江 し で で っ 


NN 


ー りく (Darren Heath) 


SO 鬼 松 つつ し 穴 Q や 穫 っ や 
や ご 貴 療 如 人 の 柚 他 召 誠 固 ) 
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8S 光 落選 や ハ に 記 層 蛇 セ 
謀 和 ROL エー ルレ へ へ けり th@ の の 
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ー て 6 瑞 MEI じ So 


っ 8 うっ wN で 会 求 つ し 時 唄 喜 珈 じ た 
っ い J お 8 ヨ Kmm 公 | 貴 パ ン お る で 
し っ et 生 9 

ン I 必 そく ー ュ ) つ し 6 薄 S 紐 ボ ゼ " 
区 理 他 っ 6 史 地 0 し っ no 細っ 
っ ? 1J 紀 つ G っ で” 画 人 区 G さ ー ド に し 
説く ーー ドー// IN ベー ミー の 


ヒビ し 還 亜 虹 引 ら 避 庫 時 つじ Sn67 
*OQ け 7 回 さか と mn さら GA ペー 
ペー や 相 選 つ J0p | 編 陸 ポ ホー ヤ S 
て 3 牛 0 晒 日 へ AI 人 ト 会 Q 形 っ 計 
因 * 喧 責 6n い 87 想 杜 6G エ ヒーン トマ エ く 
ー や 3Q ポ て し) コンロ SRO さて 
さ !JSNo ユ J36 田 os っ ? 

つ 全 つ " エー ドル ハハ へ で 人 同 帳 ご 叶 
で りさ つこ ふ マエ 中 *O^ 提 由 中 祭 G 
さっ 上 エー で お ー ヤ や て 他 衣 呈 掲 妨 
JJ 2J で で G く て N ド ポー ドル へ に に 避 中 
上 TK レ ON@G 和 AO で 全 ? エー レー ド に 羽 
和 ete へ くさ ミリ セン シリ 両 凌 じ ON@J 
っ て GOQO 避 " 

人 ト 回 ′^ ゴ 作 ゼ エー ドル へ へ GA の 7 日 
ーーS 手 結 つ )J) し [エー ルレ ハハ 
3JLー ビ と トマ テー ね 1J の 全 パ ン べ 公 
い 8| っ Jpn? 

[ 半 公 4 ト し 帳 い しさ ー ヘ へ 心 下 
ー5。 p で へ へ か かさ Sp や 6 し つぶ で? 
ト い ふせ ミュ JmNー せ うに KI ト ト つ へ 心 因 
寺 幅 弄 0 し 8 ン ロ ヘ て ー ロ ー ミ セ 
Ne。 ペー ハハ 心 ボ ー い し 交 肖 いっ 心 
3pG し や で" し じゃう エー ゼ 下 一 
公 Q6 聞 に SS 肥 記 OO” 環 屋 SS 
ずり へ ハ 心 トマ ズー 公 里 他 唱 責 填 つ る 
っ っ っ むる うっ? 0Q け 揚 吉 会 Q 層 6 
Ss 会 し J 避 を で 刀 4QOQ 換 ン 直 玉 
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吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) ノ 小 笠原 中 士 (Takashi Ogasawara) 


Luis Vasconcelos 


近 の グラ ンプ リ 3 戦中 オー スト リ 
に に し ッ て 2 勝 を 学 け 、 ハ ン ガ 
リー で は ハイ ブリ ッ ド エン ジン 時 代 初 の 
ポー ルポ ボ ポジション も 獲得 し F1 で 再 評価 
され て き て いる ホン タダ が 、 第 四 期 復帰 時 
に 明言 し た 次 な る 目標 に 向かっ て その 動 
き が 本 格 化 し 出し て いる 。 それは 、 日 本 
人 ドラ イ バ ー を F1 に 復帰 させ る と いう 
目標 だ 。 松下 信治 は 2020 年 の F1 参戦 に 
必要 な スー パー ラー セン スポ イン ト を 今 
シー ズン 終了 まで に 数 字 上 で は 充足 で き 
る 可能 性 は ある が 、 現 在 ホ ンダ の F1 ド 
ライ バー 最 有 力 候補 に つけ て いる の は 
31 歳 の 山本 尚 貴 だ 。 昨 シー ズン 、 日 本 
国内 の スー パー フォ ー ミ ュ ラ と スー パー 


GT で ダブ ルチャ ン ピ オ ン に 輝い た も の の 、 


トロ ロッ ソ STR14 ホ ンダ の マシ ン の ス 
テア リン グ を 握る の に 必要 な 300km の 走 
行 マ イレ ー ジ が 不足 し て お り 、 こ れ は グ 
ラン プリ 開催 中 の フリ ー プ ラク ティ ス セ 
ッ シ ョ ン へ の 参加 に も 適用 され る た め 、 
な か な か 実現 に は 注ぎ つけ て いな い 。 実 
際 の と ころ 、 山 本 の F1 参戦 に つい て パ 
ドッ ク 内 の 評価 は 控え めで 懐 医 的 だ 。 


31 蔵 と いう 年 齢 を 疑問 視 す る 向き が 多く 、 


[まあ 、 サ トル ・ ナ カジ マ が F1 デビ ュー 
し た と き の 年 齢 は も っ と 高かっ た か ら ね 」 
と 皮肉 めい た も の か ら 、「 何 、 第 二 の ユ 
ウジ ・ イ デ だ っ て ? お 断り だ ね | と い 
っ た より 辛 球 な 声 も 聞こ えて くる が 、 こ 
れ ら は すべ て 山本 の レー ス を 一 度 も 見 た 
こと が な く 、 日 本 の 国内 レー スズ 事情 に ま 
る で 関心 が な い 人 間 の 評価 で し か な い 。 
山本 を 良く 知る 人 物 と し て 、 ス ー パ ー 
GT で 彼 の チー ム メ イト と し て 現在 日 本 
で 活躍 する 元 F1 チャ ン ピ オ ン の ジェ ン 
ソン ・ バ トン に 聞く と 、 山 本 が F1 シー 
ト 獲得 に 値する ドラ イ バ ー と し て 疑問 の 
余地 は な いと 断言 し て いる 。 

[個人 的 に も ナオ キ は F1 に 行く べき だ 
と 感じ て いる 。( ピ エー ル ) ガ スリ ー や ( ス 
ト フ ェ ル ) バン ドー ン な ど を 見 れ ば 、 ナ 
オキ の スー パー フォ ー ミ ュ ラ で の 実績 が 
何より 証明 し て いる 。 あ と 、 彼 の ドラ イ 


海外 ジャ ー ナ リス ト が 山本 尚 貴 を 評価 する 
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バト ン は GT500 で 2018 年 か ら 山 本 と コン ビ を 組ん で お り 、 山本 の ドラ イ ビ ン グ を よく 理解 し て いる ドラ イ バ ー の ひ 
と り と 言え る 。 そ ん な 彼 が いち 早く |「 ナ オキ は F1 で 戦え る ] と 口 に し て いた 。 


ビン グ の 多様 性 も 重要 だ 。 彼 は スー パー 
フォ ー ミ ュ ラ と スー パーGT の ダブ ル チ 
ャ ン ピ オ ン だ 。 異な る タイ プ の レー ス か 
ら の 経験 が 豊 定 で 、 ト ッ プ レベ ル で プレ 
ッ ン シャ ー に 晒さ れ た と き 、 こ うい っ た 経 
験 が 助け に な る 」] 

レー シシ ンク ドラ イ バ リー と いう の し ほ 、 ラ 
イ バ ル を 称賛 する こと が 非常 に 稀 な 職種 
と し て 有名 だ 。 そ れ ゆ え 、 ジ ェ ン ソン の 
コメ ント に は 重み が あり 、 ま し て 彼 は ス 
ー パ ーGT で 山本 の チー ム メ イト と し て 
この 31 歳 の ドラ イ バ ー を 誰 よ り も 間近 
で 見 て 、 良 く 理 解 し て いる 稀有 な 存在 だ 。 
また 、 山 本 を 知る 他 の 人 間 の 誰 も が 、 彼 
の こと を イン テリ ジェ ント が 高く 、 ハ ー 
ド ワ ー ク を 廊 わ ず 、 テ クニ カル フィ ー ド 
バッ ク も 素晴らし いと 口 を そろ えて 言う 。 
私 も 何 度 か 彼 と 接 ー し た 経験 が ある が 、 
彼 の 英語 力 は どん な F1 チーム と も し っ 
か り コ ミュ ニケ ーション が 取れ る 程 堪能 
で 、 日 本 人 ドド ライ バー が グラ ンプ リ を 戦 
うう え で 毎回 直面 する 言語 の 壁 と いう 障 
害 を 心配 する 必要 は な さそ うだ 。 
山本 は まだ 数 回 し か グラ ンプ リ の 現場 
を 訪れ て いな いた め 、 彼 が どれ ほど いい 
人 物 で 、 ど れ だ け 速 い の か を 我々 ジャ ー 
ナリ スト は 目下 見 極め よう と し て いる と 
ころ だ が 、 こ れ は 何 も 山 本 に 限っ た こと 


で は な く F2 や F3 か ら 遺 い 上 が っ て くる 
ドラ イ バ ー に も 共通 し て いる 点 だ 。 た と 
えば 、 ラ ンス ・ ス トロ ー ル は ヨー ロ ピ ア 
ン F3 チ ャ ン ピ オ ン と いう 看板 を 引っ 提 
げ て F1 に 参戦 し 早 3 年 が 経つ が 、 未 だ 
これ と いっ た 活躍 を 見 せら れ て いな い 。 
ガス リー は GP2 を 制 し 、 日 本 の スー パ 
ー フ ォ ー ミ ュ ラ で も 素晴らし い パ フォ ー 
マン ス を 見 せ た が 、 今 年 は 最悪 な シー ズ 
ン を 送っ て いる の は 誰 も が ご 存じ の と お 
り だ 。 一 方 で アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン 
は 、 シ ング ル シ ー タ ー の 選手 権 を 一 度 も 
制 し た こと は な い が 、 今 シー ズン の FT1 
デビ ュー イヤ ー か ら 将 来 の スタ ー 候 補 と 
し て 期待 され 、 後 半 戦 で ガス リー と 交代 
し レッ ドブ ル で 走る こと が 決ま っ た 。 
今年 の 日 本 GP の フリ ー プ ラク ティ ス 
で 山本 が トロ ロッ ソ の ステ アリ ング を 所 
る こと が で きる よう に 、 そ し て 来年 に 向 
け て 走行 マイ レー ジ を 稼げ る よう に 、 
FIA と ホン ダ が 共に 知恵 を 絞っ て ほし い 
も の だ 。F1 に は 日 本 人 ドラ イ バ ー が 必 
要 だ 。 ホ ンダ は 若手 た ち が ス ー パ ー ラ イ 
セン スポ イン ト を 取得 する こと を 待ち 望 
ん で いた が 、 現 在 は 宇都 宮 出 身 の 31 歳 
の ベテラン ドラ イ バ ー が 下 ロ ロッ ソ ・ ホ 
ンダ の シー ト 獲 得 の 最 有 力 候補 と な っ て 
いる こと は 疑い よう も な い 。 
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Sam Collins 


年 末 、 ツ イン リン シク も て ぎ で の ス 
ー パ ーGT 最 終戦 で 山本 尚 貴 が ス 
テア リン グ を 握る NSX-GT が ゴー ル を 
通過 し た 瞬間 に 、 ス ー パ ーGT と スー パ 
ー フ フォー ミュ ラ の 同一 年 で の ダブ ルチャ 
ン ピ オ ン が 誕生 し た 。 こ の 偉業 を さら に 
興味 深く させ る の は 、 ス ー パ ー ラ イセ ン 
ス の ポイ ント 上 、 山 本 が F1 の シー ト 獲 
得 に も っ と も 近い 日 本 人 と な っ た こと だ 。 
2014 年 に ケー タ ハ ム が 倒産 し 小林 可 夢 
偉 が F1 か ら 去 っ て 以降 、 ホ ンダ は 日 本 
人 ドラ イ バ ー の 復活 を 熱望 し て きた 。 そ 
ん な 中 、 鈴 鹿 の FP1 と いう 山本 が 2019 
年 シー ダン 中 に トロ ロッ ソ を ドラ イブ で 
きる 環境 が いよ いよ 整っ て きた と 言え る 。 
山本 と スー パーGT で パー トナ ー を 組 
む 元 F1 王者 ジェ ン ソ ン ・ バ トン は 、 山 
本 と ホン ダ に F1 シー ト 獲 得 が 実現 で き 
る よう 励ま し て きた 。 | 個人 的 に も 彼 は 
F1 に 行く べき だ と 感じ て いる 、 彼 が 望 
むか どう か に 関わ ら ず ね 。 レ ー ス シー ト 
を 獲得 し た いと 思っ て いな く と も 、 現 状 
で 満足 だ と し て も 、 常 に 挑戦 し て みる ベ べ 
きだ 。 チ ャ ンス は 多く の 人 に 何 度 も 来る 
も の で は な いか ら ね 」 と ジェ ン ソ ン は 
2018 年 に 語っ た 。 
[も し あん な モン スタ ー マ シ ン を ドラ イ 
ブ で きる チャ ンス が あれ ば 、 絶 対 に つか 
み 取 り に 行か な いと ね 。 トラ イ す る 価値 
が ある も の だ か ら ] 
周囲 の 期待 と は 裏腹 に 、31 歳 に な る 
山本 は 当初 それ ほど 乗り 気 で は な か っ た 。 
自分 は 歳 を 取り 過ぎ 、 ヨ ー ロ ッ パ で の 経 
験 も 不足 し 、 タ イミ ング が 最適 と は 思わ 
な いと 感じ て いた 。 し か し 、 こ こ ご 数 カ月 
で 彼 の 考え に 変化 が 生じ 、 自 分 は 今 シ ー 
ズン 終了 まで に 少な く と も フリ ー プ ラク 
ティ ス で トロ ロッ ソ を ドラ イブ で きる と 
確信 し て いる よう だ 。 
今後 、 山 本 へ の チャ ンス は 単に フリ ー 
プラ クティ ス だ け に 留まら ず 、 レ ー ス 出 
場 へ の チャ ンス も ある か も し れ な い 。 そ 
の 理由 と し て レッ ドブ ル は 現在 ドラ イ バ 
ー ラ イン アッ プ に 関し て 危機 に 直面 し て 
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2017 年 の ガス リー の 前 に 歯 が 立 た な か っ た 山本 は 後に 、「 こ の 1 年 が すご く 辛 か っ た 」 と 語っ て いる 。 し か し 、 そ の 
ガス リー で さえ いま の F1 で は 苦戦 し て いる の だ 。 果 た し て 山本 が 通用 する の か 、 そ の 疑問 は 拭え な い 。 


いる 。 今 シ ー ズ ン の 前 半 戦 、 好 調 を 見 せ 
る マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン と は 裏腹 
に ピエ ー ル ・ ガ スリ ー の パフ ォ ー マ ンス 
は 期待 外れ に 終わ っ て し まっ た 。 す る と 、 
サマ ー ブ レ イク 中 に 突然 、 ベ ルギー か ら 
始ま る シー ズン 後半 戦 に は アレ クサ ンダ 
ー・ ア ル ボ ン が レッ ドブ ル ・ ホ ンダ 
RB15 の ステ アリ ング を 握る こと が 発表 
され た 。 今 シ ー ズ ン の 残り 9 戦 に 関し て 、 
アル ボン の 実力 を 見 極め る 意味 で も 事態 
は 一 旦 落 ち き を 見 せる は ず だ 。 し か し 、 
来季 の こと を 考え る と レッ ドブ ル と し て 
も ドラ イ バ ー を 確保 し て お きた いと 思っ 
て いる こと は 息 像 に 難く な い 。 と な れ は ば 、 
山本 に と っ て も 道 が 開け る 可能 性 が ある 。 
その な か で 大 事 な こ と は 、 山 本 が F1 
で 戦え る 程 の ドラ イ バ ー な の か どう か だ 。 
この 質問 の 答え は 決し て 簡単 で は な い 。 
バト ン は 彼 の 能力 に 太鼓 判 を 押し て いる 
が 、 過 去 の 成績 を 見 る と それ ほど 賛同 で 
き な い 。 なぜ な ら 、 山 本 は 2013 年 と 
2018 年 の 2 度 、 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ 
を 制 し て いる が 、 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ 
か ら F1 に 巣立っ て いっ た ヨー ロッ パ 出 
身 ド ライ バー に は 2 度 も 敗れ て いる 。 ス 
ト フ ェ ル ・ バ ンド ー ン は 2016 年 に 、 ガ 
スリ ー は 2017 年 に それ ぞ れ 山本 を ラン 
キン グ で 上 回 っ た 。 し か し 、 こ の ふた り 


は 決し て F1 で 通用 し て いる と は 言い 難い 。 


バン ドー ン は 2017 年 と 2018 年 の 2 年 間 、 
マク ラー レン か ら F1 を 戦っ て いた が 、 
好成績 を 残す こと も な く 、 姿 を 消し た 。 
ガス リー に 関し て は 今 シ ー ズ ン の 苦戦 の 
様子 を 見 れ ば 明らか だ 。 し か し 、 唯 一 の 
強み は 山本 が 2018 年 に GT500 で バト 
ン と 出会っ た こと だ ろう 。 あ の 元 世 界 王 
者 か ら の アド バイ ス を 受け 、 こ の 一 年 で 
山本 の 強 さ は 飛躍 的 に 向 ト し て いる 。 

日 本 GP は まだ 先 だ と 思う か も し れ な 
い が 、 こ の 後 の モ ン ツ ァ 、 シ ン ガ ポー ル 、 
ソチ は すべ て スー パー フォ ー ミ ュ ラ と ス 
ー パ ーGT の 日 程 が 重なる た め 、 実 際 に 
調整 で きる 時 間 は か な り タ イト だ 。 つ ま 
り 、 鈴 鹿 の 前 に フリ ー プ ラク ティ ス の チ 
ャ ンス が ある の は ベル ギー し か な い 。 し 
か し スー パー ライ セン ス の ポイ ント 上 、 
フリ ー プ ラク ティ ス の 権利 で ある 25 点 
を 得 た ドラ イ バ ー が 出場 する に は 現代 
F1 マ シン で 300km の 走行 距離 が 必要 と 
いう 別 の 問題 も 浮上 し 、 実 際 の と ころ こ 
れ を クリ ア す る の は 話し そう だ 

と は いえ 、 今 シー プン の どこ か で 山本 
を 走ら せる 計画 が な く な る こと は な い だ 
ろう 。 つ まり 、 ど ここ が の タイ ミン シンク で ト 
ロロ ッ ソ ・ ホ ンダ の ステ アリ ング を 握る 
可能 性 は か な り 高 いと 思っ て いる 。 
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さ 公 し ま ーー つ 尋 師 証し も | うり 
時 3 村 咽 つつ で" 

| 選 人 トー 日 AZAIIK つ っ 心材 隈 
に 剖 写 Ws 丸 革 だ Jp” くそ 和 ふ 私 下 し 
時 三 w 思 中 っ つ Q9 ペーKHA 和 AI っ ) 
つじ 聖 強 … 表 msS 会 で 玉 FJ) 墨 つ 


り で 丸 革 だ や さり 科 閉 つじ っ セ づつ 7 
4 ト 回 pi トー ふ HANZAIIKR つ つじ し 忠 G ヒ 
公 ぐ HK レン で つ 丸 | の 肝 三 "時 
公 け 6 いひ しゃ 昔 昌 Op 本 wone て と 
さら 環 紀 可 せ ′ 咽 叩く 堪 只 更 蛇 六 『J 
う 世 潤 jp 公 友 喧 oepGJS で 5 
ペー ドロ 加 で ye 押し 衣 写 り 
DCJillhoEkESNE 

つ 公 つ " ホー っ うり)SSE レ や SN 
下 蝶 葉 | 店 昌 只 路 せい" [4F 回 せ 丸 
8Hent6 ン シビ で 8 宙 む お しゃ? 疹 QA 
絡 叫 穫 っ っ J” 時 三公 吐 揚 SG 臣 ゴ 
に 氷 IJN 6 届 旬 シン 下 っ 羽 忌 ロビ 
い Q) っ et05 衣 や 英 で し oxQ mW 
や いで で 2327 と へ っ JPN 屋 で 7 と 
ャ ミーjpHAZAIIN や 。 を で 午 で mM 
公有 邊 半 由 民 会 Q] 

普 吐 ′ 画 伺 1 押 剖 較 せ | 時 三 は せき 
中 KIRKRNB 下 6 し jpQ で レ 
っ っ | "2Q リ Thsm 可 つじ し 器 つ っ 
っ JJ) っ OK 地 Ol 舞 つ 7 上 つ 公 97 
ー 弾 S 人 で Ne 6 し けり 是 打 人 紫 還 肛 つ 
レ つ COQ? つつ 会 つ 乱 国 皿 ” 人 回 G 
剖 証 会 軸 可 つ 人 で" h ド ポ ドー// TH 性 I ト 
こく こ ー う つも | K 唱 所 態 ン 避 堤 直 や 交 
Ne” 画 男 8 一 瑞 し せ 玖 Ne 全 ” 配 つ 公 
記し っ で 本 @ 騰 写せ 末 や 全会 で 丸 ” 
っ し NG 下り 8” 判 昧 くめ 菊 公 NG 舞 信 
me っ hG@* 
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予選 順位 を 左右 し た タイ ヤ の ウォ ー ム アッ プ 


Text : 貝 島 由 美子 (Yumiko Kaijima) 
Photo : 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 


: 天 勝 に 先立つ 予選 で も 、 チ ー ム や ドラ イ バ ー 
に よっ て タイ ヤ の 使い 方 が 分 か れ た 。 い つ 
も の よう に ノッ クア ウト 方 式 で 行なわ れ た 予選 だ 
が 、 箸 い 季 節 と いう こと も あり 、Q2、Q3 で は ア 
ウト ラッ プ か ら す ぐ ア タッ クラ ッ プ に 入る ドラ イ 


バー が 数 名 。 こ れ に 対し て 多く は セオ リー どおり 、 


アウ トラ ッ プ の 後 、 ウ ォ ー ム アッ プ を 1 周 し て か 
ら ア タダ タック に 入っ た 。 

この 両者 が 交錯 する 形 と な っ た の は 、12 台 が 
走行 し た Q2。 7 分 間 の セッ ショ ン が 開始 され て 
2 分 半 と いう と ころ か ら 、 ア ウト ラッ プー ウォ ー 
ム ア ッ プー アタ ッ ク の 予定 だ っ た 福住 仁 領 、 野 尻 
智紀 、 関 口 雄飛 、 石 浦 宏明 、 山 本 尚 貴 、 坪 井 翔 ら 
が コー スイ ン 。 そ の 集団 に 続く 形 で 、 ア ウト ラッ 
プー アタ ッ ク の 予定 だ っ た アレ ックス ・ パ ロウ 、 
リツ ジャ ニュ コー ウェ ョ イ 、 ギ 川 馬 が コー スベ と 入 
っ た 。 そ の た め ア ウト ラッ プー アタ ッ ク 組 の ドラ 
イ バ ー た ち は 、 ウ ォ ー ム アッ プ を 行なっ て いた ド 
ライ バー た ちの トラ フィ ッ ク に 引っ か か っ て し ま 
うこ と に な る 。 結果 的 に ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 
し た パロ ウ も 「Q2 で は セク ター3 以 降 の 後半 セ 


クタ ー で トラ フィ ッ ク の 影響 を 受け た 」 と 語っ た 。 


また この Q2 で 、 セ クタ ー2 の 2 まで パロ ワウ の タイ ム 
を 上 回 っ て いた ニュ ー ウ ェ イ は 、| ターン 11 で 他 
の クル マ が 前 に いて 、 大 きく タイ ム を 失っ て し ま 
っ た | と 、Q2 敗 退 を 喫し て いる 。 

これ に 対し て 、 ウ ォ ー ム アッ プ を し て か ら ア タ 
ッ ク に 入っ た ドラ イ バ ー の な か で 、 独 自 の 動き を 
見 せ た の が 小林 可 夢 偉 だ 。 可 夢 偉 は ミディ アム タ 
イヤ で 争わ れ た Q1 後 半 で も 、Q2、Q3 で も 、 最 
も 早く コー スイ ン 。 特に ソフ ト タ イ ヤ で の アタ ッ 


予選 時 は 気温 38C、 路 面 温 度 49C。 今季 一 番 の 暑 さ に タイ ヤ の 使い 方 が 分 か れ た 。 ア ウト ラッ プー アタ ッ ク 組 の アウ アー は 、Q3 で 残り 


2 分 まで 待っ て コー ス へ 。 結果 的 に 4 番手 に 留まっ た が 、SF で は それ ほど まで の 攻め "が 必要 と いう こと だ ろう 。 


ク と な る Q2、Q3 で は 他 の ドラ イ バ ー よ り も 1 分 
ほど 早く ピッ ト を 後に し た 。 こ の 動き に 関し て 、 
チー ム を 率い る 松田 次 生 監督 は | トラ フィ ッ ク の 
リス ク を 避 け 、 自 分 の 好き な よう に タイ ヤ を 温め 
られ る よう に と 。 あ の タイ ミン ク で 貞 し まし た | 
と 言う 。 映像 で 見 る と 、Q3 の アウ トラ ッ プ は ス 
ロー 走行 か と 思わ れる ぐら い ゆ っ くり と 走行 し て 


アウ トラ ッ プ ーー ウォ ー ム アッ プー アタ ッ ク 組 で 最上 位 、 予 選 3 番 手 の 福住 。 こ の 戦略 で Q2 ト ッ プ タイ ム だ っ た こと か ら 、Q3 も 変え ず に 
行っ た と いう 。 し か し 、 パ ロウ と 平川 が フロ ント ロウ に 並ん だ こと に 対し 、「 試 せ ば 良かっ た 。 ち ょ っ と 後悔 も ある |] と 口 に し た 。 


いた 可 夢 偉 。 で あれ ば 、 ア ウト ラッ プー アタ ッ ク 
で も 良かっ た の で は な いか と 思う が 、 松 田 監督 は 
[それ を や る に は 内 圧 か ら 何 か ら 変 えな いと ダメ 
で すし 、 リ スク を 避け た いと いう の も あり まし た ] 
と 、 作 戦 変更 に は 踏み 切れ な か っ た と いう 。 
一 方 、Q3 で は アウ トラ ッ プ ンー ア タッ ク 組 が コ 
ー ス イン の タイ ミン グ を 大 きく 遅らせ た の も P 家 
的 な 場面 。 パ ロウ と 平川 は セッ ショ ン 残 り 3 分 を 
切っ た と ころ だ っ た が 、 残 り 2 分 まで 待っ た の が 
ルー カス ・ ア ウ ア ー。 こ れ は か な り 攻 め た タイ ミ 
ング だ 。 不測 の 事態 も 考慮 し 、 通 常 は も う 少 し マ 
ー ジ ン を 持っ て ピッ ト ア ウト する パタ ー ン が 多い 
か ら だ 。 こ れ に 関し て アウ アー は 「 赤 旗 や 黄 旗 の 
こと は まっ た く 気 に し な か っ た し 、 チ ェ ッ カー 前 
まで に 1 周 ア ウト ラッ プ が で きれ ば いい か ら 、 あ 
そこ まで 待っ た ん だ | と の と 。 た だ し 、。Q8 で 
は 路面 の グリ ッ プ が より 上 が っ て いた た め 、| 内 
庄や セッ ト ア ッ プ 、 ド ライ ビン グ も 完璧 に は 合わ 
せき れ な か っ た | と 悔やむ 。 

結果 的 に フロ ント ロウ に 並ん だ の は 、 ア ウト ラ 
ッ プ ンー ア タッ ク 組 の パロ ウ と 平川 。 ア ウ ア ー も 4 
番手 に 入っ た 。 | 今回 は その 戦略 が 正解 だ っ た の 
か も し れ な い 」| と は 、 ア タッ ク 前 に 1 周 の ウォ ー 
ム ア ッ プ を 入れ た 予選 3 番手 の 福住 だ 。 微 妙 な コ 
ン デ ィ ン ショ ン 変 化 で も 、 タ イム や 順位 が 上 下す る 。 
これ か ら も 、 ス ー パ ー フ ォ ー ミ ュ ラ は シビ ア な 戦 
い が 繰 り 広 げ ら れる 。 


上 EIDG 世 
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ツイ ン リ ンク も て ぎ 8 月 17 日 ( 土 ) て 18 日 (日) 


Text : 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato ノ 本 誌 ) 
Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 
南 博幸 (Hiroyuki Minam) 


タイ ヤ 戦 略 の 違い が バト ル を 生み 、 バ トル 巧者 の 可 夢 偉 
が サー キッ ト を 沸か せ た 。3 位 は ソフ ト タ イ ヤ で 最大 の 
47 周 を 走破 し た キャ シディ 。 今回 ノー ポイ ント だ っ た 山 
本 を 1 点 上 回 り 、 ポ イン ト MOE 


万 M 罰 7 402772 
os. No. Driver Q1 Q2 Q3 5 ・ の わせ ゼ た ビッ トド ト 了 戦略 は 、 土 バタ ン が か が 還 5 5 ビ ルッ と で 
1 64 A パ ロウ 1'33"'2g9 1'31"955 1'31"442 
2 20 平川 亮 1'33"217 1'32"231 1'31'641 | また ク 位 還 ーーー ジ た -* 
3 5 福住 仁 挫 1'33"'670 1'31"869 1'31"764 es 1 避 ンー に コ 
4 50 L ア ウ ア ー 1'33"281 1'31"'996 1'31"804 
ee ぶ も る 上 も 時 
5 38 石浦 宏明 1'33"345 1'32"327 1'31'931 ナチ /、 の 成長 を / 三 じ - 半 一 戦 【 
6 16 野 亡 智紀 1'33'752 1'32"243 1'31'942 ( me 
7 18 小林 可 夢 偉 1'33'639 1'31"922 1'32"040 
8 1 山本 商 貴 1'33"399 1'32"222 1'32"049 


9 19 関口 雄飛 1 33'385 1 32"399 


こ く ププ ご ~- 革 こ 還 ゞ CM ゝ ニ 
10 39 坪井 翔 1'33"517 1'32"793 戦 が 2 れ た 逢 較 NN 上 了 g け 2 が も ン 有 人 タ 
11 51 由 26 1'33"510 1'32"824 略 3 47 フ も た デ ら Oo 略 つ 回 ミ ツ ッ 選 持 の ソ 戦 S 
12 37 N. キ ャ シディ 1'33"319 1'32"856 の 位 周 ト 定 "イィ は 優 の た 使 デ プ や つ ン フ は 今 が か イィ 
13 3 山下 健太 1'33'807 違 表 を に 石 ミ ア 勝 チ "うう ィ イタ フ の 49 ト 気 季 勝 ら ャ 
14 65 牧野 任 祐 1'33"820 い 彰 走 履 に と デム ソ し | 結 2 ア イリ か や で の 温 は 負 ハ ^ ム が 
15 4 国 本 雄 次 1'34'003 は 台 破 き な イ ヘ へ フ た ム 末 ピピ ム ム |ー も 最 30 そ の 一 ら 
16 36 中 嶋 一 貴 1'34"036 全 ) 二 の 替 っ アア 履 ト 平 は を ツ を で 走 が あ 大 C れ 決 い レア 4 
17 8 大 嶋 和 地 1'34"086 多 登 た えて ム き で 有川 誰 先 ト 早 2 行 チ リ り 貼 ノ プ が め が へ べ 
18 15 P. オ ワー ド 1'34"361 く 壇 紀 い ス 替 ス 芝 ひ に 作 め 秒 で | 回 踏 中 に ツ 
19 7 A マ ルケ ロフ 1'34"386 0 ウノ / プ ョ コジ る マツ こ 言 戦 隊 近 は ム ご 数 画 者 に ク 
I バ パ て ク フ 早 | る | 2 りえ を 捨 く ソ を ンプ は 温 だ な フ 
20 17 朝 広 大 1.34"765 ト い ・ ト め ト 王 ト 位 入 ば 採 て 速 フ 惑 フ 43 度 "っ ト 制 
ル る キ で の 勢 道 し の 賞 る “< ト わ ト 周 40 昨 て を と 
NL RESUL を “ヤヤ 最 ピ で の て 小 し 2 チ ソ の せ が ^-C 季 お 長 な 
Pos. No. Driver Team Engine Time/Gap 生 ン 大 ノ は 戦 # さ 林 く て ピピ |! フ 紀 は た 今 の の リ く 名 
1 20 平川 亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL T 1:22'51"411 ん 2 2 略 盤 可 いい ツウ ム ト の 2 う れ 回 な も 使 て 
2 18 小林 可 夢 偉 carrozzeria Team KCMG T 2"972 
3 37 N キ ャ シディ VANTELIN TEAM TOM'S T 9"771 
4 64 A パ ロウ TCS NAKAJIMA RACING H 16"314 ト 由 得 可 は 戻 デ は 周 け の フ 35 ト を て な う 番 ス せ だ 
5 5 福住 仁 只 DOCOMO TEAM DANDELION RACING  H 18'668 ワ は 意 夢 届 る イト で パ る す 口 周 ツ 差 い 一 場 手 タ た 
6 38 石浦 宏明 JMS P.MU/CERUMO・INGING T 28'439 | の 偉 か と アッ ピロ が る ン ン 目 プ し た と 面 に | の な 
7 50 L.- ア ウ ア ー B-Max Racing with motopark H 43"123 有 朱 す パ の 2 ト 抜 と 3 が 可 が ま り 生 の 
RE JEAMMUGEN ーー Se あ 時 | 情 ま ロイ 走 イ 38 く 突 イ 度 を 星 32 偉 く 浮 ` 夢 も 
9 1 山本 商 員 DOCOMO TEAM DANDELION RACING  H 49'61 っ 間 ク は た ウ ヤ 行 ン 周 に つ ヤ コ 平 ? 周 が て 上 エ オ 偉 ひ 
10 4 国 本 灯 資 。 KONDORACING T 44o7 た 12 も 明 も は に すし で は 込 か | 川 次 目 話 `?|I だ と 
11 8 大 嶋 和 也 UOMO SUNOCO TEAM LEMANS T 45"'319 の 秒 飛 る や 後 履 る た ピ 至 み ら ナ に の の す 学 < プ 際 
12 7 A. マ ルケ ロフ  UOMO SUNOCO TEAM LEMANS T 46"006 は と びく 2 方 き “ こ ッ ツ ら で 白 | 譲 標 3 福 習 の ニア 7 アサ 
13 3 山下 健太 KONDO RACING ド 46'645 間 い だ 位 に 替 そ と ト な ア 煙 で つっ 的 コ 住 さ 後 ン 番 | 
14 15 P. オ ワー ド TEAMMUGEN 日 48'887 違う し 記 と いえ し か へ か ウ を は て は | を れ バ ク グ キ 
15 19 関口 雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL M 49"'840 内 素 た 者 な ら 0 8 隊 ト あ 0 ナ 抜 ち スズ) マソ リ ノ 
16 36 中嶋 一 中 VANTELIN TEAM TOM'S T 1'00"738 還 吉 そ 見 隊 前 加 川 志 る 昌 パ 省 の る 年 プ ド N 
17 39 坪井 翔 JMS P.MU/CERUMO・INGING T 1'10"301 2 ピ の で が 川 ス で 夢 も し ほ 偉 口 目 イベ た は で か 沸 
18 17 塚越 広大 REAL RACING H 1.12"814 可 ツ 理 は ` に に さ ミ 偉 37 か ど が ウ に 選 と あか 争 4 ら か 
19 51 H. ニ ュー ウェ イ  B-Max Racing with motopark 昌 1'27"739 較 
以上 完走 (規定 周回 数 45 周 ) 
65 牧野 任 祐 TCS NAKAJIMA RACING H 46Laps か と し 中 夢 
FL:No.7 A. マ ルケ ロフ ン UOMO SUNOCO TEAM LEMANS 1'35'282 3/51 181.410km/h Qualifying Report ら 期 て の 人 
ー ー 6 8 6 nh の 待 い ピ は 
DRIVER STANDINGS TEAM STANDINGS パロ ウ が レコ ー ド 更新 、2 戦 連続 の PP 笑 を た 2 
ミディ アム タイ ヤ の 使用 が 義務 決ま る Q3、 唯 一 コー スレ コー ド を 更 器 感 ト 
1 MR 28 1 COMOMEMMUANDEIONIONONG 38 涯 月 80 で ば 。 お ウジ ウ の 平川 23 ウ が 2 ウ 本 連 符 の ボ ら 回 | 遇 の 
2 山本 尚 貴 ら 7 2 VANTELIN TEAM TOM'S 32 か ら Q2 進 出 圏内 の 12 番 手 ま で が ポジ ショ ン を 獲得 し た 。 ら の ム が も 
3 A. パ ロウ 20 3 TCS NAKAJIMA RACING 23 0.535 秒 差 。 その 12 番 手 の 野 尻 と れ だ の 40 て 
4 小林 可 夢 偉 19 4 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 21 13 番 手 で Q2 進 出 を 逃し た 山下 と る 2 成 秒 ぎ 
5 坪井 閉 12 5 JMS PMU/CERUMO・INGING 19 の 差 は 、 わ すか 0.055 秒 だ っ た 。 こ 日 う 長 * ぶ 戦 
6 福住 仁鶴 妥 6 carrozzeria Team KCMG 19 0 の 22 NE に か 
7 関口 雄飛 11 7 KONDO RACING 15 の 二井 近 可 ト 
8 山下 健太 11 8 TEAMMUGEN 12 使用 。 上 位 争 い は 31 秒 台 へ と 突入 い 愛 > 優 ツ 
9 野尻 智紀 11 9 B-Max Racing with motopark 10 し て いく 。 そ し て 最終 グリ ッ ド が 偉 そ 勝 フ 
10 平川 亮 10 10 UOMO SUNOCO TEAM LEMANS 6 ES は 和 


20 


人 決勝 :8 月 18 日 (日 ) 但 ツ イン リン ク も て ぎ @4.801kmx51 周 念 天候 : 晴 れ 欠 コ ー ス : ド ライ 
SMPFR IMNMMLU Rd MMIF IME uH P: ピ ッ ト 太字 : ベ スト ラッ プ 赤字: ファ ステ スト ラッ プ ーー : ソ フト タイ ヤ [  ]: ミ ディ アム タイ ヤ 
Pos | | | | | | | | 
st _ 胃 es | 
|No. | レタ 。 | 6 。 | | と | > 。 | ミス | 2 | | 」 | ・ | 6 | | 3 | に | に | 2 | と | レ | コー 
|Driver| 平川 宮 | 小林 可 夢 俸 | N キ ャ シディ | A パ ロウ | 福住 仁鶴 | 石浦 宏明 | し. アウ アー | 野尻 智 紀 | 国 本 雄 資 | 大 嶋 和 也 | A マ ルケ ロフ | 山下 健太 | P. オ ワー ド | 関口 雄飛 | 中 嶋 一 貢 | 坪井 翔 | 越 広大 | ニュー ウェ イ | 牧野 任 祐 


ITOCHU ENEX 


Tn TEAM IMPUL 


| E/G | TOYOTA 


1'40'949 
1 35'639 
1 35"624 
1'35"580 
1 35"642 
1 35'818 
1 36"028 
1 36'157 
136'113 
1 36"300 
1 36"492 
1 36'503 
中 37 62 
1 36"529 
員 308959 
1'36'583 
1 36'966 
1 37"204 
1 36"937 
1 36'829 
1 37"094 
1 37"231 
1'36'953 
1 36'143 
1'36"345 
1 36'693 
1 36'622 
1'36'995 
IS6M27 ら 
1 36"444 
1 36"493 
1 36"306 
SSM 
1 36'623 
1'36'353 
1 36"314 
P 206'223 
1 41'372 
1 37"093 
1 37'140 
1 37"379 
1 37"180 
1 37"147 
1 37"079 
1.37"246 
1 37"261 
1'37"202 
1.37"327 
1 37"691 
1 37'981 


※ レ ー ス は 52 周 の 予定 だ っ た が 、 


Carr0ZZeria 
Team KCMG 


TOYOTA 


VANTELIN 
TEAM TOM'S 


TOYOTA 


TCS NAKAJIMA 
RACING 


HONDA 


1 43"249 
1 37"322 
1 36'393 
1 35'913 
1 35'767 
1'35"532 
1 35'855 
1 35'667 
1 36"072 
1 35"944 
1 36"011 
1 36'259 
1 36"565 
1 36'954 
1 36"660 
1 36'759 
1 37"460 
1 36'"937 
1 37"179 
1 36"791 
137"007 
1 37"114 
1 36'835 
1 37"162 
1 36'939 
1 37"131 
1 37"593 
KS7M295 
1 37"372 
1 37"238 
1 37"016 
1 37"022 
1 36'630 
1 37"246 
1 38"063 
1 37"856 
1 37"536 
1 37"053 
1 36'384 
1 36"148 
1 36"004 
P 205"762 
1 40'988 
1'36'085 
1 36'628 
1'36"725 
1 36"740 
1 36"821 
1'37"051 
1 37"059 
1 36'651 


スタ ー ト や り 直 


1 48"627 
1 39"922 
1'39"114 
P 209"457 
1 38"492 
1'35"614 
1 36"417 
1 36"227 
SSSGG 
1 36"438 
1 36"224 
1 36"319 
1 36'667 
1 36'677 
1 36'385 
1 36'815 
1 36'934 
1 36'851 
1 36'806 
1 36"673 
1 36'663 
1 36'901 
1 36"906 
1 36"652 
1 36'328 
上 S60502 
1 36'610 
1 36"623 
1 36"261 
1 36"448 
1 36"231 
1 36'532 
1 36'467 
36MZ95 
1 36'770 
1 36"787 
1 36'621 
36S72 
1 36'770 
1 36'535 
1 36'883 
1 36'847 
1 36'539 
1'37"190 
1 36'854 
1 36”821 
1 37"063 
1 36"626 
136'818 
1 37 "368 


1 37"645 1 38"086 


し に より 51 周 と し た 。 ※No.19 の 51 周 目 は 識別 上 ソフ ト タ イ ヤ 装 六 と な っ て いる が 、 


1 39"806 
1'35"314 
1 35"532 
1 35"765 
1 35'573 
1 35'855 
1 36"471 
1 36"277 
1 36'380 
1 36"279 
1 36'656 
1 36"734 
1 36'631 
1.36"674 
1 36'892 
1 36"701 
1 37"063 
1 36'873 
1 37"067 
1 36'987 
1 37"219 
1 37"001 
1 38"199 
1 38"014 
1 37"176 
1 37"189 
1 37"212 
1 37”278 
1 37"258 
1 37"232 
1 37"381 
1 37”058 
1 37"345 
1 37"467 
1 38"172 
1 37"681 
1 37"194 
P 207"261 
1'40"821 
1.37"216 
1.37"199 
1'37"125 
1'37"001 
1'37"228 
1'38"111 
1 38"097 
1 38"045 
1 38"030 
1.37"846 
1 38"053 


DOCOMO TEAM 


DANDELON RACIN6 


HONDA 


JMS PMU/ 


TOYOTA 


1'42"127 
1 36"271 
1 35"724 
1'35"705 
1 35'772 
35i929 
1 36"047 
1 36"308 
1'36"342 
1 36'256 
1 36"457 
1 36"374 
1 36'623 
1 36'609 
SOS7/ 
1 36'854 
1 37"389 
1 36'879 
1 36'722 
137"101 
1 37"008 
1 37"000 
1 37"047 
1 37"257 
1 37"127 
37 II62 
1 37"485 
1 37"261 
1 37"506 
1 36'981 
1 37"218 
1 36'954 
1 38'595 
71I58 
1 38"297 
137"361 
1 37"198 
P 207"002 
1'43"162 
138"107 
1'37"723 
1'37"601 
1.37"476 
1 37"387 
1.37"720 
1'37"571 
1 37"292 
1.37"319 
1.37"510 
1 37"499 
1 37'569 


1' 46'608 
1.41"348 
1 39"352 
1 39"050 
1 38'358 
P 207"613 
1 39'820 
1'35"860 
1 36'926 
1 36'858 
1 36'302 
1 36'670 
1 36'343 
1 36'765 
1'36'864 
1 36'832 
1 36'929 
1 37"085 
1 36'870 
1 37"643 
1 39'294 
1 37"228 
1 36'977 
1 36"822 
1 36'559 
1'36'740 
1 37"137 
1.37"146 
1 37"188 
1.37"112 
1 37"417 
1 37"646 
1 37"422 
1 37"775 
1 37"261 
1 36'969 
1 37"002 
1 36'941 
1 36'905 
1 36'902 
1 36'864 
1 38"129 
1 38"008 
1' 36'825 
1 36"497 
1 36"472 
1 36'520 
1 36"411 
1 36"390 
1 36'391 
1 36'804 


B-Max Racing 
CERUMO・INGING | with motopark 


HONDA 


TEAM MUGEN 


HONDA 


DOCOMOTEAM 
DANDELION RACING 


HONDA 


KONDO RACING 


TOYOTA 


1 44"584 
1 37"824 
1 36'762 
1 36'940 
136'717 
1 37"064 
1 37"184 
1 36'950 
1 36'679 
1 36'795 
1 37"079 
1 37"927 
1 37"803 
1 37"260 
1 37"008 
137"115 
36.959 
1'36"660 
1 37"092 
1 37"523 
97 599 
1 37"414 
1 37"143 
1 36'909 
1 36"674 
1'36"878 
1 37"312 
1 37"515 
1 37"689 
1 37"496 
1 36'960 
1 36'853 
1 37"158 
1.37"104 
SM 77 
1 37"718 
1 37"442 
P 209"159 
1.41"816 
1.37"794 
1 37'885 
1.39"117 
1'39"401 
1 39'593 
1 38'943 
1 38'307 
1'37"779 
1 37"898 
1.37"697 
1 37'906 
1.37"873 


1' 46"269 
1 40'498 
1 39"894 
1 38"310 
1 38"398 
P 209"439 
1 41'437 
1 37"059 
1 36"944 
1 37 241 
1 36'906 
1 37"281 
1 37"800 
1 38"266 
1 38"071 
1.37"278 
37512 
1 37"187 
137'517 
1 37"163 
1 37"494 
1 37"413 
1 37"346 
1 37"209 
1 36'985 
37 289 
1 37"335 
Se2SS 
MSZ II95 
30 
1 36'935 
1 37"020 
1 36'757 
1 37"207 
1.37"299 
1'.37"032 
1 36'854 
1 36'906 
1 37"352 
1 37"202 
1 36"912 
1 37 247 
1'36"735 
1 36"925 
1 37"162 
1 37"424 
1 37"497 
1'.37"893 
1 37"906 
1 37"428 
138'110 


1'53"388 
1 38'593 
1 38"442 
1 38'652 
1'38"784 
1 39"406 
1 38'645 
1 38'645 
1 38'400 
1 38'371 
1 39'823 
1'40"128 
1'39"477 
P 208"782 
1'39"626 
1 36"335 
1 36"361 
1 36'179 
1 36'517 
1 36'709 
1 36"633 
1 36"462 
1 36'540 
1 36"371 
1'36"080 
1 36"455 
2360572 
1 36'613 
1 36"398 
1 36'754 
1 36'777 
1 36'729 
1 36'639 
1'36"990 
1 37"130 
1 36"880 
1 36'884 
1 36"741 
1 36"817 
1 37"073 
1 36"911 
1 37"209 
1 37"030 
1 36"983 
1 36'866 
1 37"096 
1 37"713 
1.37"537 
137"847 
1 37"759 
1 37"620 


1'45"455 
1 37"301 
1 37"026 
1 36'845 
1 36'657 
137"000 
1 37"154 
137"150 
1 36'509 
1 36'658 
1 37"155 
1 36'707 
1 35"779 
1 35"732 
1'35"575 
1 35"643 
P 207"058 
P 212"639 
1.41"152 
1 36'386 
1 37"055 
1 36"305 
1 36"472 
1 36'549 
1 36"317 
1' 36'775 
1 36'563 
1 36'536 
1 36"428 
1 36"692 
964595 
1 36'673 
1 36'584 
1 36'954 
1 36"976 
1 37"048 
1 36'923 
1 36"911 
1 36'732 
1 36'764 
1 36'885 
1 37"051 
137"114 
1 36'880 
1 36"965 
1 37"182 
1 37"490 
137"617 
1 37"797 
1 37"754 
1 37'850 


UOMO SUNOCO 


TEAM LEMANS 


TOYOTA TOYOTA 


1 47”581 
1 39"273 
1 37"224 
1 37"668 
1 37"249 
1 37"212 
37399 
1 37"169 
1 36'870 
1 36'667 
1 36"721 
1 36"598 
1 36"872 
1 37"218 
1 37"377 
1 37"007 
遇 97 191 
1 37"051 
P 207"883 
P 212"364 
1 40"791 
l35999 
SG067 
1 36"403 
1'36"042 
1'35"877 
1 36'198 
1 36"326 
1 36"128 
1 36"524 
1 36"227 
1 36'249 
1 36"428 
1 36"517 
1'36"498 
US6573 
1 36"463 
1 36"485 
1 36"635 
1 36"468 
1 36'545 
1 36"435 
1 36'304 
360178 
1 36'368 
1 36'897 
1 37"226 
1 37"429 
1 37"426 
1 36'937 
1 37 398 


実際 は ピッ トイ ン 後 に ミディ アム タイ ヤ へ 交換 し て コン トロ ー ル ライ ン を 通 


UOMO SUNOCO 
TEAM LEMANS 


P 214"180 
1 39"756 
1'35"282 
1 35"531 
1 35'686 
1 36'251 
1 36"141 
1 36'380 
1 36"275 
1 36'262 
1 39'521 
1 37”530 
1 36'703 
1 36'465 
1 37"167 
1 36"668 
1 36"667 
1 36'765 
1 36'529 
1 37"069 
1 36'379 
1 36'630 
1 36'783 
1 36'545 
1 36'250 
1 36'510 
P 217"752 
1 40"667 
1 36"132 
1 36"468 
1 35'954 
1 36'024 
1 36"039 
1 36'589 
1.36'167 
1 36"309 
1 36'140 
1 36'509 
1 36'727 
1 36'526 
1 37"027 
1 37"032 
1 36'988 
1 36'992 
1 37"136 
1 37"090 
1 37"361 
1 37"466 
1 37"746 
1 37"883 
1 38'768 


KONDO RACING | TEAMMUGEN 


TOYOTA 


HONDA 


1'47"798 
1 39"334 
1 37"379 
1 36'857 
1 37"029 
1 37"358 
1 37"415 
1 37"034 
1 36'797 
1 36"771 
1 36"574 
1 36'649 
1 36'943 
1 37"067 
1 37"592 
1 36"917 
1 37"306 
137"167 
1 37 "399 
P 208"999 
P 214"459 
1 39"877 
1'35"539 
1 35"615 
1 36"544 
1 35'763 
1 35"993 
1'36"018 
1 35"966 
1 36"079 
1 36"204 
1 36'"358 
1 36"463 
364SiN9 
1'36'548 
1 36"441 
1 36"457 
1 36"425 
1 36"453 
1 36'596 
1 36"497 
1 36'349 
1 36'363 
1 36'591 
1 36"043 
1 36"543 
1.37"017 
1 37”257 
1 37"882 
1 36'969 
1 37"843 


過 し 、 チ ェ ッ カー を 受け て いる 。 


P 215'210 
1 39"475 
1'35"631 
3528 
1 35"715 
1 36'255 
1 36"211 
M36.525 
1 36'285 
1'36'219 
1 41"304 
1' 37"048 
1 36"721 
1 36"741 
1 36"733 
1 36'991 
1 36'988 
1 37”572 
1 36"919 
1 36'702 
1'36"635 
1 36'705 
1 36"961 
1 37"163 
1 36"703 
P 214'189 
1 38'704 
1' 36'585 
1'36"659 
1 36"576 
1 36'289 
1 36"249 
1 36"324 
1 36'"777 
136'550 
1 36"748 
1 36"472 
1 36"372 
1 36"698 
1 36"733 
1 36"544 
1 36'594 
1'36"473 
1 36"997 
1 36"905 
1 37"119 
1 37"135 
1 37"714 
1 38"404 
1 39"036 
1 38"229 


ITOCHU ENEX 


TEAM IMPUL 


TOYOTA TOYOTA 


1'45"455 
1 38"860 
MS37458 
1 37"093 
1 36"834 
1 37"091 
1 37"456 
137'106 
1'36'743 
1 36'266 
1 36'536 
1 36'664 
叩 37.125 
1 37'194 
1 37"091 
1 37"276 
Silll 
1 37"211 
1 37"182 
1'36"968 
1 37'134 
1 37"388 
1 36'940 
1 36"944 
1 37"085 
P 211'249 
1 40'831 
42 
1.37"584 
1.37"428 
37910 
1 37"663 
1 37'104 
1 37"334 
1 36'875 
1'37"522 
1 37"193 
1 36'769 
1 36'961 
1 37"095 
37Z6 
1 36"944 
1'35"926 
ISEASIENA 
1 36'206 
1 36"334 
1 36"579 
1 36"457 
36.125 
1 36"224 
P 203'948 


VANTELIN 
TEAM TOM'S 


1.47"014 
1 38"577 
1 37"424 
1 37"054 
1 37"132 
1 37"621 
P 209"558 
1'42"815 
1.37"450 
1 37"888 
1 38'304 
138"214 
1.37"948 
1 38"234 
1 39"058 
1'39"110 
P 211"155 
1 40"320 
1 36"145 
1 36'055 
1 36"177 
1 36"434 
1 36"589 
1 36'"328 
1 36'662 
1 36'826 
1 37"293 
6YNsiss 
1 37"086 
137'117 
1 36"990 
1 37"386 
1 37"466 
1 37"934 
1 37"725 
1 37"286 
1 37"032 
1 36"094 
衝 36403 
1 35'828 
1 35'998 
1'35"394 
1 35'528 
1 35'610 
1 36'686 
1 36'320 
1' 36'845 
1 36"927 
1 36"226 
1 35"807 
1 35"851 


JMS PMU/ 
CERUMO・INGING 


TOYOTA 


REAL RACING 


HONDA 


B-Max Racing 


with motopark 
HONDA 


1'46'676 
1 38"368 
1 37”541 
1 37"081 
1 37"136 
1 37"206 
1 37 398 
1 36'810 
P 208'221 
1 40'695 
1'36"101 
1 36'215 
1 36"427 
1 37"225 
1'37"042 
1 37"008 
1 37"253 
137"130 
1 37"039 
1 36"809 
1 36'762 
1 36'850 
1 36'835 
1 36"744 
1 36"736 
MS7II9 
1 37"175 
1 37"138 
1 37"044 
137'147 
1 37"189 
1 37"057 
1 37"240 
1 37"139 
1 37"382 
1 37"207 
137"374 
1 37"306 
P 206'"824 
1'41"645 
1 37'838 
1'.37"811 
1'37"829 
1 38"046 
1 38"154 
1 37"868 
1'38"234 
1 39'238 
1 38"592 
1 38'208 
1 38'600 


1'47"288 
1 39"005 
137"159 
1 37"348 
1 37"218 
1 37"210 
1 37"561 
1 36'"992 
1 36"751 
1 36'576 
1 36"411 
1 36'946 
1 37"049 
1 37"191 
1 37"168 
1 37"226 
1 37"204 
137"304 
1 37"125 
P 209"975 
1 39'964 
1'35"772 
1 35'910 
1 36"273 
1 36"020 
| 隊 13 人 6161 
1 36'976 
1 37"159 
1 37"197 
137'104 
1 37"224 
1 37 “383 
1 37”099 
137"370 
1 .37"346 
187 すり 
137"171 
137"017 
P 209"313 
1.41"858 
1.37"772 
1'37"641 
1 37'500 
1 38'320 
1 37"875 
1 39"078 
1'38"251 
1 38"356 
138"169 
1'38"279 
1'38"276 


P 215"902 
1' 40"404 
US6587 

1'35"765 
1 36'296 
1 36'532 

P 207'298 
1 39"693 
IS5 63 
1 37"254 
1 37"179 
1 37"405 
1 37"186 
MS7857 
613M2S19 
1 37"831 
RSSS 
1 37"254 
1 37"752 
ISDSYAI 
1 37"435 
1 37"687 
70662 
1 38"107 
1 39"338 
1 38"262 
1 37"988 
1' 39"428 
1 37"699 
137"816 
137"704 
1 37'805 
1' 37"742 
1 41"898 
1 38'"883 
1 38"270 
1 37"946 
1 37"486 
1 37"498 
1 37'855 
1 37"603 
MS79399 
1 37"651 
1 37"869 
1 37"834 
1 37"634 
1 38"090 
1 38"022 
137"707 
137"530 
1 38"471 


TCS NAKAJIMA 
RACING 


HONDA 


1 49'095 
1 40'633 
1 39"536 
1'38"773 
1 38'872 
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デー タ で 読み 解く 


ulFUdi 
JIMILE 


GT1500 編 


| 3 車 の 本 当 の 実力 セク ター ベス ト を つない だ ら 見 を で きた 
予選 量 速 ドラ イ バ ー 。 じつは Q 1 敗退 し た あの ドラ イ バ ー 
深 隊 屋 聞 ドラ イ バ 0 見 事 な 仕 事 ぶり が ー 目 本 


上 WW で +mwchm し て ク カ っ た の 


ウイ ング 角 還 リヤ ウイ ング が 一 番 立 つて いる マシ ン は …… 
アウト ラッ プ 最 速 ドラ イ バ ー | あの 男 は いき な り 速 い 


スー パーGT は シリ ー ズ 中 盤 に な る と 

速い マシ ン は ウエ イト を 積み 、 燃 リ ス を 絞ら れ て 中 団 に 埋もれ て いく 
その た め 本 当 に 速い マシ ン 、 ド ライ バー が ぼや け て いく 

長 場 の レー ス に な れ ば ピッ ト 回 数 も 多く 、 さら に それ が 助長 され る 
そこ で 第 5 戦 富 士 の さま ざま な デー タ を 元 に 

最速 マン シン や 最速 ドラ イ バ ー を 明らか に し て みた 


Text : 角田 五 十 四 (Isoshi Sumida ノ 本 誌 ) 


Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
石橋 道 尚 (Michinao Ishibashi) / 三 橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) ノン 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 


小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) ノ 高 藤 昌 洋 (Masahiro Takato/ 本 誌 ) 


GT-R の 相性 の 良さ は 相 変 わ ら す 。 
NSX が 苦手 を 克服 し つつ ある ? 


マシ ン の 性 能 比較 の 手法 と し て 常識 化し て いる の は 、 予選 の セク ター ベス ト を 号車 問わ 
ず 繋 げ て みる こと だ 。 タ イヤ の 温まり を 含め て その パッ ケー ジ で の 最大 限 の 性 能 が 読め る 。 
その 結果 、 直 線 主体 の セク ター 1 は LC500 が 優勢 で 、 高 速 コ ー ナ ー が メイ ン の セク ター 
2 で は GT-R が 速く 、 低 速 テ クニ カル 区 間 の セク ター3 は GT-R が 最速 と な っ た 。 セ クタ 
ー ベ スト を つない だ トー タル タイ ム は 、GT-R、LC500、NSX の 順 だ 。5 月 開催 の 第 2 
戦時 は セク ター 1 と 2 で NSX が 最速 で 、 セ クタ ー3 は GT-R だ っ た 。 ま た 、 トー タル で は 
最速 1| 26'"804 の GT-R に 対し 、 最 も 遅い NSX は 1'27"258 で 、 そ の 差 は 0.454。 今回 は 
各 車 の 順位 は その まま だ が 、 そ の 差 は 0.327 に 縮まっ た 。 一 見 、NSX が GT-R と の 差 を 詰 
め て いる よう に も 見 える が 、GT-R は ウエ イト を 充分 積ん だ 2 台 が タイ ム を 出し 、 な お か om 
つ エ ンジ ン は 2 基 目 を 入れ て いな いた め 、NSX が 速く な っ た と は 言い 難い 。 シン の 


GT-R と 富士 と の 相性 の 良さ は 相変わらず で 、 Total Time 
これ は 現行 マシ ン と な っ た 14 年 以降 不動 で あ 
る 。 今回 も 4 台中 3 人 台 が Q2 に 進出 し た 。 その 51-R 1'28 "400 


速 さ の 秘密 は セク ター3 に あり 、 逆 に NSX は 
この 区 間 が 遅い 。 


' LC500 イヤ 28"598 
ー で 、 NSX ヤ 28"727 


ーーーー- 


ー プ "4y 本 三 と す 』 mm 、/ ーー 


こっ ーー も we 本 Ne 了 と っ ay Ss 


J プ CC の G-SHnCK デ = 


TAMADIC 


SS6t 四 
本 ーーー AIHO SB8PUIE6 


る ni *『 ど が 戸 と WP 


S.( の sakg/ 24 


ワ エ イト 燃 リ ス を 考慮 すれ ば 、 ヤ マ ケ ン 最速 ! 


Q1 


1 入 ag 


25 


Pos N Driver WH 燃 リ ス Time Pos No Driver Time 
1 23 松田 次 生 49 1'28"904 1 6 山下 健太 1'27 "932 
の 3 。 フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ 32 1'28 "942 2 37 平川 克 1'28 "237 
3 19 坪井 閉 35 1'29"034 3 23 松田 次 生 1'28"267 
4 38 石浦 宏明 44 1 1429"282 4 38 石浦 宏明 1'28 "340 
5 64 野 任 袖 5 1'29"287 5 3 。 フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ 1'28"526 
6 36 中 嶋 一 貴 48 1'29"342 6 19 坪井 翔 1'28"579 
7 24 高 星 明 誠 28 1'29"'381 員 7 36 中 嶋 一 中 1'28 "718 
8 17 。 ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト 12 1'29"409 8 24 高 星 明 誠 1'29"017 
9 16 中 嶋 大 祐 4 1'29"422 2 。 1 山本 商 叶 1'29"142 
10 。 1 山本 沿 貴 22 1'29"428 10 64 才 野 任 祐 1'29"222 
人 6 山下 健太 36 2 。 4'29"582 11 17 。 ベルト ラン ・ バ ゲッ ト 1'29"253 
12 12 佐々 木 大 樹 19 1'29'"750 12 39 中 山 雄 一 1'29"260 
13 39 中 山 雄一 40 1'29'"780 13 16 中 嶋 大 祐 1'29"370 
14 37 平川 亮 34 2 。 和 129"861 14 12 佐々 木 大 樹 1'29"503 
15 。 8 伊沢 40 1'30"162 15 8 伊沢 29"642 
Q2 アク チ 
Pos No Driver WH 燃 リ ス Time Pos No Driver Time 
1 23 ロニー・ ク イン タレ ッ リ 49 1'28"519 1 23 。 ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ 1'27 "882 
2 3 平手 晃平 32 1'28 "649 2 38 立川 和 路 1'28"214 
3 19 国 本 序 次 35 1'28"845 2 3 3 平手 晃平 1'28"233 
4 38 立川 袖 路 44 1 4'29"156 4 19 国 本 雄 次 1'28"390 
5 36 関口 雄飛 48 1'29"293 5 36 関口 雄飛 1'28"669 
6 24 ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー 28 1 '29 "335 6 24 ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー 14'28"'971 
7 64 。 ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン 5 14 31”"673 7 64 。 ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン 141'31"608 
8 17 塚越 広大 12 ー 8 17 塚越 広大 ー 
| も し も 全車 ノー ウエ イト だ っ た ら | |「 も し も 全車 燃 リ ス が 絞ら 車 と も ウエ イト 10kg に つき 0.13 秒 、 燃 リス 1 ラン ク に つき 0.37 


れ て いな か っ た ら 」 第 5 戦 の 予選 結果 は どう な っ て いた の だ ろう 
か 。 そ の 仮想 順位 を まとめ た の が 右上 の 表 だ (上 左 が 現実 の リザ 
ルト で 、 欄 中 の WH は 実際 に 搭載 する 分 )。GT500 マ シン は ウエ 
イト エフ ェクト が ある 程度 決ま っ て いる が 、 本 誌 で 集め た その 情 
報 を 元 に 、 や や 乱暴 で は ある が 3 メー カー で 同じ 数 値 と し て 計算 
し て みた 。 実際 に は その 数 値 は 車種 ご と に 違う の だ が 、 あ えて 3 


が 衣 ///)7/727/4 


で は トッ プク ラス | と 語る 関係 者 も いる 。 速 
さだ け で な く 器 用 さも 持ち 、 相 棒 の 好み の セ 
ッ ト に 順応 で きる 。 ま た 決勝 で の 競り 合い に 
も 強く 、 チ ー ム に と っ て も 頼も し い 存 在 だ 。 


秒 ダ ウン と し た 。 こ の 係数 を 当て は め て みる と 、 な ん と Q1 沙 ち 
し た 山下 健太 の 速 さ が 浮か が び 上 が っ て きた 。 タ イム 自体 は Q2 ト 
ッ プ の ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ の 方 が 上 だ が 、Q2 の 路面 は 総 じ 
て グリ ッ プ が 高く な る 傾向 に ある の で 、 山 下 は PP と 同等 の 速 さ 
が あっ た こと が 分 か る 。 ま た 、Q1. ブ ー ビ ピー の 平川 京 あ 25 上 の 
っ か り 仕 事 を し て いた こと が 判明 し た 。 


し 
ウエ イト は 加減 速 と 旋回 スピ ー ド に 影響 びあ る 。 ま た タイ ヤ へ の 負担 
中 シ グラ ン で は 確実 に きく 。 
[ヤマ ケン は 、 今 の レク サス ドラ イ バ ー の な か Wo デ デ 


7 


462///// の 


ドラ イ バ ー の 仕事 は 、 与 えら れ た ステ ィ ン ト を トー タル で 速く 走る こと だ 。 レス の の つら と 


1 ラッ プ だ け 最 速 で も 意味 は な い 。 そ こ で 各 ス ティ ント ご と の 平均 ラッ プ を グ の タイ ミン グ の 絶妙 さ に ある が 、。 あ の と き a 
SO \ PS 2 が は その 直前 を 走 う て お り 、 au も また ピッ トイ 
ラフ 化 | の x ぐ 20 だ スタ ー ト 担当 は ピッ ト ア ウ ワ ト が な く 、 最終 ステ ィ レン ト 担当 は ン あろ 拉 定 だ うた 。 つま り 接 人 が な けれ 居 au 
対 ワ コー ヌ の 対決 に な る は ず だ 邦 た 。 


ビ E ビ yyW ド 人 0 ジン が な WO の で で が べ で ンジ 4 た ドラ ッ ピ は 除 の Vn ま だ S6 ラ 
ン 中 の タイ ム も 除外 し 、 純 粋 な し レーシ ング スピ ー ド で の 平均 を 出し た 。 

な お 、 ス ター ト 時 は 予選 使用 タイ ヤ 義 務 付 け で 必ず し も コン ディ ショ ン に 合 
致し た も の で は な か っ た りす る の で 、 第 1 ステ ィ ン ト 担当 は ペー ス は 遅く な り 
が ち 。 ま た 、 バ トル 時 も ペー ス が 落ち や すい 。 

そん な な か 、 ウ ェ ッ ズ ス ポー ツ LC500 の 坪井 翔 の 速 さ が 光る 。 ス ティ ント 
を 細か く 刻 む 戦 略 の せい も ある と は 言え 、 レ クサ ス 勢 の な か で も ほぼ トッ プ だ 。 
最終 的 な リザ ルト は 9 位 だ が 、 仕 事 は 充分 に 果たし た と 言え る だ ろう 。 ホ ンダ 
で は ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト (第 4 ステ ィ ン ト )、 牧 野 任 祐 (第 1 ステ ィ ン ト ) が 、 
軽 さ も ある が 健闘 し て いる 。 ケ ー ヒ ン NSX は 、 ピ ッ ト ス ター ト で な けれ ば 、 
お そら く レ イブ リッ ク NSX より 
前 で ゴー ル し て いた と 思わ れる 。 
ニッ サン は ロニ ー・ ク イン タレ ッ 
リ が さす が の 走り を 見 せ た 。 


坪井 の GT500 初 ドラ イブ は 、 昨 年 第 2 戦 富 士 で 
の スポ ッ ト 参 戦 。 そ の と き は 周囲 の 心配 を よそ 
に トッ プ を 快走 し て みせ 、 今 季 の レギ ュ ラ ー シ 
ー ト に つなげ て いる 。 そ の 非凡 さ は 、 今 回 の レ 
一 ス で も 発揮 され て いた 。 = 


誠 の 2722|/27/2 NO. 
NN / 210C ョ 02 2 
餅 Bs / が 
や の sz 山下 健太 [M] 
ご 及 ※ コ ン パ ウン ド は タイ ヤメ ー カ ー 
実質 ウエ イト ハン デ 申告 の 表記 
燃料 リス トリ クタ ー 


ステ ィ ン ト 毎 の 平均 タイ ム 比 較 
L EXUS SC SC Average Time 


: 132"5 


ニッ ク ・ キ ャ シディ [H] 


坪井 翔 [M] 1 | 
1 坪井 翔 IM] 
: 中 嶋 一 貴 [M] 坪井 翔 [MH] : 3 ー 
: 山下 健太 [H] 
: 平 川 亮 [M] - 宇 ニッ ク ー キ ヤセ ジ デ ィ [M] EEM 
立川 裕 路 [M] 上 上 | ーー 
4471 ae 石浦 宏明 [H] 則 時 1 =ーー 内 季 [H] 
て の se2 山下 健太 。[H] こ EE 時 : : 
9%9/ 中 嶋 一 引 IM] 大 際 和 也 則 ] - 国 本 序 資 [M] 是 
坪井 翔 [MH] 
関口 雄飛 [M] 6 1 1 1 
: SE EE : 
5 ベイ キー・ コ パラ イネ ン [M] 中 山 雄一 [H] 
39) >V、、、、、、、、 、 、 、 、 、 Co SR っ ER H : ? 5 。 用 
2) ニッ ク ・ キ ャ シディ [H] 1 - 男 
トリ イル 4 レレ LLkK〈⑮TEH TKCT LLLLL_LLL II HL ー = H * 1 
> 5 ロ : 5 133"5 


: 山 下 健太 【H] ョ ーー | 


: 平 川 亮 [H] 
ーー ニーー ニ ーー ーー ニー ペタ ニー ニニ ニニ ーーー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニーー- ーーー/ 日 
ーーーーーーーーーーーーーーー 国 本 雄 資 [MH ] : 回 #36 一 中 と バト ル を 展開 し た た め 、 お 互い に 本 来 は も っ と ペー ス が 良かっ た 可能 性 : 
ーー あり 、 較 タイ ヤ の スペ ッ ク を H に 替え 、 コ ン デ ィ シ ョ ン に マッ チ 。 レク サス 勢 最速 ママ ! _ | 
『 請 ' シン の 仕上 が り は 良く 、 ク ラッ シュ が な けれ ば #36 と と も に 上 位 争い が で きた は ず 
第 2 ステ ィ ン ト の 平川 が ピッ ト 前 に SC に つか まっ て し まう と いう アン ラッ キー。 そ の  : 
調整 の た め に キャ ン デ ィ は 少な い 給 油 で の ショ ー ト ステ ィ ン ト に 。 そ の 分 ペー ス も 速 : 一 - 
く な っ た 剛 2 回 目 の SC 以 降 大 き な マ ー ジ ン を 得 た の で 、 リ スク を 侵さ な い 走 り に : 
徹し た こと が 伺え る ao 


Start 50 100 150 175 


Laps 


26 


2/ 


フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ [M] 
32/- 


ステ ィ ン ト 毎 の 平均 タイ ム 比 較 


HONDA 


一 松田 次 生 [M] 
: 高 星 明 誠 [H] 


ニーーーーーーーーーー-ーーー-ーーーーmーmーnーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー す サー の 


ミミ ジェ ー ム ス ・ ロ シタ ー [H] 


ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー [H] 上 
の ニニ ーーーーー ニ ーーーーーーー 上 ー ォ テ プー 深 5 
BS 佐々 木 大 樹 [H] : 

12) 19/- 


ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー [H] 


A 和 T 
sc 5 okm MM 
トニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ペタ クニ ーーーーーーー- つの ュ ワ ー ゴ 
回 秒 野 の ペー ス が ホン ダ 勢 最速 。7 番手 スタ ー ト か ら 4 台 抜き を 演じ る 。 カ ー テ ィ ケ ま 1 
ヤン の ペー ス が 良けれ ば 、 好 結果 が 期待 で きた 軸 28 周 と いう ショ ー ト ステ ィ ン ト だ 
け あ っ て ハイ ペー ス 。 全 ド ライ バー 中 最速 。 NSX の な か で ケー ヒン は も っ と も 調子 が エー 
良く 、2 位 の レイ ブリ ッ ク よ り も 3 ステ ィ ン ト で 上 回 っ て お り 、 ピ ッ ト ス ター ト が と 
に か く 残 念 回 #23 ロ ニー と バト ル 。 単独 走行 な ら も う 少 し ペー ス は 良かっ た は ず 
回 NSX は 他 車 に 比べ て ウエ イト 感度 が 大 きい の か 、 陣 営 中 も っ と も 重い #8 は 総じて を 
タイ ム が 悪かっ た 
蘭 ジェ ン シ ン ・ バ トン 四 ] ーー 
: 山本 尚 貴 IM M 
塚越 広大 [M] 
5/- 牧野 任 祐 [M] 133'0 
16) 4/- 直 藤 英紀 [M] 5 ベル トラ ン ・ バ ケッ ト [H] 刈 : : 
3 : - 山 本 尚 貴 [H] 馬 ーーー 
塚越 広大 [H] 
BS 越 広大 [HH に ーーーー テ ーー ュー 
12/- レーーーーーーーー 一 牧野 任 袖 [M] 作野 仁 入 「M] : 
1 武藤 英紀 [M] | 
Da- 時 還 中 ドーーー レ ーー ーー トー | 本 本 議 
3 : 中 嶋 大 祐 -[MH] 手 本 
BS 8 3 ジェ ン ソ ン ・ バ トン [H] EE 
/n/ 全 拓 [H] 末 
3 野尻 智紀 [H] 5 
1: - 伊沢 拓也 [M] : 
ぃ コ : 本 
|  : 野 把 智 紀 -H] ーー 
中 嶋 大 祐 [M] * 伊沢 拓也 [HI] 
武藤 英紀 IMH] 
し P じ ゆ の 1 改 野 任 柱 [M] ーー 
MR ミナ レイ ン ・ カ ー テ ィ ケ ヤ ン [M] GE 1 
Start 50 100 : 150 175 
Laps : : ーー 
N ISSAN ステ ィ ン ト 毎 の 平均 タイ ム 比 較 
SC SC 0 Time 
ee 5 132"5 
フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ [S] 提 
松田 次 生 [M] ーー 
り ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ [M] 『 Em 本 還 
⑫3 ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ [M] 平手 晃平 [M] M ーーーーーーーーーーーーーー… - 1 
ん 3 佐々木 大 樹 ーーー ド = 
ピー ・ ク イン タレ ッ リ [3] 30 


ジェ ー ム ス ・ ロ シタ ー [H] 


佐々 木 大 樹 [H] 


フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ [M] W 


回 PP スタ ー ト で クリ ー ン エア の な か 眉 調 に 飛ば す 語 #23 次 生 を 抜い て トッ プ に 
ダン ロッ プ コ ー ナ ー で 訪れ た 路面 に 乗っ て や や オー バー ラン 。 その すき に #G3 平 手 に 先 


Start 50 
Laps 


ーーー ーーーーーーーーーーーー 行 を 許す 圏 火 災 発 生 で スト レー ト に マシ ン を 止め る 。 2 回 目 の SC に 回 他 車 と 接 ! -- 
触 。 常 に #23 と 同 レベ ル の 速 さ を 見 せ て いた だ け に 残念 。 終盤 は ブレ ー キ トラ ブル で 
リタ イア 扇 #1 山 本 と バト ル 。 単独 走行 な ら も うす こし タイ ム は 良かっ た か も 


平手 晃平 [M] ! ET340_ 
100 150 175 


直線 伸び ドラ ッ ク が 少な く 、 エ ンド で 伸び る の は LC500 


スト レー トス ピー ド 
Pos Machine 中 間 速 度 


9 17 KEIHIN NSX-GT 


4 23 MOTUL AUTECH GT-R 


2 カル ジョ ッ ク |IMEUI 民 


に o/ 


64 Modulo Epson NSX-GT 


24 リア ライ ズ コ ー ポ レー ショ ン ADVAN GT-R 


ー ぶ 
〇 つ 


富士 は スト レー トス ピー ド が ひと つの カギ と な る が 、 直 線 の 途中 か ら エ ン 
ド ま で の 「 伸 び ] も 大 事 な 要 素 だ 。 伸 び が 大 きい マシ ン は ドラ ッ グ が 少な か 
5 た り 、 エン ジン が 高田 力 だ っ た り 、 ま た レー キ 角 も 後ろ る 下がり の セッ ト だ 
っ た り と 、 さ ま ざ ま な 要素 が 絡ん で くる 。 

今回 か ら LC500、NSX が エン ジン 2 基 目 を 投入 し た た め 優位 に 立つ と 思 1 ーー ei 
われ た が 、 若干 その 予想 と は ズレ る 結果 と な っ た 。 と いう の も 、 促 び 、 高生 ET、 押 
速 と も に トッ プ の au LC500 は 1 基 目 の 仕様 だ か ら だ 。 第 2 戦 で ブロ ー し た も の (と も に 予選 時 の も の )。 採用 し た の 
た め 第 3 戦 で 2 基 目 を 投入 し 、 今 回 3 基 目 は 搭載 せ ず その まま 使用 し て いる 生じ タイ ミン グ で は か い NR 
の だ 。 つ まり 、 エ ンジ ン 面 より も 空力 や セッ ト の 影響 で 速度 が 乗っ た と 考え [狙っ た わけ で は な い | が 、 い つも 直 株 が 
られ る 。 車種 別 で 見 れ ば 、 中 間 ま で は NSX が 速い が 、 や が て 頭打ち と な り 、 速い マシ ン は ある 。 今季 の NSX で 言え ば 、 


っ TI、 _ ケー ヒン が それ に あたる 。 気温 が 高い 第 
エン ド で ライ バル に 追い つか れる と いう 印象 だ 。 レ クサ ス は 、ZENT、 ワ コ ら 戦 は エン ジン パワ ー が 出 な いこ と も あ 


ー ズ 、 キ ー パ ー が 燃 リ ス ダ ウ ン な の で 、 本 来 は も っ と 上 位 に くる は ず 。 り 、 第 2 戦時 より も 失速 する 傾向 だ 。 ーーー 
人 7/ 人 7772// 
Ao027857 が 
な mL 
ウイ ング 角 ー 番 立つ て いる の は 今年 も NSX 
決勝 直前 の グリ ッ ド 上 で 、 リ ヤ ウ イ ング の 角度 _ 
四 還 gm だ どの 右 の よう に な っ た (上 リヤ ウイ ング 角 
に いく ほど 角度 が つい て いる )。 本 誌 で は 昨年 5 
月 開催 の 第 2 戦 で も 計測 し て いる が 、 そ の と きも 5 
NSX、LC500、GT-R の 順に 立っ て お り 、 そ の 馬 5 (8)⑰(《⑯9 
傾向 は 続い て いる 。 同 じ 車 種 同士 で は ほ ば 近い 位 2 補 
置 に いる の だ が 、 そ の な か で も ヨコ ハマ 装着 車 は 22。 ① 
タイ ヤ が 原因 な の か 、 主 流派 と は 少し 違う ポジ シ 21  . ぎ 
ョ ン の よう 。 な お 、 ウ イン グ 角 は 、 レ ー キ 角 や 足 20… 
の 硬 さ 、 さ ら に は タイ ヤ の た わ み な ど に も 関係 す 49 
る の で 、 そ れ だ け で すべ て を 語れ る わけ で は な く 、 18 … 
隊 硬 552 が 5 エン ジン は ハイ パワ ー」| と は 言 科 。 全 
えな い 。 そ れ で も 「 一 番 出力 が 出 て いる の は 本 ①) LC500 
NSX」| と 嘱 か れ て いる が 。 15 
_。 トー @⑯@@@@ 
13…、 
12 1 


5 シク ステー は 共通 パー ソン な の で 3 車 同じ ウイン 
グ 前 端 を 支点 に し て 、 後 方 の 高 さ を 上 下さ せる こと で 角度 の 
変更 が 可能 だ 。 目 盛り は 25 刻 み と な っ て いる 。 
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4 アァ 4 アル ル ア 4 


最速 ドラ イ バ ー 


Driver 


| 自信 あり | の キャ シディ が 安定 し て 速い 


Tyre 


Tyre Spec 


1 17  B. バ ゲッ ト H 
2 37 。N. キ ャ シディ M 
3 16 中 嶋 大 袖 倫 v 
4 37  N. キ ャ シディ H 
5 23  R. ク イン タレ ッ リ MI] S 
6 19 国 本 雄 資 yh) M 
7 19 国 本 雄 資 yYH】 MH 
8 8 伊沢 拓也 M 
9 12 佐々 木 大 樹 H 
10 19 坪井 翔 yYHj MH 
11 1 山本 商 貴 M 
12 1 J. バ トン H 
13 38 石浦 宏明 H 
14 19 挟 井 閉 Q v 
15 8 野尻 智紀 H 
16 64 牧野 任 祐 DL M 
17 8 野尻 智紀 H 
18 19 坪井 翔 (yh) MH 
19 。 23  R. ク イン タレ ッ リ 人 の M 
20 8 伊沢 拓也 H 


左 の 表 は アウ トラ ッ プ の 速い 順に 上 位 20 位 まで を まとめ た も の 。 ア ウト ラッ プ は タイ 
ヤ の グリ ッ プ が 低い 状態 で 、 か つ 体 も 戦闘 モー ド で は な いと ころ か らい き な り 全開 に する 
の で 、 ド ライ バー の スキ ル が 問わ れる 有 瞬間 だ 。 た だ し ピッ ト 停 止 時 間 も 含 む も の な の で 、 
厳密 に は ドラ イ バ ー だ け の 能力 で は な い 。 ま た 、 タ イヤ の 特性 や 他 車 が 近く に いる か 否 か 
の 運 、 さ ら に は ライ バル と の 駆け 引き 上 、 あ えて 給油 時 間 を 削る な ど 戦 略 面 も 絡む 。 

ウエ イト が 軽い マシ ン が 有利 な な か 、 特 筆 す べき は ニッ ク ・ キ ャ シディ の 速 さ だ ろう 。 
弟 3、 ら スティン ト で 異な る スペ ッ ク で 上 位 タ イム を マー ク し て いる 。 燃 リス 2 ラン クダ 
ウン で この タイ ム は お 見 事 。 ま た 、 タ イヤ メー カー 別 で は 、 こ れ ま で 温まり は BS が 苦手 
と する 分 野 だ っ た が 、 こ の 結果 を 見 る 限り で は 課題 は 克服 され て いる よう に も 見 える 。 ヨ 
コ ハ マ は ショ ー ト ステ ィ ン ト で つなぐ 戦略 の た め 、 ウ ォ ー ム アッ プ 性 能 は 未知 数 。 


月 ///////27772 


rvD マ ヤー 
D の 。 


第 3 戦 鈴鹿 で 、 キ ャ シディ は 「 ア ウト ラッ プ で の タイ ヤ の 温め に 自信 が ある 。 後半 を や ら せ て くれ | と チー ム 
に 進言 し た と いう 。 今回 の 結果 は 、 そ れ を 裏付け る も の と な っ た 。 


あの 高士 で 速かっ た の は 、 ワ コー ズ だ け で は な く 


500 マ イル の 随所 に 隠れ た 仕事 人 が いた 


いい 


が 衣 //CJ7/72y/ 


語 


31300 河 


読み 解く 
は され な い 


"中 間 加速 "が 決め 手 な の だ と 聞く 


表 と 裏 、 ど ちら の 番長 が 真 の 富士 最強 マン ン な の か 


2 


トー 


ラー 


発表 され る 最高 速 を 見 て 


[| 〇 〇 〇 km/h ロ オーバ ー、 すご いと 盛り 上 が る 


藤 昌 洋 (Masahiro Takato ノ 本 誌 ) 


橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 


勝る マシ ン が 有利 と され て いる 


れ ま で に ポー ルポ ジン ショ ン と 優勝 を つか ん で きた 多く が 


同 


ーー 
トー 


速 ( 
Text : 


ーーー 


ェ F プ 
「 戸 ] 


1 三 ! 


約 1.4km の 長い スト レー ト を 持つ 富士 で は 
取 


直線 番長 で あり 、 公式 ( 
し か し 、 イマ ドキ の GT300 は 公 ( 


= 
て 一 
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と 人 4 


実 5 
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(の 2 


216 218 220 222 224 226 228 230 232 234 236 238 240 242 24 246 248 250 2 
届出 ANJUT AU JUN に 0 AU NN 3U AU MW IMU 


NO. Car Model 中 間 速 度 (平均 ) 
360 RUNUPRVAUX6ER 。 | NSSAN6I-RNSMOGG 症 還 I 玉 ドド ドド 上 [|2271ktwmh 。 訓 加 証 古 還 還 上 上 I 旧 還 還 還 
ー」 56 リア ライ ス 日 動車 学校 6-R ” NISSANGI-RNMSMOGT3 症 還 謙 誠 訪 訪 記 lZ255KmII 計 款 款 款 未 未 示 
-」 34 MaduloKENWOODNSXGT3  " Hama エー 
_52 埼 ト ヨ ベ ッ ト 68 マ - ク 2XME  。 1OVOAMARKAC 還 加 IZ25km 有 li 
員 10 GAINER WCWkseTT  WG9WeFHN9WO5G 計 証 97 
、 48 植毛 60&FUN6T-R _ NGSSANGLRNSMOG 開 還 誠 詞 le 2240kWmh 。 
。 30 TOYOTABI 6R \SPORTP PRUSPHV gm 6 。 TO0YOA6R 6R SPORT TPRIUS PHV_ 、 還 還 還 還 還 還 [7 1 223. 7km h 王 還 
_ 呈 ARANSX63 。 HmdaNSX69 目 加 議 衣 記 記 ーー デー 。 。 一 誠 記 太 請 還 還 還 還 還 語 
で 25 HOPPY6MCE nm パ us 軒 還 還 吾 誤 旧 2295KII 目 記 記 記 記 ボボ 示 ド に に 
ーー 7 DsttinVanage613 AmmMainvangee 還 加 誠 5I229IKM ボド 床 床 水 未 
隊 21 uituamaAuiiRBLMS 。 ARelNs 。 還 還 III}|, 和 299NU NN ツノ ゾ ノ ご ii 氷 款 未 
3 TOOWAORSPORTPRUSPHIVemrGT 10OUAGRSPORTPRUSPV に 間 記 2222K 請 aeemamo レ トロ KA り ロ eromay 3 と に oo 
3 0 NLVIUUDUIUDUONDUN 症 EE 

33 エヴァ RT 初 号機 Works 6T-R NISSAN 6T-R NISM0 6T3 221.5km/h も 最高 速度 も GT-R GT3 が 上 位 を 占め 、MC は 下位 に 沈ん で いた 。 し か し 
ーーーーーーーーーーーーーーーー ヤ ーー ーー 今年 、 MC は いずれ で も 上 位 に つけ て いる 。 た だ し 、 MC の 数 値 が 大 きく 上 

9 PACIFIE MIRAIAKARINAC PORSCHE PORSCHE 911 6T3R |15 | 221.0kmh が っ た と いう わけ で は な く 、GT3 が コー ナリ ング 性 能 に 振っ た 仕様 と な っ 
--" WONGEISXCR MoneMot5 還 間 NNN 話 OmuGra CTo6. [タイ ャ 外し て ゃ クタ ー92 人 8 か っ た に 
2 2 ジテ の ム ア ッ フル rp-24 。 OUSOO oo Oog ア ルル タウ ン フォ ー ス 中 りー ドラ ッ ク 和 8 に っ た 
の 5 ADVCS マ ツ 呈 和 MC96 マ 性 。 TOYOIA8GNE 詳 識 間 隊 間 間 間 間 昌和 er スタ ウン フォ キー ス 仁 手 ドラ > 0 

22 アー ルキ ュー ズ AM6 613 Mercedes AM6 613 220.3kmh め だ 。 決勝 で は トラ ブル や アク シ デ ン ト 、 ピ ッ ト 戦 略 な どの 関与 も 大 きい 
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昨年 より 参戦 台数 が 減っ た 今季 の 全日 本 F3。 SFL と な る 
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フェ ネス トラ ズ が 
「 全 日 本 F3」 最 後 の 王 者 に 


POTYTYTTYTYYTTTYTTTYTTYTYTUYTTTYTUTTYITTTTYYYTTTYTITUTTTTYTTTTUTTITTNTTYTUTUUTYTTTTUTITTTTUTTITUYTNTITTUUTTTTTUETIYTTUITTIITITITYTTTYUTTITTUTTYTYITTIYTTITTTTTTY1 


Text : autO SDoOrt 


日 本 F3 選 手 権 は 8 月 17~ー18 日 
に 第 7 大 会 、 第 16 一 18 戦 を も て 
ぎ で 開催 。B-Max Racing with 
motopark か ら 参 戦 し て いる ルー キー、 
サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ が 第 16 戦 で 
優勝 、 第 17 戦 で 2 位 、 そ し て 第 18 戦 で 
再び 優勝 を 飾っ た 。 こ れ に より 最終 大 会 
岡山 (9 月 2829 日 ) を 待た ず し て 、 
今 シ ー ズ ン の 、 そ し て 41 年 に も わた る 
全日 本 F3 の 歴史 に お ける 最後 の ドラ イ 
バー ズ タ イ トル を 手中 に 収め た 。 


夏休み 直前 の ハン ガリ ー 
レー ス 1、2 で 新 ウ イナ ー 誕 生 


カロ ー ラ 中 京 Kuo TEAM TOM'S の 宮田 莉 朋 
が 事実 上 、 フ ェ ネ スト ラズ の 唯一 ひつ ライバル だ 
っ た 。 SUGO 戦 か ら 富士 戦 に か け て 車両 規則 を 
めぐ る 失格 劇 に 翻弄 され 、 多 く の ポ イン ト を 失 
っ た が 、 今 回 は 第 17 戦 で フル マー ク を 達成 する 
な ど 、 も て ぎ で も 存在 感 を 示し て いた 。 


今季 始ま っ た FIA F3 も 


ルツ マン が ドラ イ バ ー ズ ラン キン グ ト ッ プ に つけ て いる 。 

F IA F3 選 手 権 は 8 月 2 4 日 、F1 と F2 と 併催 する 形 で 、 夏 休み 前 最後 と 

な る 第 5 ラウ ンド を ハン ガリ ー の ハン ガロ リン ク で 開催 し た 。 

レー ス 1 、2 と も に 22 ラ ッ プ の 規定 周回 数 で 実施 。 レ ー ス 1 は ART グラ ンプ 
リ の クリ スチ ャ ン ・ ル ン ガ ー が ポー ル ・ ト ウゥ ・ ウ イン で 今 シ ー ズ ン 初 勝利 を 飾っ 
た 。2 位 は 同じ く ART の マッ クス ・ フ ュー トレ ル 、 3 位 は HWA レ ー ス ラボ の ジ 
ェ イ ク ・ ヒ ュー ズ と な っ た 。 ま た 、 レ ー ス 2 で は プレ マ ・ レ ー シ ン グ の マー カス 
・ ア ー ム スト ロン グ が 初 優勝 。2 位 に ハイ テッ ク GP の レオ ナル ド ・ プ ル チ ー ニ 、 
3 位 に は 再び ヒュ ー ズ が 入っ て いる 。 な お 、 イ ェ ン ツァ ー の 角田 裕 毅 は 9 位 と 6 
位 、 カ ー リ ン の 名 取 鉄 平 は 20 位 と リタ イア と いう 結果 だ っ た 。 


S,A/522/ 


優勝 を 飾っ た 第 6 戦 オ ー ス ト 
リア 以来 の ポ デ ィ ウ ム 登 壇 と 
な っ た 松下 。 こ れ で 今季 は 計 
85 ボ 1 ンド と レ た が ランキ 
シク 6 の 5 


国 還 議 " 押 ほ た "フロ ント ロウ か ら 堅 実 な レー ス 


松下 、 ハン ガリ ー で 
3 ラウ ンド ぶり 表彰 台 獲得 
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Text : autOSDOrt web 
月 2 て 4 日 、F1 ハ ン ガ リーGP と 


re1 位 奪取 は 叶わ ず 。 そ れ で も 、 そ の まま シ 
の 併催 で FIA F2 選 手 権 第 8 戦 ハ 


ュー マッ ハー と の 送 を 1 秒 前 後に 保ち 、 


婦 必 


ン ガ リー が 開催 。 カ ー リ ン か ら 参 戦 し て 
いる 松下 信治 が 、 4 日 に 行なわ れ た レー 
ス 2 で 2 位 表彰 台 を 獲得 し た 。 

3 日 に 行なわ れ た レー ニス _1 で は 5 位 で 
チェ ッ カ ー を 受け る も 、 バ ー チ ャ ル ・ セ 
ー フ ティ カー (VSC) 中 の 運用 に 関す 
る ペナ ル テ ィ に より 7 位 に 降格 と な っ た 
松中 ト 。 レ か じ ー そ れ が 幸い し て レー ス 2 
で は フロ ント ロウ スタ ー ト を 獲得 する に 
還 編 っ た 。 

ダート で ば き 、 ホ ボー ルン ルク 0 の 80 の 
ク ・ シ ュー マッ ハー (プレ マ ) と 順位 を 
争い な が ら 1 コー ナー に 進入 し た が 、 首 


3 番手 を し っ か り 抑 えな が ら 前 方 に も プ 
レッ シャ ー を か け 、 好 機 を うか が う 。 途 
中 、 シ ュー マッ ハー が ブレ ー キ ング で 
イヤ を ロッ ク さ せる シー ン も あっ た が 、 
決定 的 な チャ ンス は 訪れ ず 、 1 位 シ ュー 
マッ ハー、 2 位 松下 の 順位 の まま チェ ッ 
カー と な っ た 。 3 位 に は DAMS の セル 
ジオ ・ セ ッ テ ・ カ マラ が 人 - 恒 議 

な お 、 前 日 に 行なわ れ た レー ヌ 1 で は 
ニコ ラス ・ ラ ティ フィ (DAMS) が 優 朋 
2 位 に ニッ ク ・ デ ・ フ リー ス ョ (AR 
3 位 に ジャ ッ ク ・ エ イト キン (⑫RT 
と いう 結果 だ っ た 。 
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| FM | 佐 藤 連 が ご この まま 王座 に 一 直線 か 


今季 ブレ イク の 埋 に 並外れ た 分 析 カ アリ 


Text : は た 区 な お ゆき (Naoyuki Hata) 


4 大 会 富士 で の 2 戦 を 制 し た 佐藤 夢 (SRS 
コチ ラレー シン グ ) が 、 タ イト ル を 意識 


し は じ め た 。 そ れ も 当 然 と 言え よう 。 こ こま で 8 
戦 で 5 勝 を 挙げ け 、2 位 に 59 ポ イン ト も の 差 を つ 
け て ラン キン グ ト ッ プ を 遵 進 し て いる の だ か ら 。 
敗れ た 3 戦 の うち 2 戦は 2 位 。 ノ ー ポ イン ト に 終 


わっ た 岡山 で の 第 2 戦は スタ ー ト 違 反 に よる ペナ 
ル テ ィ で 順位 を 落と し た が 、 こ の 時 も それ まで は 
トッ プ を 走行 し て いた だ け に 、 速 さと 安定 感 を 兼 
ね 備え て いる の は 明らか だ 。 

FIA-F4 は 2 年 目 の 佐藤 。 た だ 、 昨 年 は 表彰 台 


に は 一 度 も 上 が れず 、 ラ ン キ ング 7 位 に 終わ っ た 。 
純粋 な ルー キー と し て は 最上 位 で は あっ た も の の 、 


何より 僚 友 に 角田 裕 毅 や 名 取 鉄 平 と いっ た 強力 な 
ライ バル が 存在 し 、 そ の 際 に 隠れ て し まっ た 感 は 
否め な か っ た 。 

そん な 佐藤 が 昨年 、 肉 光 を 放っ た レー ス が あっ 
た 。 そ れ が SUGO で の 第 9 戦 。 す で に 雨 は 止ん 
で いる も の の 路面 は 依然 濡れ て いる と いう 状況 の 
な か 、 た だ ひと り ド ライ タイ ヤ を 装 間 し て スタ ー 


ト し 、 予 選 10 番 手 か ら ト ッ プ に まで 躍り 出 た の だ 。 


結果 的 に は 黄 旗 区 間 で の 追い 越し が あり 、 ペ ナル 


トヨ タ が フィ ン ラ ンド で 1-3 フ ィ ニ ッシュ 


タナ ッ ク 、 今季 4 勝目 ! 


フル マー ク 記 録 で 首位 ガッ チリ 
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RC 第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド が 8 月 1 一 4 日 に 
開催 され 、 ト ヨタ の オイ ィ イット ・ タ ナッ ク が 


W 


総合 優勝 。 自 身 シ ー ズ ン 4 勝目 を 挙げ る と と も に 、 


所 属す る TOYOTA GAZOO Racing WRT の “ ホ 
ー ム イベ ント "、 ラ リー・ フ ィ ン ラ ンド 3 連 穫 を 
も だ らし た 。 

タナ ッ ク は デイ 3 に 総合 首位 に 浮上 。 チ ー ム メ 
イト の ヤリ - マテ ィ ・ ラ トバ ラ と クリ ス ・ ミ ー ク 
が 相次い で アク シ デ ン ト に 見 舞 わ れ た ほか 、 自 身 
で は 3 本 の ステ ー ン ジ で 最速 タイ ム を マー ク す る な 
ど 速 さ を 見 せ た こ と も あり 、 接 戦 が 続い て いた そ 
れ ま で と 比べ る と 、 や や 余裕 を 持っ た 状態 で 最終 
日 の デイ 4 を 迎え た 。 

そし て タナ ッ ク は 、 こ の 日 最初 の ステ ー ジ で あ 
る SS20 で 、WRC キャ リア 200 回 目 の ス テー ジ 
優勝 を 果たす 。 こ れ で 2 番手 の エサ ペッ カ ・ ラ ッ 
ピ (シト ロエン ) と の ギャ ッ プ を 20.0 秒 に 広げ 
る と 、 さ ら に パワ ー ス テー ジ で ある 最終 SS23 で 


ティ で 順位 を 落と し た が 、 そ の チョ イス は 自ら の 
判断 だ と 聞い た 時 、 肝 の 据 わ り よう と 、 分 析 能 力 
の 高 さ を 大 い に 感 じ た 。 

今季 開幕 戦 で の 佐藤 は 躍進 の 理由 を 「 去 年 は 四 
輪 が 初め て と いう こと で 苦戦 し まし た が 、 こ の オ 
フ に トレ ー ニ ング や 練習 を 重ね 、 ま ず 気 持ち を リ 
セッ ト し て 、 初 心 に 帰っ て フォ ー ミ ュ ラ の 走ら せ 
方 を 身 に つけ まし た 。 今年 は 精神 的 に も 余裕 を 持 
っ て いて 、 気 持ち で も 速 さ で も 去年 と は 全然 違っ 
て いる 。 き っ と シー ズン を 通し て 強く 戦っ て いけ 
る と 思い ます | と 語っ た 。 その後 、 何 度 も 取材 の 
機会 を 得 た が 、 コ メン ト で は 必ず と 言っ て いい ほ 
ど と 反省 材 料 が 含ま れ 、 実 際 に それ を 修正 し て いる 
点 か ら も 、 そ の 分 析 能 力 の 高 さ が うか が える 。 

そん な 佐藤 に と っ て 、「 い まま で で 一 番 レ ー ス 
らし い レ ー ス で し た 」| と いう の が 今回 の 第 8 戦 。 
ポー ルス ター ト な が ら 、 第 7 戦 の リタ イア で タイ 
ヤ が 残っ て いた 平木 玲 次 (Media DoADVICS 影 
山 F110) に 逆転 を 許す も 、 最 終 周 の 1 コー ナー 


で 唯一 訪れ た 決定 機 を 逃さ な か っ た レー ス で ある 。 


[平木 選手 は 序盤 す ど く ペ ー ス が 良かっ た けれ ど 、 
彼 も 結構 プア ッシュ し て いた か ら 、 終 盤 は つら そう 


も 全体 ベス ト タ イ ム を 記 
録 。 後 続 の 追撃 を 許さ ず 、 
昨年 大 会 に 続く フィ ン ラ 
ンド 戦 連 芋 を 達成 し た 。 
2 人 忌 に ラッ ピ 。 8 全 に ほ 
ラ ト バ ラ が 入り 、 今 季 初 
め て 表彰 台 に 登っ た 。 

タナ ッ ク は 優勝 と パワ ー ス テー ジ の ボー ナス で 
合計 30 ポイ ント を 獲得 。 今 季 合 計 180 ポ イン ト 
と し て ラン キン グ ト ッ プ を 堅守 し て いる 。 一 方 、 
今 大 会 開始 前 まで は 4 ポイ ント 差 で 選手 権 2 位 に 
つけ て いた 絶対 王者 セバス チャ ン ・ オ ジ エ は 5 位 
に 終わ り 、 タ ナッ ク と の 差 は 22 ポ イン ト に 広 が 
っ た 。 ま た 、 同 じ く タイ トル を 争っ て いる ティ エ 
リー・ ヌ ー ビ ル (ヒュ ンダ イ ) は 、 チ ー ム メイ ト 
の クレ イグ ・ ブ リー ン に 譲ら れる 形 で 6 位 で フィ 
ニッ シュ 。 タ ナッ ク か ら 25 ボ ポイ ント 差 の ラン キ 
ング 3 位 と な っ て いる 。 


昨年 は 勝利 こそ な か っ た が 、 佐 藤 は 全日 本 カー ト の 最高 峰 OK ク ラス 
の チャ ン ピ オ ン と いう こと で 注目 され て いた 。 

だ っ て いう の が 分 か っ た の で 、 そ の 隙 を 突い て ポ 
ン と 行く こと が で きま し た 。 そ れ ま で も 、 タ イヤ 
を 減ら し て や ろう と 思っ て 走っ て いま し た が | と 
佐藤 。 そ し て 、 そ の コメ ント の 後に チャ ン ピ オ ン 
は も う 2 意識 し て いる の か と た ず ね る と 、「 も ちろ 
ん で す ! 最終 戦 の 前 に 決め る ぐら い の 勢 いで や 


り た いと 思い ます | と 力強い 返答 が 。 ま だ 3 大 会 
・6 レース も 残さ れ て いる の だ か ら 、 ま だ 他 の ド 
ライ バー に も 逆転 の 可能 性 は 充分 に ある 。 だ が 、 
佐藤 の 自信 か ら す る と 、 ラ イ バ ル に と っ て は そう 
容易 く は な い だ ろ う 。 


今 シ ー ズ ン の 4 勝 中 3 勝 を フル マー ク を 記録 し て いる タナ ッ ク ( 下 ) 
と ヤリ ス WRC の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 、 現 状 最速 で ある こと は 間 違 
いな い 。 ラ トバ ラ (上 ) が 表彰 台 を 獲得 し た こと で 、 ト ヨタ は マニ 
ュ フ ァ ク チャ ラー ズ ポ ボイン ト を 40 点 獲得 。 ラン キン グ 1 位 の ヒュ ン 
ダイ と の 差 を 24 に 縮め 、 ダ ブル タイ トル へ の 望み を つない だ 。 
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Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) ノ TOYOTA 〆 HRE / INDYCAR 


イエ ロー で 連 不 連 の あっ た 
パワ ー が 最後 は 自力 で 決め る 
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ン デ ィ カ ー 第 14 戦 ボコ ノ (オー バル 、 1 

周 2.5 マ イル = テ 4.02km) は 17 日 ( 土 ) の 
プラ クティ ス 1 、 予 選 が 天候 不順 の た め キ ャ ン セ 
ル さ れ 、 ス ター ティ ング グリ ッ ド は 第 13 戦 終了 
時 点 の ポイ ント ラン キン グ 順 で 確定 。 上 位 の オー 
ダー は ニュ ー ガ ー デ ン 、 ロ ッ シ 、 パ ジェ ノー、 デ 
ィ ク ソン 、 パ ワー、 ハ ンタ ー - レイ 、 佐 藤 球磨 と 
な っ た 。 今回 の ポコ ノ で は 左側 タイ ヤ に 新 ス ペッ 
ク が 供給 され て いた が 、 走 行 は 土曜 午後 の ファ イ 
ナル プラ クティ ス (2 時 間 ) の み に 。 セ ッ テ ィ ン 
グ に 苦し ん だ 上 位 ラ ンカ ー も 見 られ る な か 、 決 勝 
レー ス は 18 日 (日 ) 14:45 に スタ ー ト し た 。 

1 周 目 、 タ ー ン 2 で 5 台 が 絡む アク シ デ ン ト が 
発生 。 フ ルコ ー ス コー ショ ン か ら 赤 旗 と な っ た 。 
これ に 巻き 込ま れ た の が 、 ヒ ンチ クリ フ 、 ロ ー ゼ 
ンク ヴィ スト 、 ロ ッ シ 、 ハ ンタ ー - レイ 、 丈 磨 で 、 
と くに ロッ シ は タイ トル 争い に 大 きく 影響 する こ 
と に な っ て し まっ た 。 リ スタ ー ト 後 は パ ジ ェ ノ ー 


前 戦 の 手応え は 本 物 
上 位 で 戦え る 
見 込み 立つ た か 
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が レー ス を リー ド 。 中 盤 
以降 は ディ クソ ン が トッ 
プ を 走る 。 だ が 、 こ れ を 
捉え た の が パワ ー だ っ た 。 
5 番手 スタ ー ト か ら 2 番 
手 に 上 が っ て いた パワ ー 
は 、 ア クシ デン ト で 発生 し た デブ リ を 踏ん で 緊急 
ピッ トイ ン を 強い られ 、13 番 手 に 後退 。 そ の 後 、 
2 回 目 の イ エロ ー 直 前 の ピッ トス トッ プ も 味方 し 、 
上 位 に 戻っ て き て いた が 、 3 回目 の イエ ロー の タ 
イミ ング は アン ラッ キー と な り 、7 番 手 に 下がっ 
て いた 。 し か し 、 ス ピー ド で 勝っ て いた パワ ー は 
徐々 に ポジ ショ ン を 回 復 。115 周 目 の タ ー ン 1 で 
パ ジ ェ ノ ー を 攻略 し 、 ト ッ プ に 立っ た 。 こ の 前 あ 
た りか ら 、 雷 を 伴う 黒い 雨雲 が コー ス に 接近 。 大 
事 を と っ て 127 周 目 に イエ ロー が 出さ れ た 後 、 赤 
旗 に 。 そ の まま レー ス 終 了 と な り 、 パ ワー の 今季 
初 優勝 が 決ま っ た 。 


MyC4Z 


(上 ) 1 周 目 の T2 で アク シ デ ン ト が 発生 。 ス リー ワイ ド の 中 央 に い 
た ロッ シ の 右前 輪 と 、 ア ウト 側 に いた 球磨 の 左 後 輪 が 接触 し 、 イ ン 
側 に いた ハン ター - レイ 、 後 方 の ロー ゼン ク ヴ ィ ス ト と ヒン チク リ 


フ も 巻き 込ま れ た 。( 下 ) 2 位 デ ィ ク ソン 、3 位 パ ジ ェ ノ ー。 ニ ュー 
ガー デン は 5 位 。 それ ぞ れ ニュ ー ガ ー デ ン と の ポイ ン ト 差 を 縮め た 。 


きま 
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ブリ スト ル は 1 周 0.533 マ イル 
(858m) の ショ ー ト オー バル で 、 最 大 
バン ク 角 は 28 度 。 路面 は コン クリ ー ト 
で 滑り や すく 、 セ ッ テ ィ ング 、 ド ライ 
ビン グ と も 高い 能力 が 求め られ る 難易 
度 の 高い コー ス 。 コ ーション も 多い 。 ご こ 
必 で 上 上層 プア ィ ニッ シュ で また と は チ 
ー ム と し て も 自信 に つなが る は ず だ 。 


へ 、 季 開幕 戦 か ら 米 NASCAR Xfinity シ リー ズ 
ー プ に 登場 し た Supra。 2018 年 の 「 ト ラッ ク 
シリ ー ズ | で 日 本 人 の チー ム オ ー ナ ー と し て 初め 
て シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン と な っ た 服部 茂 章 氏 率い 
る HRE (Hattori Racing Enterprises) も 第 16 
戦 デ イト ナ か ら Supra で の スポ ッ ト 参 戦 を 開始 。 
プラ クティ ス で の 予選 シミ ュ レ ーション で は 10 
番手 前 後 の ま ず ま ず の タイ ム を マー ク し 、 決 勝 レ 


ー ス で は 上 位 争い も 期待 され て いた が 、 予 選 で 不 
可 抗力 の トラ ンス ミッ ショ ン の トラ ブル に 見 舞 わ 
れ 、 決 勝 の 出走 な し と いう 結果 に 終わ っ て いた 。 
HRE と し て 今季 2 回 目 の Xfinity 参戦 と な っ た 
第 22 戦 ブリ スト ル (現地 8 月 16 日 19:30 決 勝 ス 
ター ト ) に は 、Xfinity で の 経験 も 豊富 な ティ ミー 
・ ヒ ル を 起用 。 プ ラク ティ ス 1 は 24 番 手 、 プ ラ 
クティ ス 2 は 23 番 手 、 予 選 は 21 番 手 と 全体 で は 


中 団 グ ルー プ の タイ ム だ っ た が 、 決 勝 レ ー ス で は 
ステ ー ジ 1 で 20 番 手 、 ス テー ジ 2 で 16G6 番 手 に 上 
が る と 、 最 終 的 に トヨ タ 勢 最上 位 と な る 7 位 で チ 
ェ ッ カー。HRE と し て 実質 的 な Supra で の 初戦 
を トッ プ 10 フ ィ ニ ッシュ と いう リザ ルト で 終え た 。 
今季 は あと 数 戦 、Supra で Xfinity に 出場 する 予定 
の HRE と し て は 、 上 位 で 戦え る 見 込み が 立っ た 
言う た 。 
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日 本 で 40 年 以上 も の 長き に わた り 開 催さ れ て きた 全日 本 F3 選 手 権 が 
2019 年 か ら 『 全 日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ 選手 権 』 へ と 名 称 を 変更 し 


新た な 道 を 歩ん で いく こと が 決ま っ た 
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MI の 22|/27/2 


ワン メイ クレ ー ス の 「『FIT 1.5 チャ レン ジ カ ッ プ ] が 日 本 国内 で 開 
催さ れ て いる が 、 そ れ 以 外 に も スー パー 耐久 シリ ー ズ の ST-5 ク ラス 5.0Kg77072 
で 活躍 する 現行 フィ ッ ト 。 今 シ ー ズ ン は 第 4 戦 オ ー ト ポリ ス 終 了 時 | ーーー 一 ー 

点 で 、 ST-5 ク ラス の ラン キン グ 上 位 3 位 まで を 独占 し て いる 。 S 耐 
で は GT マシ ン の よう な ド 派 手 な 空力 パー ツ は 装着 で き な い た め 、 ダ 
ウン フォ ー ス は 少な め だ が 、 ボ ディ 自体 が 軽い の で 低速 コー ナー で 
は 上 の クラ ス と 同等 以上 の 速 さ を 見 せる こと も 。 


先代 の フィ ッ ト RS と 同様 、 6 速 MT の ほか CVT も 展開 され る 現行 型 。 車 重 は MT 
が 1070kg、CVT が 1090kg と 先代 か ら は わずか に 増量 し て いる 。 一 方 で エン 
ジン は L15A か ら L15B と な っ て 10ps 以 上 パワ ー ア ッ プ 。 パ ワー ウエ イト レシ 
オ の 数 値 は 改善 され た 。 し か し 、 そ の 分 価格 も 上 が っ て お り 、 税 込み 約 200 万 
円 と 、 先 代 か ら 30 万 円 ほど 高く な っ て いる 。 ち な み に 、 ポ ル シ ェ に も 『RS」 と 
いう グレ ー ド が 存在 する が 、 こ ちら は レン シュ ポル ト 、 つ まり レー シン グ ス ポ 


ー ツ を 意味 する 。 
MI の /2/777//2 

ホン ダ フィ ッ ト RS 主要 諸 元 ス 色 フル 売 性 る 容 | 1 年. も 選 そ ハト ジ 
ーー タ な イィ の が 3 能 う "し リ ・ 味 つ デ ` い と の ーッ な ン 
= 1 いい グ 世 代 代 と な 有 ン 9 つの り の 訪 奏 も や も 有 及 チ ラク タ 
車 名 ・ 型 式 ホン ダ ・DBA-GK5 リ 0 gk 目 フ ン が グ ク グ 6 け 痢 | 人 る た 博夫 

呈 表 全 同 mm ン 売 圭 コン ジ ら ~ モ 四 ! つ で 初 ツ 
全長 ノ 全 幅 プ 全高 4045/16951525 グ 台 ヴ と ホホ イ | C ン ヽ 的 こつ い 肢 の 能 で ヽ 回 物 ト て 
2530 m で 数 エ し ン ッ リ V ト し な ル う だ キ は 接 エ リ り と で い 
トレ ッ ド 前 ノ 後 1475 ン 1465 mm は に ゼ た ダ ト ン T ル な 操 の 共 ろ ツ 悪 地 コ の さも く 
ーー ニー な な ル い は は グ は ク や 縦 ほ 味 う ト く < 感 タ セ せ “と 
いる な よそ と 滑 を か 性 う で "に な を イッ て か 
に や ら う の 先 も り 最 に だ 太 は 交 い 得 ヤ テ く つ ち 
う が 2 * 図 ま 委 も 限 回 ロー コノ す 約 く 履 ン る の > っ 
う が 2 * 因 ま 良 も 限 回 ロー ノ す 約 く 履 ン る の っ 
1 る 枝 目 し う よ だ を 引 て ルト マ の 万 * て は ポラ 
ラン スミ ッ シ ョ ン 無 段 変 速 オ ー ト マチ ッ ミ こ よ の R マ ポ フ 
ーー 6MT/ 無 E 5 記 全 が と か 生 り O く に 3 く 1 ド ル も 円 陣 い 薄 | ア 
ステ アリ ング 電動 パワ ー ス テア リン グ ア 。 は ] 近 に 。 セ 販 由 出 オル 上 ヤセ の ひ の か る 味 ツ の / 


サス ペン ショ ン 前 後 マク ファ ー ソ ン 式 ノ 車 軸 式 


ブレ ー キ 前 後 油圧 丈 ベ ンチ レー テッ ド デ ィ スク ン 油圧 式 デ ィ ス ク 


タイ ヤサイ ズ 前 / 後 ” 185/55R16 ン 185/55R16 は 人 ト が 2 た の そ 人 (1 0 個 り | 
5 は 集 見 の ま 多 な ン エ ろ | の ン ベ | だ つっ つ ` ク せな ド 
ェ ン ジン 型式 生 中 当 は すく る サン そ ツ よ で | テ "た 人 逆 力 ざっ つっ で 
き した H ま ` ら イジ ろ モ う あ シイ 肉 "に | る た エ 

残 た ら S す ス し ジ す フ デ な る ツマ 和装 つ H ら を た ア 

れい な の 上 厳 ぺい ン る イル エ ベ ク イ も ま S し 得 め ロ 

な 最 い 存 し | "グッツ の ッ ツ き カン 全 り で いな パ 

い 近 “" 在 く ス そ タ 今 ト 存 ジ で |「| ド 車 全 は ス か そる | 

か の 売 で な を う | 度 も 在 の ` は を ブ 体 スタ っ の ツ 

エン ジン 最高 出 カ 97kW(132PS)/ 6600rpm 1 給 9 0 る 食 20 は 世 効 そ シ ま ラ と ボ ン た が 
9 ン 適 " う 、 2 の 2 UN) の シン ツ レザ ョ 
AI れ ダ す 当 も ハ と ス ?4 | 目 増 た す プ し レク て テ | こ イ 備 
無鉛 レギ ュ ラー ガソリン な 流 い な つ イ ユタ 3 へ す エ れ ル た べ 中 イド れ ルン さ 

いで も エ と ブ ニ ン 気 と “" ア ば か い | 途 感 感 で は れ 

ー 和紀 の シ と 気 リ ッ ク 笛 ロロ こ つら ス 半 が は べべ 控 る 
燃料 消費 率 (JC08 モ ー ド ) 19.2(6MT) 21.0(6AT) km/6 `、 だ ジ に ッ ト | の デ 付 そ ク し で 薄 欠 ド 用 と 
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若手 て 中 堅 ド ライ バー に 年 齢 観 を 聞く 


Translation : 五十嵐 淳 (Jun lgarashi) 
Photo : XPB 


四十路 ライ コネ ン へ の “祝福 メッ セー ジ "“ 


= ミ ・ ラ イコ ネン は 、 日 本 GP と メキ ンコ 
GP の 間 で ある 10 月 17 日 に 、40 歳 を 迎 

える 。 7 年 ぶり に 40 代 の ドラ イ バ ー が スタ ー 
ディ ンク グ グリッド に 立つ こ を だ に な る の だ 。 

| 自分 が 若い と か 年 老い た と か な ん て 、 こ れ ま 
で 考え た こと は な いよ 。/ 記 し ろ 、 気 の 赴く まま 
に 生き て いる ] 

アル ファ ロメ オ の フィ ン ラ ンド 人 ドラ イ バ ー 
は 、 自 身 の 年 齢 に つい て そう 語っ た 。 一 方 、 他 
の ドラ イ バ ー た ち に ライ コネ ン の 年 齢 の こと を 
尋ね て みた と ころ 、 ユ ー モ ア 浴 れる 語り 口 で 答 
えて % れ た の で # それ ぞ れ 紹介 し て いこ う 。 
まず 、 最 年 少 優 勝 記録 を 持つ マッ クス ・ フ ェ 
ルス タッ ペン は 、 ラ イコ ネン の 年 齢 に つい て 深 
く 才 えた を と は な か っ た び つ だ 。 

[そっ か 、 キ ミ は 40 歳 に な る 。 そ れ な ら た し 
か に おっさん” だ よね | と フェ ルス タッ ペン 
は 冗談 混じり に 話す 。 フ ェ ル スタ ッ ペ ン に と っ 
て 40 歳 は 高齢 な の か 、 ま た 彼 自 身 が ライ コネ 
ン と 同じ よう に 息 の 長 い ド ライ バー で いら れる 
と 思っ て いる の だ ろう か と 質問 を ぶつ けた 。 
[ 僕 は 17 歳 で F1 ドラ イ バ ー に な っ た 。 だ か ら 
僕 が キミ の 年 齢 まで 現役 を 続け た ら 、22 一 23 
年 は F1 に いる こと に な る 。 そ れ は そう 簡単 な 
こと で は な いよ 。 で も 、43 歳 で 現役 を 引退 し 
た ミハエル ・ シ ュー マッ ハー は それ を 成し遂げ 
た の だ か ら 、 僕 に だ っ て 不可 能 な 話 で は な いと 
思う 。 年 齢 が 原因 で トッ プ ド ライ バー が レー ス 
中 に 何 か ミ ス を 犯す と は 思え な い 。 た だ 、40 
歳 と 25 歳 で は 肉体 的 に 同じ じゃ な い 。 で も 、 
少な く と も キミ に 関し て 言え ば 、 パ フォ ーママ 
ス は まだ 衰え て いな いし 、 い まで も 彼 は F1 を 
も の すご く 楽 し ん で いる よ 」 

セバス チャ ン ・ ベ ッ テ ル は 、F1 ドラ イ バ ー 
の な か で は ライ コネ ン と 最も 親しい 者 の ひと り 
だ 。 実際 、 彼 ら は チー ム メ イト と し て フェ ラー 
リ で 4 年 を 過ごし て いる 。 ベ ッ テ ル は ライ コネ 
ン よ り 8 歳 年 下 だ が 、 彼 と 同じ 年 齢 まで 走れ る 
ど 考 えて いる の だ ろう か 。 

[分 か ら な いよ 。 た だ 、 い まで すら キミ の 方 が 
僕 よ り イ ケ メ ン な ん だ か ら 、40 歳 の 僕 は 間 違 


絶え すず ドラ イ バ ー が 入れ 替わる FT1 


比較 的 若い 年 齢 の ドラ イ バ ー が 多い 今日 だ が 
彼ら は 今年 40 歳 に な る ベテラン を どう 思っ て いる の か ? 


いな く 、 彼 の よう に イケ メン で は いら れ な い だ 
の うれ ね 。 それ に 、 いま まで ん みこ と と は 考え て 
も みな か っ た 。 キ ミ が いま の 僕 と 同じ 32 歳 だ 
っ た 時 に 同じ 質問 を し て も 、 ピ 明確 な 返答 が ある 
と は 思え な い 。 今後 どう な る か は 、 こ れ か ら 数 
年 が どの くら いう まく いく か に か か っ て いる 。 
2021 年 に F1 が どう な っ て いる か も 分 か ら な い 。 
この 競技 が どの 方 向 へ 進む か は 、 大 き な 変 革 に 
どう 向き 合う か で 変わ っ て くる 。 僕 は 27 年 に 
40 歳 に な る 。 そ の こと を 踏ま える と 、 そ の 時 
点 で 僕 が レー ス を 続け て いる か 否 か は 、 悪 いけ 
ど 答 えら れ な い 」 

ライ コネ ン と 同胞 で ある バル テリ ・ ボ ッ タ ス 
は 8 月 下旬 に 30 歳 を 迎え る 。 メ ル セ デ ス 所 属 
の フィ ン ラ ンド 人 ドラ イ バ ー は 、 ラ イコ ネン の 
よう に 長く レー ス を する こと が で きる と 思っ て 
いる の だ 2②/ う か 。 

[ノー と 答え る 気 は な いけ ど 、 そ ん な こと は 正 
直 分 か ら な い 。 た だ 、 そ ん な に 長く 走る つも り 
は な いよ 。F1 が 好き で 、 楽 し め る 間 は 続け た 
いと を 思う どき も あっ た 。 で も 、 ま だ そん な に 先 
の こと だ な ん て 本 当 に 見 据え て いな いよ 」 

で は 、 ボ ッ タ ス は ライ コネ ン が 老い た と 考え 


て いる の か 、 そ れ と も 年 齢 を 重ね た こと で 新た 
な 脅 威 と な か っ た と 考え て いる の だ ろう か 。 

[| 僕 は キミ の 年 齢 を どう こう 言う つも り は な い 。 
この 競技 は 選手 の 年 齢 層 が 比較 的 広い か ら ね 。 
20 代 も いれ ば 40 代 だ っ て いる 。 パ フォ ー マ ン 
ス は 個々 人 の 能力 その も の だ ] 

な お 、 今 シー ズン 何 度 も ライ コネ ン と 競い 合 
っ て いる トロ ロッ ソ の ロン ア 人 ドラ イ バ ー、 ダ 
ニー ル ・ ク ビア ト は 人 年齢 に つい て の 質問 が 無 意 
味 だ と 言わ ん ば か り に こう 答え て いる 。 
[まず 、 誰 か が 40 歳 に な っ た と 聞い て も 、 僕 
に は 一 切 、 老 いた だ な ん て 感じ られ な いよ 。 そ 
れ に 、F1 は ドライ バー が 長期 間 、 高 い パ フォ 
ー マ ン ス を 維持 で きる スポ ー ツ だ と 思っ て いる 。 
今 シ ー プ ン は タイ ヤ を うま く 機 能 さ せら れ た か 
どう か が レー ス の 結果 に 直結 する 傾向 が 弱く な 
っ た と 思う けど 、 そ れ で も 難し い タ イヤ だ し 、 
僕 は 経験 が 助け に な る と 考え て いる 。 正直 言っ 
て 僕 に は キミ は 年 老い て 見 えな い 。 ス ター ティ 
ング グリ ッ ト で 彼 は いた っ て 普通 の レー ス ド ラ 
イ バ ー の ひと りさ 。 個人 的 に 言え ば 、 少 な く と 
も 45 歳 まで は 、 僕 だ っ て より 高い 次 元 で レー 
ス が で きる と 信じ て いる よ ]」 
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各国 モー ター スポ ー ツ 最新 事情 
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ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、 WEC、WTCR や 各種 耐 外 レー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


"古き 良き サー キッ ト " は 熱狂 する 観客 を 受け と め ら れる が か が? 


来 シ ー ズ ン 、 じつに 35 年 の 時 を 経て 復活 を 果たす こと が 決定 し た F1 オ ラン ダ GP 
オラ ンダ 国内 で の 盛り 上 が り は 、 す で に チケ ッ ト が ほとん ど と 完売 状 態 に な っ て いる と いう 状況 が 如 実 に 物語 っ て いる 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
Photo : Jumbo 


1985 年 を 最後 に 、 オ ラン ダ で F1 は 開催 され 
て いな い 。F1 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 化 に と も 
な い サ ー キ ッ ト に 対す る 要求 も 上 厳しく な っ た た 
め 、 慢 性 的 な 資金 不足 に 陥っ て いた ザン ド フ ー 
ルト が カレ ンダ ー に 残る 術 は な か っ た の だ 。 

最後 の オラ ンダ GP か ら 約 30 年 後 、 マ ックス 

・ フ ェ ル スタ ッ ペ ン が F1 の 舞台 に 登場 。 す ぐ 
に 頭角 を 現し た 彼 は レッ ドブ ル に 移籍 し 、 昇 格 
初戦 で 見 事 に 優勝 を 飾っ た 。 彼 の 活躍 を 受け て 


オラ ンダ で は F1 に 対す る 関心 が 意 激 に 高まり 、 


ミハエル ・ シ ュー マッ ハー 全盛 期 の ドイ ツ と 同 
等 か 、 そ れ 以 上 の 熱狂 ぶり を 見 せ て いる 。 フェ 
ルス タッ ペン の 父 ヨ ス が 参戦 し て いた 90 年 代 
3 あゆ 違 22J 昭 EMIPM 和 EeeMUN/ae ビ 区 P9 シ 
ニア フォ ー ミ ュ ラ 時 代 の 速 さ を F1 で 発揮 す 
OCNG 2 き MD 7 主人 4PaEAN 選 0) ほ 


う は 常に 優勝 争い に 絡む 活躍 を 見 せ て いる た め 、 


その 期待 感 は 上 比べ物 に な ら な い 。 

それ だ け に 、 オ ラン ダ GP 復 活 の 機運 が 高 ま 
る の も 当然 と 言え よう オラ ンダ 国 庄 の いと こ 
で ある オラ ニ ェ 公 ベ ルン ハル ト 殿 下 は 、 自 身 の 
有 資 会 社 チ ャ ッ プ マン ・ ア ンド レッ ティ ・ パ ー 
トナ ー ズ (企業 名 か ら も モー ター スポ ー ツ に 対 
する 情熱 が 感じ られ る ) を 通じ て 、 ザ ンド フー 
ルト を 買収 。F1 の プロ モー ター で ある リバ テ 
イ ・ メ ディ ア と 交渉 を 始め る と 、 ビ ー ル メー カ 
ー の ハイ ネ ケ ン や オラ ンダ に お ける フォ ルク ス 
ワー ゲン グル ー プ ・ ブ ラン ド の イン ポー ター を 
担う 2 ポン ・ グ ルー プ 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト チ ェ 
ー ン の ユン ボ な ど と いっ た スポ ン サ ー も 獲得 し 
Mo UI の 二 き 5 に | ラン レー コラ ンク レッ ク 
ルー プ と オラ ンダ GP 運 営 組織 と の 間 で 契約 が 
成立 。 35 年 ぶり に オラ ンダ で F1 が 開催 され る 
と いう 知ら せ に 、 国 民 は 沸い た 。 

55 貞 員 ド ライ バ 王 で この イペ ベン トド の スポ ニ 
2 シク 5 クン トー( 省 の だ) の に nv 
ン ・ ラ マー ス は 「 我 々 の 想像 以上 に 反響 は 大 き 
か っ た | と 語る 。 な ん と 、 オ ン ラ イン の チケ ッ 


ト 販売 シス テム に は 、100 万 超 の 申し 込み が あ 
っ た と いう の だ 。 ザ ンド フー ルト の 収容 人 数 は 
10 万 5000 人 な の で 、 す で に 完売 状態 だ と 言え 


の 0 ラ R2ー 2 の KN の PAM 


オル ラン シタ に よる も の と いう 
これ だ け の 観客 を いか に さば く か と いう こと 
が 大 き な 課 題 だ 。 と いう の も 、 サ ー キ ッ ト と 最 


寄り の 高速 道路 の 出口 は 15km ほ どの 距離 だ が 、 


その 間 に は 2 本 の 主要 な 道路 が ある だ け で 、 さ 
ら に ハー ルレ ム の 街 を 通過 し な けれ ば な ら な い 。 

つま り 、 大 渋滞 が 発生 する こと 間違い な し な の 
だ 。 そ こ で オー ガ ナ イ ザー は 、 公 共 交 通 機関 を 
利用 し て 、 最 寄り の 駅 か ら サ ー キ ッ ト ま で 10 
分 歩く か 、 オ ラン ダ の 主要 な 移動 手段 で ある 自 
転 車 を 利用 する よう に 呼び か け て いる 。 

また 、 サ ー キ ッ ト の 改修 も 行なわ れる 。 複数 
の コー ナー で ラン オフ エリ ア を 拡大 する ほか 、 
メイ ンス トレ ー ト 手前 の 最終 コー ナー は も う 少 
し スピ ー ド が 出る よう に バン ク が つけ られ る 。 
180 度 旋回 する か の 有名 な ター ン 1 、 タ ー ザ ン 


2 


カー フ 進 和信 の ブレ ー キ ング で 、DRS も 利用 し 
つつ オー バー テイ ク の 機会 を 増やす こと が 狙い 
記 。 iP に 2A 0 っ の 0 の 中 に た ー( に (クン 
ベル ベッ ド が 残っ て いる こと か ら 、 こ の コー ス 
は 真 の “昔ながら の サー キッ ト ” だ と 言わ れ て 
いる が 、 あ り が た いこ と に その 特徴 の 多く が そ 
の まま 生か され る こと に な り そ う だ 。 

| モータース ポー ツ の 歴史 と いう 観点 か ら 考え 
て も 、 ザ ンド フー ルト は と て も 重要 だ | と 、 ラ 
マー ス は 指摘 する 。 |64 年 、 ホ ンダ は デビ ュー 
の 1 週間 前 に 、 ここ で F1 マ シン を お 披露 目 し た 。 
67 年 に は ロー タス 49 と コス ワー ス DFV エ ンジ 
2 ラー US に こら 選 2 き 
ポル シェ TAG タ ー ボ エン ジン は ここ で 初 レ ー 
ス を 迎え た 。 そ し て 来年 、 マ ックス が ホン ダ 製 
パワ ー ユ ニッ ト を 搭載 し ん た マシ ン で ポー ルポ ジ 
ショ ン を 獲得 し 、 優 勝 で も し よう も の な ら 、 ど 
れ ほ ど 素 晴らし いこ と か ]。 

オラ ンダ GP が 来年 、 つ い に 復 活 を 果たす 。 
期待 が 高まっ て いる の は 誰 の 目 に も 明らか だ 。 
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年 6 月 に 開催 され た ユン ボ ・ 芋 シ ンク テイ で は サザ ンド アァ ー 本 INDIMPTa ラウラ マス に よる と 「 ザ ンド フー 


ルト は 海 治 い の リゾ ー ト 地 な の で 、 晴 れ た 日 に は 渋滞 する ] らし い が 、 


オラ ンダ GP 当 日 は どん な 状況 に な る の か 。 


Wi あな に を 電信 明和 糧 ) の キョ ンー クタ ニーズ ス 、 汗 WM 


全日 本 MS 会 議 


VOl. 226 


(ww ) GT300 と GT3 の 在り 方 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


スー パーGT の GT300 クラ ス で FIA GT3 車 
両 が 多数 派 に な っ て 久しい 。 そ りゃ そう だ ろう 。 
自分 で 一 か ら 開 発する より 既製 品 を 買っ て 走ら 
せる ほう が 手 っ 取り 早い 。 し か も 世界 の 名 だ た 
る メー カー が 販売 する GT3 は 完成 度 だ っ て 高 
いし 、 そ も そ も 速 い 。 

GT3 で は 車両 に 関す る 改造 は 基本 的 に 禁じ 
られ て いて 、 壊 れ た ら 公認 部 品 を 買っ て き て 交 
換 す る こと し か で き な い 。 そ の 結果 、 機 械 的 な 
性 能 差 は 理屈 上 、 発 生 せ ず イ コー ルコ ン デ ィ シ 


ョ ン が 保 た れる 。 こ れ も プ ライ ベー トチ ー ム に 
と っ て は あり が た い 仕 組み だ 。 

その 代わ り 、 ち ょ っ と 壊れ た だ け で も 結構 な 
お 値段 の 公認 パー ツ を 買っ て | 交換 ] し な けれ 
ば な ら ず 、 メ ン テ ナ ンス は 交換 作業 ば か り に な 
っ て 、 本 来 メ ン テ ナ ンス ガレ ー ジ が 売り 物 に し 
て きた | 技術] は 活躍 の 場 を 失い つつ ある 。 


あお 立 せ 台 写 真っ 味わう 
"時 備 " の りり 


Text : auto sport Photo : Sutton 
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Formula 1 


| 第 15 戦 | ルク セン ブル ク GP 


来 月 、22 歳 の 誕生 日 を 迎え る マッ クス ・ フ ェ 
ルス タッ ペン が 生ま れ た 当時 の F1 の 様子 を 振り 
反語 位 20i2。 フリ ヂ ス 詳 が 新た に 参入 し た 
097 時 人 細 ウ 1 リア ムズ の 良 ル スー ウ み 対 フェ ラ 
記 の リリ ドル | 捕 二 の 2 人 ド ウ レ 
争い が 識 烈 を 極め 、 最 終戦 で の 接触 に より シュ ー 
マッ ハー が ポイ ント 和 剥奪 に な っ た こと が 話題 を 呼 
2 引 二 の 主 コ ルプ ブル クリ クジ ク で 5 PX 志 は 
シー ズン 7 勝目 。 片山 右京 と 中 野 信 治 、 ふ た り の 
日 本 人 ドラ イ バ ー は と も に リタ イア に 終わ っ た 。 
中 目 後 上 Z ソ クス の と な る ヨ ス クエ ル ス クタ ク 。/ 
ペン も 、 完 走 で きず に レー ス を 終え て いる 。 


そう いう 問題 が ある と は いえ 、GT300 クラ 
ス に GT3 が 増え る の は 市 場 原理 に 照ら し て み 
て も 当然 と いえ ば 当然 で 、 こ れ が 時 代 の 流れ と 
いう も の な の だ ろう 。 と ころ が 最近 ちょ っ と 首 
を ひね ら ざ る を えな い 空 気 が あ る 。 

GT3 は 、BoP と いう シス テム で さま ざま な 
車両 の 性 能 を 調整 し 競争 力 を 平均 化し て いる の 
は ご 存じ の と お り 。 さ ま ざ ま な 種類 の クル マ が 
デッド ロー ド C き れん は 戦い る ほう も 楽し 
けれ は 観戦 する ほう も 楽し い 。BoP は 車両 の 
改造 禁止 と 並ん で GT3 と いう カテ ゴリ ー の 真 
散 で あり 、 こ うし た 規則 が GT3 の 世界 的 な 隆 
盛 を 支え て いる と 言え る 。 

と ころ が スー パーGT に 目 を 移し て みる と 、「 あ 
れれ ? | と 複雑 な 気分 に な る 。 と いう の も 、 
GT300 クラ ス で は タイ ヤメ ー カ ー を 自由 に 選 
択 で きる か ら だ 。 元 を た どれ ば 、 現 在 GT300 


に RIG4 
ンー 一 


J. ア レジ 


[ McLaren Mercedes ] 


J. ヴ ィ ル ヌー ヴ 


[ Williams Henault ] 


クラ ス の 多数 派 に な っ た GT3 車 両 は 、GT300 ク 
ラス が “FIA GT3 車 両 も 参加 は 認め ます よ " と 
いう 承認 を 受け て 、 あ えて 言う な ら は 特例 の も と 
で エン トリ ー し て いる 立場 で ある 。 そ の 結果 、 基 
本 的 に ワン メイ クタ イヤ で 開催 され る FIA-GT3 
レー ス と は 違い 、 タ イヤ は マル チ メ イ ク と な っ て 
いる の だ 。 

と ころ が 、 マ ル チ メ イク だ と タイ ヤメ ー カ ー 間 
の 技術 競争 が 始ま っ て し まう 。 た だ 単に メー カー 
間 で 競争 が 行なわ れる だ け で は な く 、 同 じ メ ー カ 
ー 内 で も 、 一 般 チ ー ム が 手 に 入れ られ な い 開 発 ス 
ペッ ク が 生ま れ 、 一 部 チー ム に 供給 され る こと も 
ある よう だ 。 そ の 結果 、 タ イヤ 性 能 が か な り 大 き 
な 幅 で バラ つい て いる 形跡 が ある 。 

本 2 だ で あな いく 夕 人 ヤマ は レー シン ダ カ ー の 走行 
性 能 を 最終 的 に 決定 する 重要 な コン ポー ネン ト で 
ある 。 そ こ で 性 能 差 が 生じ て し まっ て は 、 本 来 の 
BoP の 意味 が 薄れ 、 GT3 の 利点 が 薄 ま っ て し まう 。 
事実 、 | これ だ け タ イヤ の 性 能 差 が ある と 順位 を 
変え られ な い 。 レ ー ス が お も し ろく な い 」| と 漏 ら 
す チ ー ム も ある と 聞く 。 

あく まで も |GT300 は GT3 レ ー ス で は な い ]| と 、 
GTA が 毅然 と し た 立場 を 守れ る な ら ば それ は そ 
れ で ひと つの 道 だ と 思う けれ ど 、 近 年 の GT3 勢 
の 動向 を 見 て いる と 少し だ け 心 配 に な る 今日 この 
頃 で ある 。 


日 -H. フ レン ツェ ン 


[ Williams Renault ] 


2 ーーーーーーーーー 一 一 
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49 


前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 


7/29 [ mon ] 


5 ん シテ ルノー の トラ ンス ポー タ 
ー が ドイ ツ か ら ハ ン ガ リー へ 向かう 道中 
に 事故 を 起こ す 


7/30 [ tue ] 


F1 これ まで ルノー の アド バ 
イザ ー を 務め て きた 元 F1 世界 王者 アラ 
ン ・ プ ロス ト 、 同 チー ム の 取締 役 に 就 任 
時 7EEK 信 WRC 日 本 ラウ ンド を 見 据 
えて 今年 11 月 に 開催 され る 「Central 
Rally Aichi/Gifu 2019】 の ラリ ー ガ イ 
ド が 公開 され 、 暫 定 の アイ テ ナ リ ー と ル 
ー ト マッ プ が ヾ 判明 


7/31 [wed 


硬 本 還 欄 ハー ス が ハン ガリ ーGP で 
も 2 台 を それ ぞ れ 異な る 仕様 で 走ら せる 
こと を 明らか に 


8/1 rthu] 
還 「( 還 WRC 第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド 
2 呈 の ら 員 が われ (miU 全 康 
8 ビル (ヒュ ンダ イ i20 ク ー ペ WRCO) 
が 総合 トッ プ に 立つ 。 2 番手 に オ ィ ッ 
・ タ ナッ ク (トヨ タ ・ ヤ リス WHO)、 
番手 に クリ ス ・ ミ ー ク (トヨ タ ・ 6 
WRC) 


8/2 fn] 


還 語 (て 議 WRC 第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド 
2SS2 の 人 条 の われ 20 < 
7 作 コ ク ド バ ラ が 和 合 ドッ ツク に 演目 2 
番手 に ミー ク 、3 番 手 に エサ ペッ カ ・ ラ 
ウミ (ンド 目 キ 63IWN) 


| オー トス ポー ツ 」 No.1512 発売 


8/3 sat 

F1 第 12 戦 ハン ガリ ーGP 予 
選 レッ ドブ ル の マッ クス ・ フ ェ ル スタ 
ッ ペ ン が ポー ルポ ボ ポジション を 獲得 。2 番 
手 に メル セ デ ス の バル テリ ・ ボ ッ タ ス 、 
3 番手 局 同 じ く メル セ デ ス の ルイ ス ・ ハ 
ミル トン 

FE2 第 8 戦 ハ ン ガ リー レー ス 
1 DAMS の ニコ ラス ・ ラ ティ フィ が 優勝 。 
2 位 に ART グ ラン プリ の ニッ ク ・ デ ・ 
フリ ー ス 、3 位 に カン ポス の ジャ ッ ク ・ 
還 目 ドン 

ET3 第 5 戦 ハ ン ガ リー レー ス 
罰 AEMM 有 2 アンク 0 の クリ リラ ミィ シ ル 
ン ガ ー が 優勝 。2 位 に 同じ く ART の マ 
ックス ・ フ ュー トレ ル 、 3 位 に HWA レ 
ー ス ラボ の ジェ イク ・ ヒ ュー ズ 
第 5 戦 富 士 予選 GT500 
クラ ス は MOTUL AUTECH GT-R が 、 
GT300 クラ ス は 埼玉 トヨ ペッ ト GB マ 
ー ク X MC が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 

リル ェ y 還 議 WRC 第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド 
デイ 3 SS12<19 が 行なわ れ 、 タ ナッ 
ク が 総合 トッ プ に 浮上 。2 番 手 に ラッ ピ 、 
3 番手 に ラ ト バ ラ 


8/4 [son 
F1 第 12 戦 ハン ガリ ーGP 決 
勝 ハミ ルト ン が 優勝 。 2 位 に フェ ルス 
2 パン 8 位 に アク ョ ッ ー リ の パス 
ャ ン ・ ベ ベッテル 
F2 第 8 戦 ハ ン ガ リー レー ス 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 8 月 17 日 ( 土 ) 時 点 の も の で す 


2 プレ マ の ミッ ク ・ シ ュー マッ ハー が 
優勝 。2 位 に カー リン の 松下 信治 、3 位 
に DAMS の セル ジオ ・ セ ッ テ ・ カ マラ 
F3 2 芝 三 欠 
2 プレ マ の マー カス ・ ア ー ム スト ロン 
グ が 優勝 。 の 2 ッ ク GP の レオ 
MI ドレ 二 ー 還 8 位 に 旧 二 み 
第 5 戦 富士 決勝 GT500 
クラ ス は WAKO'S 4CR LC500 が 、 
GT300 ク ラス は T-DASH ラ ン ボ ルギー 
ニニ GT3 が 優勝 
還 (敵国 WRC 第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド 
デイ 4 SS20 一 23 が 行なわ れ 、 タ ナッ 
ク が 優勝 。2 位 に ラッ ピ 、3 位 に ラ ト バ ラ 


8/6 [tue1 
F1 の 2 の 5 の 270 グ ラン 
プリ 開催 に つい て リバ ティ ・ メ ディ ア と 
話し 合い を 行なっ た と の 報道 
EE 2018/19 シー ズン を 
BMW i アン ドレ ッ テ ィ ・ モ ー タ ー ス ポ 
ー ツ で 戦っ た アン トニ オ ・ フ ェ リ ックス 
・ ダ ・ コ スタ 、 チ ー ム と の 合意 の も と 、 
DS テ チ ー タ ー に 移籍 へ 
ヒュ ンダ イ ・ モ ー タ ー ス 
ポー ツ 、 9 月 に TCR の 電動 車 版 で ある 
ETCR の レー シン グマ シン を 公開 する こ 
と を 明らか に 


8/7 wed1 


F1 メキ シコ GP の プロ モー タ 
ー、 ソ ー シ ャ ル メ ディ ア 上 で 新た に 3 年 
契約 が 締結 間近 だ と 発表 


8/@8 rthu1 


F1 メキ シコ GP の プロ モー タ 

ー と フォ ー ミ ュ ラ ワン グル ー プ の 間 で 新 
に 契約 が 結ば れ 、 同 GP が 2022 年 ま 

で 継続 され る こと が 決定 

FE 昨季 トロ ロッ ソ か ら F1 を 
戦っ た ブレ ンド ン ・ ハ ー ト レー、 
2019/20 シ ー ズ ン に 向け て GEOX ドラ 
ゴン と 契約 


8/9 fi] 


HNDYIW)※ マク ラー レン 、 ア ロウ ・ 
シュ ミッ ト ・ ピ ー タ ー ソ ン と 戦略 的 パー 
トナ ー シ ッ プ を 結び 、2020 年 に フル シ 
ー ズ ン エ ント リー する こと を 発表 
TCR の 電動 車 版 で ある 
ETCR に つい て 、 計 画 か ら わ ず か に 遅れ 
が ある も の の 、2020 年 に は 複数 回 レー 
ス が 開催 され る 見 と お し で ある と の 報道 


8/10 [set 


公式 テス ト @SUGO 初日 
GT500 ク ラス は 15 台 、GT300 クラ ス 


は 24 台 が 参加 。 この 日 の トッ プ タ イ ム は 、 


GT500 クラ ス は KEIHIN NSX-GT、 
GT300 クラ ス は SUBARU BRZ R&D 
SPORT が マー ク 

還 i』ii 較 較 第 6 戦 ブ ラン ズ ハ ッ チ レ 
ー ス 1 マル コ ・ ウ ィ ッ トマ ン (BMW 
M4 DTM) が 優勝 。2 位 に レネ ・ ラ ス 
ト (アウ ディ RS 5 DTM) 、3 位 に ニ 
コ ・ ミ ュー ラー (アウ ディ RS 5 DTM/) 


8/11 [sun1 


公式 テス ト @SUGO 2 日 
目 この 日 の トッ プ タ イ ム は 、GT500 ク 
ラス は KEIHIN NSX-GT が 、GT300 ク 


ort ss BEFORESAFTER 


今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 ま で の 予定 まとめ 


ラス は HOPPY 86 MC が マー ク 
第 6 戦 ブ ラン ズ ハ ッ チ レ 


ニン 2 ラク リト に 52 時 


6 紀和 2 ウシ UPPe 
RS 5 DTM) 


8/12 mon1 

F1 レッ ドブ ル 、 第 13 戦 ベル 
ギーGP か ら 、 ピ エー ル ・ ガ スリ ー に 代 
わり 、 ア レク サン ダー・ ア ル ボ ン を 起用 
する こと を 発表 。 ガ スリ ー は トロ ロッ ソ 
に 移籍 

J-F3 B-Max Racing with 
motopark、 第 7 大 会 も て ぎ で 笹原 右京 
を 起用 する こと を 発表 


8/13 tue 


FE1 ボッ タス が サマ ー ブ レ イ 
ク 中 に フォ ー ド ・ フ ィ エ スタ WRC の テ 
スト を 行なっ た 際 の 映像 が YouTube 上 
に 公開 され る 


8/14 rwea 


1 元 F1 世界 王者 の ジャ ッ ク 
・ ヴ ィ ル ヌー ブ 、 メ ル セ デ ス の ドラ イ バ 
2 ジン 0207020UOG2 に ンー ジン 
エス テバ ン ・ オ コン を 抜 握 す る の で は な 
く 、 ボ ッ タ ス を 継続 起 朋 すべ き と 自 身 の 
見 方 を 示す 


8/15 rtha 


1 ハー ス の チー ム 代 表 を 務 
め る ギュ ンタ ー・ シ ュ タ イナ ー、 チ ー ム 
の テス トド ライ バー で ある ピエ トロ ・ フ 
ィ ッ ティ パル ディ の スー パー ライ セン ス 
取得 に 苦心 


8/16 fm] 


環 【cire 包 較 スー パー 耐久 シリ ー ス 
ST-X ク ラス に 参戦 し て いる GTNET 
MOTOR SPORTS が 、 第 4 戦 鈴鹿 10 時 
間 に NISSAN GT-R NISMO GT3 で 参 
戦 す る と 発表 。 ド ライ バー は 浜野 彰彦 
星野 一 樹 、 山 田 英二 を 起用 へ 
ASARI NASCAR ド ライ バー で 現 
在 JR モ ー タ ー ス ポー ツ の チー ム オ ー ナ 
ー と NBC の 解説 を 務め て いる デイ ル ・ 
アー ン ハ ー ト Jr. が 乗っ た セス ナ 機 が 、 
テネシー 州 エ リザ ベス トン 空港 に 着陸 し 
た 後 、 滑 走路 か ら 外 れ 大 破 炎 上 し た と の 
報道 。 ア ー ン ハー ト Jr. ら 乗員 は 全員 無事 


8/17 sat 


1 ZENIO072 回 全 20 の 
が 2019 年 シー ズン 中 に レッ ドブ ル か ら 
F1 復帰 する オフ ァ ー を 拒否 し て いた と 
の 報道 
INDY 第 14 戦 ポコ ノ 予選 が 雨 で 
中 止 に 
SE 第 5 戦 も て ぎ 予選 TCS 
NAKAJIMA RACING の アレ ックス ・ パ 
ロウ が ポー ルポ ジ シ ョ ン を 獲得 。 2 番手 
に ITOCHU ENEX TEAM IMPUL の 平 
川 亮 、 3 番手 に DOCOMO TEAM 
DANDELION RACING の 福住 仁 嶺 
FE3W 第 / 大 会 も て ぎ 第 16 戦 
サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ (B-Max 
Racing with motopark F3) が 優勝 。 
2 位 に 宮田 痢 朋 (カロ ー ラ 中 京 Kuo 
TOM'S F317 ) 、 3 位 に 大 湯 都 史 樹 
(TODA FIGHTEX) 


8/18 sun 
INDY 第 14 戦 ポコ ノ 決勝 チー 
ム ・ ペ ンス キー の ウィ ル ・ パ ワー が 優勝 。 
ら 全 ( 胃 2 の カウ ラン の の (2 ド NO の 
ィ ク ソン 、 3 位 に チー ム ・ ペ ンス キー の 
シン モン ・ パ ジェ ノー 
SF 第 5 戦 も て ぎ 決勝 平川 が 
優勝 。2 位 に carrozzeria Team KCMG 
の 小林 可 夢 偉 、3 位 に VANTELIN 
TEAM TOM'S の ニッ ク ・ キ ャ シディ 


朋 酸 還 | 第 7 大 会 も て ぎ 第 17 戦 
宮田 が 優勝 。2 位 に フェ ネス トラ ズ 、3 
IN 還 ( の 上 に 生 申 県 出 KiG 
TOM 'S F317) 第 18 戦 フェ ネス トラ ズ 
が 優勝 し 、 今 シー プン の タイ トル を 獲得 。 
ら ョ (ei 四国 ID 大 者 0 机 
(ThreeBond F318) 


8/22 run 
| WRC iD だ 

EVENT 公道 パレ ー ド 「 鈴 鹿 モー 
ター スポ ー ツ フェ ステ ィ バ ル ]| が 開催 


8/23 [fm 
還 昌 に い 蘭 第 10 戦 ドイ ツ 


| オー トス ポー ツ 」 No.1513 発売 


AR 
症 


8/24 rsati 
INDYP 第 15 戦 ゲー トウ ェ イ 
較 還 開講 第 7 戦 ラ ウジ ッ ツ リン ク 
問 記 (> 細 議 第 10 戦 ドイ ツ 


8/25 sun1 
加 【cTEe 岬 較 第 4 戦 鈴鹿 10 時 間 
第 7 戦 ラ ウジ ッ ツ リン ク 
英 論 に ( 世 議 第 10 戦 ドイ ツ 


8/31 rsat1 
F2 第 9 戦 ベ ルギー 
F3WW 第 6 戦 ベ ルギー 


9/1 [sun1 
F1 第 13 戦 ベル ギーGP 
F2 第 9 戦 ベ ルギー 
F3 第 6 戦 ベ ルギー 


9/6 [fg] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1514 発売 


OFF SHOT 


WRC は ちょ っ と 早め の 夏休み か ら 明 け 、 
第 9 戦 フ ィ ン ラ ンド か ら 事 実 上 の 後半 戦 
が スタ ー ト 。 優勝 し た タナ ッ ク は フィ ン 
ラン ド に 拠点 を 置く トヨ タ WRT に 所 属し 、 
圧倒 的 な 速 さ を 示し て いる こと も あり 、 隣 
国 エ スト ニア 出身 な が ら な か な か の 人 気 
の 様子 で す 。 タ ナッ ク さ ん 、 フ ァ ン の 目 


の 前 で 見 事 に 優勝 で きた こと で すし 、 来 
年 も 残留 で お 願い し ます ! 


ー MY 6 
は | 1 


中 も 吉 


人 W ハ ヨ HO Tld MOd ゴ 
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M O TOR SPORT 


ー パ ーGT 第 5 戦 富 士 500 マ イル で は ワ 
コー 9 [際どい ピッ トイ ン 」| が 物議 を か も 
凡 総 (詳細 は 54 ペー シ 労 )。 この 取材 を し て い 
て 個人 的 に 思い あたっ た の は F 1 カナ ダ GP だ 
っ た 。 トッ プ を 走行 し て いた ベッ テル の 「 コ 
ー ス 外 か ら の 復帰 | に つい て 議論 を 呼ん だ " あ 
の 一 件 ” だ 。 乱暴 に 言え を ば ジャ ッ ジ する 側 の 
セン ス が 間 わ れ た わけ だ が 、 こ の 点 に 関し て 
は 、 コ ク ピ ッ ト に 収まる ドラ イ バ ー の 視界 、 コ 
ー ス の 実情 な ど を 理解 する 服部 尚 貴 氏 が 年 間 
を 通し て 公明 正大 に ジャ ッ ジ し て いる スー パ 
ーGT が F 1 を 上 回 っ て いる と 感じ た 。 (田中 ) 


カレ ンダ ー の バッ ティ ング ーー 一 これ 、WEC 
と スー パーGT を 担当 する 自分 に と っ て も 悩ま 
し い 間 題 で し て 、 今 季 で いう と ここ まで (GT 
岡山 公式 テス ト に は 行か が ず ) WEC セ ブリ ン 
グ に 行き 、(WEC スパ に は 行か ず ) GT 富士 
に 取材 に 行き まし た 。 そ し て この 秋 、 つ い に 
や っ て きま す よ 今世紀 (?) 最大 の バッ テ 
ィング ” が 。 そ う 、WEC 富 士 か 、DTM 最 終 
2 
出場 ) か 。 め っ ちゃ めちゃ 悩み まし た が 、3 
ES ラド CE で 
泡 s (答え は いずれ な か の ) 


「SFL 関 連 
急 来 マイ カー で も て ぎ に 向 か いま し た 。 メ デ 
ィ ア は 今回 、 スー パー スピ ー ド ウェ イ に 駐車 
させ て も ら っ た の で す が 、 こ れ が な か な か の 
傾斜 。 自 分 の クル マ は パー キン グ ブ レー キ を 
ガッ ツリ か け て も 、 ズ ルズ ル と 動い て し まう 
有 様 だ っ た の で す が 、 な ん と それ に 気づい た 


お 詫び と 訂正 


auto sport No. 1512 74 ペ ー ジ の 86/BRZ レ ー ス の 記事 に お いて 、「 今 
ブ マ ン シ リ ー ズ で 戦う 水谷 ] と あり ます が 、 


P の O 民 R TA 上 


で 記者 会 見 や る よ ]」 っ て こと で 、 


回 


aS-Web.jD 


の は 帰る と き 。「 念 の た め ] と リバ ー ス に 入れ 
て お いた (MT 車 な の で ) お か け で 事故 は 免 
れ ま し た 。 皆さん も MT 車 を 坂道 に 駐 め る と 
き は 、R か 1 速 に 入れ て お きま し ょ う ね 。 ち 
な み に 隣 の ラン サー の 人 は 輪 止め を か け て ま 
し 総 。 (きゃ りー) 


2019 夏 休み 衝撃 ニュ ー ス 第 1 位 は ……「 ガ 
スリ ー と アル ボン の 緊急 トレ ー ド 」]。 リ リー ス 
3 回 ぐら い 読 み 直 し ちゃ いま し た よ 。 た し か 
に ガス リー の 前 半 戦 は 思う よう な 結果 は 出 な 
か っ た で す が 、 そ れ に し て も な ん と 無 導 悲 な 


こと 。 で も SF で の 様子 を 見 て いた 側 と し て は 、 


まだ まだ これ か ら と 思う 気持 ちら も あり ます 。 級 
密 に 丁寧 に 突き 詰め て いく ドラ イ バ ー だ か ら 
きっ と 答え を 見 つけ て くれ る で し ょ う 。 ト ロ 
ロッ ソ に "出戻り" じゃ な く て 、 一 か ら 新 し 
い 気 持ち で 頑張 っ て ほし いで す よ ね 。 な ん だ 
か 儀 然 スパ が 楽し み に な っ て きま し た 。 

(実は ガス リー 推 
し 。F1 後 半 戦 も そろ そろ スタ ー ト で す 。yukg) 


今年 か ら 開 催さ れ た 「w-series に エン ト 
リー し 、 シ リー ズ 7 位 の 成績 を 残し た #85 小 
山 美姫 。euroformula open で 現在 ポイ ント ラ 
ン キ ング トッ プ の #33「 佐 藤 万 璃 音 |。WRC 
「 ラ リー ドイ ツ | で ヤリ ス WRC に 乗る 「 勝 田 
貴 元 | と 、 海 外 で 活躍 し て いる 日 本 人 ドラ イ 
バー が 好成績 を 残し て いる 。 彼 ( 彼 女 ) ら の 活 
躍 は 本 当 に うれ し い ニ ュー ス だ 。 現 役 F1 日 本 
人 ドラ イ バ ー が 誕生 する の も 、 時 間 の 問題 か 
も し れ な い 。 と 思う 今日 この 頃 で す 。 

(少し 体重 が 増え まし た ヒラ ケン ) 


補 ハ ら クラ 


EAN つま の 5 リリ 演 093 


う 水谷 ] で し た 。 水谷 大 介 選 手 、GR Tokyo Racing 様 、 関 係 者 の みな さま に ご 迷 
惑 を お か けし まし た こと を お 詫び する と と も に 、 訂 正 さ せ て いた だ きま す 。 編集 部 


で の 校正 時 に 誤っ た 変更 を し た こと が 原因 で す 。 今後 は より 一 層 の 正しい 報道 の 徹 
底 を 心がけ て まい り ま す の で 、 ご 愛読 の ぼ ど よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
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ワコー ズ が か が 敢行 し た 紙 一 重 の ビッ ト 


63i 国 に 22005 一 
ピッ トロ ー ド 50km/h 制限 ライ ン 


イツ 


24 号車 出火 


グリ ー ン フラ ッ グ 


SC ボー ド 掲 示 


スー パーGT 第 5 戦 富士 で 勝敗 を 決し た ワコー ズ 4CR LC500 
( 6 号車 ) の ピッ ト タ イ ミン グ 。 あ の と き の 詳 細 を 解説 し よう 。 
(①GT500 ト ッ プ 車両 が 105-106 周 目 に 差し か か っ た と きだ 
っ た 。 リ アラ イズ コー ポレ ーション ADVAN GT-R(24 号 車 ) 
が トラ ブル の た め ピ ッ ト 入 口 付 近 に マシ ン を 止め た 。 こ の と 
き 17 番 ポス ト で は イエ ロー フラ ッ グ が 、 メ イン フラ ッ グ タワ 
二 I0(8 の U り U 二 アラ リク の 用 示 され GU 7 レン バ ド トレ 
ト 上 に ある デジ タル フラ ッ グ は 「FRO」 (ファ ー ス ト ・ レ ス 
キュ ー・ オ ペレ ーション ) が 表示 され て いた 。 

② そ の 後 、 24 号 車 が 火災 に 見 交 わ れ た た め 、 レ ー ス コン トロ 
ー ル は すぐ に セー フ テ ィ カー の 導入 を 決定 。 レ ー ス 開始 か ら 
2 時 間 55 分 33 秒 が 経過 し た と きのこ と だ っ た 。 こ の 了 瞬 間 、 ス 
2 人 22300N 0 の 0 お (EGO ラ ョ ンク の の の ク 87 20000Oe Sil 
(セー フ テ ィ カー) に 切り 替え られ た が 、17 番 ポス ト で は イ 


ea ん ン 


イエ ロー フラ ッ グ 


イエ ロー フラ ッ グ 


SC ボー ド 掲 示 


エロ ー、 メ イン フラ ッ グ タワ ー で は グリ ー ン が 掲示 され て い 
た 。 な お 、 ド ライ バー ブリ ー フ ィング を は じ め 、 監 督 ミ ー テ 
カン シグ が で 人 8 目 胃 0 | ラン クル ララ ソック 0 1 シッ クッ 
ーション ” と し て の 役割 ] で あり 「 競 技 の 判定 は 各 ポ スト の 
フラ ッ グ が 優先 |] と アナ ウン ス さ れ て いる 。 こ うし た 事情 を 
知ら な い 観 客 や 視聴 者 に は 「 デ ジタル フラ ッ グ で は SC が 出 て 
いた の に 6 号車 は ピッ ト に 入っ た 」| と いう 誤解 を 招い た か も 
し れ な い 。 

③ そ の お よる 3 秒 後 (2 時 間 55 分 36 秒 時 点 )、24 号 車 の 状況 
を 目 の 前 で 確認 で き て いる 17 番 ポス ト で は 、 管 制 か ら の 一 斉 
連絡 を 受け て いち 早く 「SC ボ ー ド | を 掲示 し た 。 こ の と き 6 
号車 は ほぼ 第 1 セー フ テ ィ カー ライ ン 寸 前 の と ころ で 、 た し 
か に 際どい タイ ミン グ で は あっ た 。 ス ー パ ーGT で は SC が 出 
た あと の ピッ トイ ン が 禁止 され て いる た め だ 。 17 番 ポス ト の 


4/48 以 


競技 判定 ライ ン に は 第 1 SC ライ ン が 用 いら れ て いる た め 、 ル 
ー ル 上 は 「17 番 ポス ト で SC ボー ド が 掲示 され る 前 まで に 第 
1 SC ライ ン を 超え て いれ ば ピッ トイ ン が 許さ れる 」 こ と に な 
る 。 今回 の ケー ス は まさ に この 微妙 な タイ ミン グ だ っ た 。 服 
部 尚 貴 レー ス デ ィ レ クタ ー は 「 第 1 SC ライ ン を ほぼ 通過 し よ 
うか と いう 6 号 車 は 、 す で に 17 番 ポス ト の 確認 が 難し い 位 置 
に あっ た 。 し た が っ て 、 あ の 瞬間 に 6 号車 の ドラ イ バ ー が 注 
視 じ し 、 傍 うつ ぺき ポス ト は ほ は メイン フラ ソック タ ワー だ っ た | と い 
う 判 断 に より ピッ トイ ン は 際どい タイ ミン グ で セー フ の 判定 
が 下さ れれ 

(《④ さ ら に 、 そ の 3 秒 後 (2 時 間 55 分 39 秒 時 点 ) に メイ ン フ 
ラッ グ タ ワー か ら 「SC ボ ー ド 」 が 掲示 され た が 、 こ の と き 6 
号車 は すでに ピッ トロ ー ド の 50km/h 制 限 ラ イン 直前 まで や っ 
て 来 て いた 。 
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投入 する こと を アナ ウン ス し て いる 。 つ まり 、 レ クサ ス ブ 
ド と し て GT500 を 戦う の は 今季 が 


クサ ス 初 年 度 (当時 の 車両 は SC430 


の グリ ッ ド で ダン パー 交換 を 行なっ た ワコー ズ 。 い ずれ の 
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ナッ ト 不 良 で な けれ ば 
| 対策 | は 難し い 
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Text : 角田 五 十 四 (Isoshi Sumida) 


e ッ ト ア ウト し て 第 3 スティン ト を 走り 始め 
た ば か り の 立川 袖 路 か ら 、| ク ラッ シュ し 
た ! ハン ドル が きか な か っ た ! | と いう 無線 が 
人 人 っ た だ た 。 芽 三 ター に は 、 パ リア っ 込ん た 
ZENT LC500 の 姿 が 映し 出さ れ て いた 。「 原 因 
は ナッ トト ラブ ル ま た は 作業 ミス の どちら か ] ( 村 
田 淳 一 工場 長 ) だ と いう 。 充分 な トル ク で 装着 さ 
れ た ホイ ー ル は 、 そ の 内 側 に 打 痕 が し っ か り と 残 
る の だ が 、 問 題 が あっ た 右 フ ロン ト の 痕跡 は 弱 か 
っ た 。 チ ー ム は 録画 し て お いた ピッ ト 作 業 の 動画 
を 確認 し た が 、 作 業 ミ ス ら し き 様 子 は ば ほとんど な 
か っ た と いう 。 | 唯一 ある と すれ ば 、 ガ ン を 打つ 
時 間 が 長かっ た 点 」 と 村田 工場 長 は 言う 。 通常 、 
トリ ガー を 引け ば 「 ガ ガ ! | と 一 瞬 で 締まる も の 
が 、「 ガ ガガガ ! | と わずか に 長かっ た 。 こ れ は 
何かしら の 抵抗 が あっ た 可能 性 も ある 。 問題 な の 
は 、 多 少 の 異常 が あっ た と し て も ある 程度 は 締 ま 
っ て し まう こと が ある と いう こと 。 そ し て その 上 異 


| ほぼ 1 基 目 」 の 
恐る べき 
ポテ ン シ ャ ル 


Text : 角田 五 十 四 (Isoshi Sumida) 


300 の マシ ン が 前 に 2 台 い る 状態 で 
ダン ロッ プ コ ー ナ ー を 立ち 上 が り 、 
1 台 を その 直後 に 抜き 、 続 く 第 13 コ 


ー ナ ー で も う 1 台 の イン を 突い た が 、 


そこ で 接触 し て し まっ た 。 マ シン は 
左 フ ロン ト の アー ム が 曲がり 、 ア ッ 
プラ イト も 損傷 し て いた と いう 。 


ー ス 前 、 ワ コー ダ LC500 の スタ ッ フ が こ 
う 語 っ て いた 。 | タイ で 勝て た けど 、 あ の 


レ 


レー ス で 一 番 ス ピー ド が あっ た の は 36 号 車 だ と 
認識 し て いる 。 だ か ら 気 は 抜け な い | と 。 


その 言葉 どおり に 、 流 れ は au LC500 に 傾き か 
け て いた 。 BS を 履く レク サス 勢 は 、 多 く が ハー 
ドコ ン パ ウン ド を 軸 に 組み 立て て いた が 、au は 
ミディ アム を 中 心 に 考え て いた 。 日 差し が 強い ス 
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常 の 有無 は 周囲 か の ら は 判 
別 不可 能 で 、 締 め て いる 
本 人 に も | 伝わる こと も 
あれ ば 伝わら な いこ と も 
ある | の だ そう だ 。 

ナッ ト の 不良 が 原因 な 
ら ば その 強化 品 を 作る 、 あ る い は 使用 前 の 点検 を 
徹底 すれ ば いい の だ が 、 作 業 ミ ス だ っ た 場合 、 今 
回 の 事例 の 対策 は 難し い 。 ナ ッ ト を は め る 際 、 ソ 
ケッ ト に 添え る 左手 で ソケット ご と ね じ り な が ら 
内 部 の ナッ ト を ネジ 山 に 合わ せ て いく し か な さそ 
う 。 当 然 そ れ は 1 秒 2 秒 の ロス が 生ま れる 。| チ 
ー ム と し て も 、 ス ピー ド を 求め すぎ て いた か も し 
れ な い 」| と 村田 氏 は 言う 。 セ ル モ の ピッ ト 作 業 は 
GT 界 で も トッ プク ラス の 速 さ を 誇り 、 右 側 担当 
の メカ ニッ ク は 経験 豊富 で ミス も 少な いと いう 。 
それ で も わずか な ほこ ろ び が 見 え 隠 れ す る スー パ 
ーGT は 、 じ つ に シビ ア な 戦い を 強い られ て いる 。 


ター ト 直 後 は や や 上 厳し か っ た が 、 関 口 雄飛 が 担当 
し た 第 2 ステ ィ ン ト 中 盤 か ら 気 温 の 低下 と と も に 
コン ディ ショ ン が タイ ヤ と マッ チ し 始め て いた 。 
第 3 ステ ィ ン ト を 担当 し た 中 嶋 一 臣 の ペー ス は 
良く 、 涼 し い 時 間 帯 の ゴー ル に 向け て すべ て が 順 
調 だ っ た 。 関口 に 交代 する 、 ま さ に その 周 に 一 貴 
か ら | 終わ っ た | と 無線 が 入る 。 第 13 コ ー ナ ー 
で GT300 の マン シン と 接 ー し て し まっ た の だ 。 ピ 
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スタ ー ト 直後 は au の 中 嶋 一 中 と 見 応え ある バト ル を 展開 し 、 ポ ジン 
ョ ン を 守っ た まま 第 1 ステ ィ ン ト を 終え た 。 バ トン を 受け 取っ た 石 
清 宏 明 は 、 軽 量 の ケー ヒン NSX に 次 ぐ ハ イペ ー ス で 順調 その も の 。 
ピッ ト の 究 囲 気 ち イケ イケ だ っ た 矢先 ……。 ク ラッ シュ 後 、 ピ ッ ト 
に 戻っ て 来 た 立 川 は 言葉 少な に サー キッ ト を 後に し た と いう 。 


N 


S,)057/98 


ら , 人 62/ 


ッ ト に 戻っ た 一 臣 は 、 チ ー ム に 謝罪 し た 。 

今回 か ら レ クサ ス 勢 は 今季 2 基 目 の エン ジン を 
投入 し た が 、au は 第 2 戦 で ブロ ー し た た めそ の 
翌 戦 か ら 2 基 目 を 入れ 、 そ の まま 継続 し て いる 。 
つま りほ ぼぼ 1 基 目 の 性 能 の まま 、 ト ッ プ に 絡め そ 
うな 勢い が あっ た 。 ラ イフ の 問題 か ら 、 今 後 3 基 
目 投入 は 避け られ な いよ うだ が 、 そ うな っ た ラウ 
ンド は ぶっ ちぎ り そ う で ある 。 


誠一 郎 (Seiichiro Aritomi) 
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(Shigenobu Yoshida) 


小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) ノノ 吉田 成 1 
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: 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) ノ 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
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いく K” 共和 へ ュ っ Jp 結 配 的) 
下 路 や で し っ keHAIANGQ 理 
叫 避 絞 くつ 5 つ 全 つ 中 代入 台 槍 
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NeG し NN で 32J304Q や 喘 忠 培 公 麗 te 
ぐし セ | っ ) 宮 酢 村 Ne で GS 中 お へ 6 肛 
を 型 貧 輸 彰 細 "| や つき さ 括 束 握 器 ) つ 


し 悦 雨 つ し っ Ne@G し 丈 87 non っ 心 
喘 器 や し WS さっ し ゃ 公 軍 ぶ せら 話 
G 忠 部 w 盟 つつ し っ ip? 慰 斗 ら 鑑 
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志和 し CTJAJJp し 選 | 

| 國 っ 愉 地 jn つき ペー モード 
て 軸 避 十 琶 に" 革 款 財 @ 地 っ 暑 裳 レ H 
へ 公 へ 選出 路 も や NOTJAJP NO で 中 
喘 | 部 和 3 む G 骨 し せる っ っ ) 窟 安 肌 彰 牧 
3 昌 e" | 来 豆 ロ 表 つじ し ゃ 20)J6 し 
ぷ SnI@hJ っ ) 全 し ゃ ON6 全 せ 暫時 誰 つ 


ー 


各 陣 営 と も ター ボ の 能力 限界 まで 使っ て いる 現状 か ら す る と 、 WH50kg 超 で 段階 的 ( 
と の 不利 が 多少 減る 状況 も 考え られ る 。GT500 の 戦い を 巡る 要素 は 複雑 さ を 増 し て いる 。 


大 ウエ イト ハン デ で 臨む オート ポリ ス は 標高 が 高い 。 


絞ら れる 燃料 リス トリ クタ ー の ステ ー ジ が 上 が る 
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つじ し 時 陰 つ し 公 /Q 2JhTJH6 し 庫 人 StG 会 
下 信 し っ あ セ ” ト J で せ 咽 引 G ミー」 ト 
ャ へ ヘ ー ふ し じゃ 」" 
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SG Qu 中 弾 、 公 Jin 会 。 NTJ や 王 MM 
つや ぐ | 


隊 に つなげ けら 


安定 し て トッ プ を 走行 する も 、 ピ ッ ト 4 回 の 


裏 を か か れる 形 と な っ て し まっ た 。 


レー ス 前 半 は 


R. ク イン タレ ッ リ 自身 初 と な る 1 シー ズン 3 回 目 の PP も 優 


れ な か っ た 。 
うち 3 回 目 で ライ バル ( 


を 詞 彰 細 き “Cm 砂 、 く ぐつ っ 
ャ ハマー 届く で 世 賑 ロ い っ じ し 功 M 紅 
で 87 つつ 会 つ 。 っ 和 で ロ パ や バー 中 弾 、 
選 二 回 Ne 直 緯 や “Qd 胡 、 全 世 つ し っ 
NeG や 画 財 っ さっ し SNQOT つ 全 や p 肩 
さや oo の 財 し 和 S で ご NNWSN で GII や ハー 


隔 
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尋 日 へ へ へ 還 団 恨 公 瑞 虹 じゃ On6" 

JIJ 公 ぐ 選 壮 活 ” 喘 幅 則 そ ヘ て し 
周 \( い 1 代 お へ 表 弄 \* こ いも おく つう 心 
図 慌 GS 公 し 11 お へ で 財 革 松 に K 
ぐい HANAA の うっ 心 や JO ドー 
て 、 会 NehJ ュ 8 配 Q 全 SO? 和 
司 昼 くい ド ポー ドル へ に K っ Jp” 屋 殺 
3 っ J つ し 23J い 男 ン GS 30G ひさ ー 
KN6G 会 p 則 聴き の レツ GSC 
7 OZQ け ーー に K。 の つの O 〇 ^ 
や し っ 衝 で や の - の ト 全 貴陽 
っ JsNe ローK 了 し SNe" 中 て へ ずり ド ハハ 
SW 絡 心 親 罰 字 は つい し ゃ 此 つ っ 中 
m 計 人 中 加 3YO で IO" 
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決勝 で 意 浮 上 し た レイ ブリ ッ ク の 戦い 方 


"お つり の 4 秒 " と 名 台 


ラプ 
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戦 も 予選 で 

けど 決勝 は 
の ) プ 


* な けれ ば 勝て て 


ル テ ィ が 


は 大 外し し た 
よかっ た の で 、 
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Text : 中 野 一 史 (Kazushi Nakano) 


OKI ト ハー て 薄 調 " 中 拓 ぐ 由 中 
HI ロー ミ の F - エ せ ーh ト | ト Y ド 
ー 継 棚 忠 王 り て ペー ハ る っ) 内 る 
届く し っ で 087 正 蜂 会 醒 記 記さ て かれ ユ 
^ 必 乙 の ※% - の ヒ 6 了 ゴ 恨 江 由 せ I い K て 
ー 皿 NNNATHT や ユー32J 宮 で 
G 客 塞 し Mn て リロ 亜 因 5” JJ し 
ホー ベ ゼ 沸 到 唱 Ne 引 下 骨 還 交 さ ー 
の 守 ご 情 さ "配信 ロ 中 下 ロ ー ミ 〇 ヒ 
- 抽選 じ one 状 肌 く 私 日 へ へ ハ 
・ こ て ハ 選 測 さ つ SG や 7 

saIK 吸 G 軸 に JJ や リー と ロニ 
か ヘ と 6 マモ) レル ハハ 全 っ うじ 公 中 
へ や 中 や 舞 人 S マー に K や 中 到 ? 中 編 
2J で ご こく こ て へ や 由 下 ロー さ の F - 
GF ト 諾 棚 宮 羽 じ 皿 回 交 由 加 N0 ょ JJ っ) 
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Photo : 森山 俊一 (Toshikazu Moriyama) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) / 草 皆 茂 則 (Shigenori Kusakai) 
三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) ン 小 笠原 貴 士 (Takashi Ogasawara) 


トー ンダ ウン する ベル ガー の 発言 
果たし て 何 台 が 来 日 する ? 


OOTTTTTTYTTTYTTTTTYTYTTTTTYTYIUTTYTUTTTTTITITTTTTTTTTTKYNIUUYTTTINTTTITTTITITTTTYTYTUTNTTTTUTUUTYTTTUYYTUUTUEYTUIUNTTUTTUTTYTITTTTUIYTTTTTEYTTTNTTITTYITTTTTTIUTTTITITTTTTYTI 


: 貝 島 由 美子 (Yumiko Kaijima) 


予 選 日 、DTM の プロ モー ター で ある ITR の 代表 、 ゲ ル ハ ルト ・ ベ ル ガ ー が 
来 日 。GTA と の 合同 記者 会 見 が 行なわ れ 、11 月 に 富士 で 開催 され る 特別 
交流 戦 の フォ ー マ ッ ト や 性 能 調整 な ど に つい て 詳細 が 明らか に な っ た 。 気 に な る 
DTM サイ ド か ら の 参加 台数 や ドラ イ バ ー に つい て 、 富 士 で は ベル ガー か ら 「6 
>10 台 を 持っ て きた い | と いう 話 が あっ た が 、7 月 の DTM ノリ スリ ンク 戦 で 取 
材 を し た 際 に は 、 こ の 人 台数 に つい て 「10 台 以上 」 と コメ ント し て いた こと を 考 
えれ ば 、 若 干 ト ー ン ダウ ン し て いる 感 は 否め な い 。 現在 、DTM に 参加 し て いる 
ワー クス カー は 、 ア ウデ ィ 6 台 、BMW 6 人 台 。 そ の 他 の アウ ディ 2 台 と アス トン 
マー ティ ン の 4 台 は プラ イベ ー タ ー と いう 扱い だ 。 つ まり 、 自 動車 メー カー の 支 
援 が 受け られ な い チ ー ム と な る 。 ノ リス リン ク で アス トン マー ティ ン の 首脳 に 「 次 
は 富士 で お 会 いし まし ょ う 」| と 声 を か けた 時 、 非 常に 微妙 な 表情 を し て いた の が 
気 に な る と ころ 。 富士 で の 会 見 後 、 ベ ル ガ ー に 「 い つ 最 終 的 な 台数 の 発表 する の 
か ? | と 突撃 する と 、「 ブ ラン ズ ハ ッ チ 戦 (8 月 11 日 決勝 ) の 後に 会 議 が あり 、 

' そこ で 最終 決定 し て 発表 する 予 
定 だ ] と 語っ て いた が 、 本 積 締 
切 段階 で は まだ 発表 に 至っ て い 
な い 。 そ こ に は 、 各 メー カー や 
チー ム の 懐 事情 も 大 い に 関 係 し 
て いる 模様 だ 。 ノ リス リン ク で 
も 富士 で も 、 ベ ル ガ ー は 「3 メ 
ー カ ー の クル マ を 持っ て くる ] 
と 明言 し て いた 。 な る べく 多く 
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会 見 で は 特別 交流 戦 の 一 部 概要 も 発表 、 土 日 と も に 予選 ・ の マシ ン が 日 森 で 見 られ る こと 
決勝 を 行ない 、 決勝 は 55 分 + 1 周 、 四 輸 タ イヤ r 換 が 義務 フレ て アー 
付け 。DRS と プッ シュ ・ ト ウゥ ・ パ ス は 採用 され な い 。 を 期待 し た い 。 
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リザ ルト だ け で は 見 えて こない 、 裏側 に 迫る 
悔し い 2 位 
それ で も こぼれ た 笑顔 の 理由 


じつは | いま 、 一 番 速 い ク ル マ 」 
クラ フト スポ ー ツ に ご 用 心 


OUTTTYTTYTYTTYTTTTYTTTYTTTYTTTUTYTTYTTTTYTYTTTYTTUTTTTTDTTUTTTITTNTTYTTUUYTTTUTITTTUTTITUTTTTTUTTTTTUTIYTTUITTITYTITITTTTUUTTITTUTTTITITTIYTTITTTTTTY1 


Text : 中 野 一 史 (Kazushi Nakano) 


S.A/52K2/ 
セー フ テ ィ カー 明け 、 ダ 
ン ロ ッ プ 進 入 で イン 側 の 
ウェ ッ ズ と マコ ヴィ ッ キ 
が 接触 (裁定 は レー シン 
グ ア ク シ デ ン ト )。「 最 初 
の ステ ィ ン ト は タイ ヤ の 
内 圧 が 高く て 少し 苦労 し 
だ けど 。 梨 3 ス ティ ント 
は 強かっ た 。 接触 は 残念 
だ っ た けど 、11 番 手 か ら 
3 番手 まで 挽回 で きた わ 
け だ し 、 僕 ら は コー ス 上 
で 一 番 速い クル マ だ っ 
た | と 。 フ ァ ス テ ヌ スト も 
マー ク し た マコ ヴィ ッ キ 。 


NICO TOSI5IlIlOljlblblmtl 
スタ ー ト を 切っ た 今季 の クラ フト スポ ー ツ 
GT-R は 、 当 初 か ら 第 5 戦 で の 表彰 台 獲 得 を 狙っ て 
いた 。 テ スト の 機会 も 少な いな か 2 度目 の 富士 と な 
る こと 、 そ し て GT-R の 得意 と する コー ス で ある こ 
と が 、 そ の 理由 だ 。 予選 は 赤旗 の 影響 も あり 「 悔 し 
い 」 (平手 晃平 ) 2 番手 と な っ た が 、 前 戦 タ イ も 予選 3 番手 と |「 ベース と な る セ 
ッ ト が で き て きた 」 (田中 利和 監督 ) うえ に 、 ド ライ バー ふた り の 順応 も レー ス 
ご と に 進ん を で いる 。 レ ー ス で は フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ の 接触 や ブレ ー キ ト 
ラブ ル が あり 結果 は 残ら な か っ た 。 だ が 、 一 時 は トッ プ に 立ち 、 ピ ッ ク ア ッ プ に 
苦し む モ チュ ー ル GT-R と は 対照 的 に ステ ィ ン ト 終盤 まで 快調 な ペー ス を 維持 す 
る な ど 、『 最 大 の ベン チマ ー ク "23 号車 (今回 の ウエ イト 差 は 17kg) を 上 回 っ 
て いる 部 分 も ある 。 田中 監督 は 今季 の 目標 を 「( ラ ン キ ング ) トッ プ 6」| と 語る が 、 
最大 ウエ イト と な る 次 戦 で は 、 す べ て が か み 合 えば 優勝 も 狙え る は ず だ 。 
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Text : 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 


レ ー ス は 結果 が すべ て だ 。 ど ん な に 内 容 が 良 
く と も 、 運 に 左右 され よう と も 、 シ リー ズ 
ポイ ント は リザ ルト に 応じ て し か 得 ら れ な い 。 し 
か し 、 時 に リザ ルト だ け で は 見 えて こない 部 分 が 
ある 。 埼玉 トヨ ペッ ト GB マー ク X MC(52 号 車 ) 
の 第 5 戦 富 士 の 週末 は 、 ま さ に それ だ っ た 。 
まず は 予選 。Q2 で 吉田 広樹 の 自身 初 ポ ー ル ポ 
ジ シ ョ ン (PP) 獲得 に 沸い た 裏側 で 、 脇 阪 薫 一 
は Q2 進 出 ギ キリ ギリ の 16 番 手 だ っ た 。 リ ザル ト だ 
け を 見 れ ば 、 吉 田 の 速 さ が 際 立つ 。 実 際 、 吉 田 は 
速い 。 だ が 、Q1 の 薫 一 に は メー ター 表示 が すべ 
て 消え 、 無 線 も 使え な い 電気 系 の トラ ブル が 発生 
し て いた 。 ギ ヤ ポ ジ シ ョ ン も 分 か ら ず 、 シ フト タ 
イミ ング の ラン プ も 点 か ず 、 薫 一 は エン ジン 音 を 
頼り に シン フト チェ ンジ し て いた 。 そ の 状況 で の 
Q1 突 破 は 称え られ る 結果 だ ろう 。 そ れ が な けれ ば 、 
吉田 の PP も 紡 と な っ て いた の だ か ら 。 
決勝 は ポー ルス ター ト か ら の 2 位 。 参戦 3 年 目 
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52 号 車 は タイ ヤ 無 交換 で ダブ ル 
& ト リプ ルス ティ ント を 走破 。 
この 実戦 テス ト が 、 タ イヤ 開発 
を 促進 させ る 。 第 6 戦 オ ー ト ポ 
リス 、 第 7 戦 SUGO は MC が 得 輔 革 還 
意 と する サー キッ ト 。 そ こ で の 証 
初 優勝 は ある か ? 本 人 三 
の チー ム に と っ て ベス トリ ザル ト だ が 、「 も ちろ 
ん 勝ち た か っ た し 、 そ の チャ ンス は あっ た と 思う 
の で 悔し い | と いう 吉田 に 、「 僕 た ち は 勝 つか 負 
ける か で や っ て いる 。 2 位 も 3 位 も 4 位 も 一 緒 な 
ん で す よ 」| と 薫 一 が 付け 加え る 。 た し か に 、 セ ー 
フ テ ィ カー と いう 運 の 要素 が 働か な けれ ば 、52 
号車 が 勝っ て いた レー ス だ っ た 。 

それ で も 、| 久々 に 満足 は し て いま す 。 勝っ て 
な い の に これ だ け 僕 が ニコ ニコ し て いる の は 珍し 
いで し ょ ( 笑 )」 と 薫 一 。 そ れ に 吉田 が |2 位 で 
も 充分 な 収穫 が あっ た か ら 」| と 呼応 する 。 

ドラ イ バ ー 交 代 を 伴う 4 回 の ピッ ト が 義務 付け 
られ た 富士 500 マ イル レー ス で 、 ら 52 号 車 は 2 回 


目 の ピ ッ ト 時 の み し か タイ ヤ を 交換 し て いな い 。 

つま り 、 タ イヤ 無 交 換 で 後半 の 3 ステ ィ ン ト を 走 
り 切 っ た の だ 。 こ の 戦略 は 賭け で は な く | 実戦 テ 
スト | だ と いう 。GT500 を 主戦 場 と する ブリ ヂ 
スト ンタ イヤ で 、 今 季 か ら の 新規 チー ム で ある 
52 号 車 は 、 ま だ マザー シャ ンー (MC) に 合わ 
せ 込 ん だ タイ ヤ 開 発 が 進 ん で いな い 。 そ し て 、 翌 
周 末 に 行なわ れ た SUGO テ スト で 、MC に 合わ せ 
た タイ ヤ を 初め て テス ト し た 。 2 日 間 の 総合 タイ 
ム は 3 番手 。 こ こ に “試し の トリ プル ステ ィ ン ト " 
の デー タ が 今後 の タイ ヤ 開 発 に 活か され る 。 そ こ 
で 感じ た 期待 に 、 自 然 と 笑顔 が こぼれ た の だ ろう 。 
52 号 車 の 初 優勝 は 、 近 い 未 来 に 起こ り 得 る 。 
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Text : auto sport web Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) 小林 勝彦 (Katsuhiko Kobayashi) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


上 決勝 リザ ルト 8 月 4 日 (日 ) | 4.563kmx175 周 =798.525km | 決勝 出走 15 台 | 完走 11 台 | 天候 : 晴 | コー ス : ド ライ | 
順位 No. ドラ イ バ ベス ト タ イ ム グリ ッ ド WH(kg) 
1 6 WAKO'S 4CR LC500 大 嶋 和 也 プ 山下 健太 LEXUS LC500 BS 175 4:52'55"248 1'31"677 。 11 70 
2 1 RAYBRIG NSX-GT 山本 尚 貴 プ だ ジェ ン ソ ン ・ バ トン Honda NSX-GT BS 175 +31"214 1'31"672 10 22 
3 23 MOTUL AUTECH GT-R 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ NISSAN GT-R MI 175 +36"658 1'30"984 1 49 
4 37 KeePer TOM'S LC500 平川 亮 プ ニッ ク ・ キ ャ シディ LEXUS LC500 BS 175 +55'881 1'31"873 14 68 
5 12 カル ソニ ッ ク IMPUL GT-R 佐々 木 大 樹 プ ジェ ー ム ス ・ ロ シタ ー NISSAN GT-R BS 175 +1'00"276 1.31"944 12 19 
6 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 武藤 英紀 中 嶋 大 祐 Honda NSX-GT YH 175 +1'18"436 1'32'"005 9 4 
7 8 ARTANSX-GT 野尻 智紀 伊沢 拓也 Honda NSX-GT BS 175 +1'30"'137 1'32"196 15 40 
8 17 KEIHIN NSX-GT 塚越 広大 ベル トラ ン ・ バ ゲッ ト Honda NSX-GT BS 174 -1Lap 1'31"121 8 12 
9 19 WedsSport ADVAN LC500 国 本 雄 資 坪井 半 LEXUS LC500 YH 174 -1Lap 1'31"580 3 35 

10 64 Modulo Epson NSX-GT ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン / 牧 野 任 祐 Honda NSX-GT DL 172 -3LaDS 1'31"352 7 5 
11 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 平手 晃平 フフ レデ リッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ NISSAN GT-R MI 138 -37Laps 1'30'852 2 32 

24 リアライズ コー ポレ ーション ADVAN GT-R 高 星 明 誠 プア ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー NISSAN GT-R YH 104 -/1Laps 1'31"946 6 28 
36 auTOM'S LC500 中 嶋 一 貴 ン 関口 雄飛 LEXUS LC500 BS 102 -73Laps 1'31"763 5 48 
39 DENSO KOBELCO SARD LC500 ヘイ キ ・ コ バラ イネ ン ノ 中 山 雄一 LEXUS LC500 BS 82 -93Laps (USAMUSE 馬 40 
38 ZENT CERUMO LC500 立川 祐 路 ノ 石浦 宏明 LEXUS LC500 BS 69 -106Laps 1'32"199 。 4 61 


儲 フ ァ ス テス トラ ッ プ 1'30"852 No.3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R フレ デリ ッ ク ・ マ コ ヴ ィ ッ キ 

念 黒白 旗 提 示 No.24 ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー、 No.38 罰金 100.000 円 (SpR.25-6.「 ホ イー ルナ ッ ト の 脱落 ] ) 、 No.64 ナレ イン ・ カ ー テ ィ ケ ヤン ドラ イブ スル ー(SpR.13-1.a「 危 険 な ドラ イブ 行為 」 ) 
価 SC:1)15:43(73Laps) -16:01 (79Laps) 2)16:42(106Laps)-17:00(112Laps) 

SpR.38-1. に より 18 時 40 分 で レー ス を 終了 し た 。(175Laps) 

タイ ヤ : BS= ブ リ ヂ スト ン 、 DL[= ダ ン ロ ッ プ 、 MI= ミ シュ ラン 、 YH= ミ ヨコ ハマ 


ん AO02y8577 


蘭 (上) モチ ュー ル NSX は タイ ヤ が 厳しく 、 第 1 ・ 第 2 ステ ィ ン ト 
四 が 想定 外 に 短く な っ て し まっ た 。 5 ストップ も 止む な し か と 思わ 
れ た が 、 第 3 ステ ィ ン ト か ら 投 入 し た タイ ヤ が 安定 、 加 えて 二 度 
の SC 導入 に も 助け られ 、 ギ リ ギ リ の と ころ で 4 スト ッ プ を 達成 、 
今季 最上 位 の 6 位 で ゴー ル 。( 下 ) | レク サス 勢 の な か で 、 う ち だ 
け 少 し 違う (ハー ド ) タイ ヤ を 使っ て いた 」 (小枝 正樹 エン ジニ 
ア ) と いう キー パー は 、 序 盤 あ まり ペー ス が 上 が ら ず 。 一 度目 の 
SC も アン ラッ キー と な っ た が 、 淡 々 と 走る と フィ ニッ シュ 時 に は 
4 位 に 浮上 し て いた 。 ラ シキ ンダ で は 2 位 に つけ る 。 
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1 度目 の SC が ちょ うと 2 回 目 の ビ ツ ト タ イ ミン グ と 重なっ た が 、 ・ 導入 下 前 
に ケー ヒン 、 キ ー パ ー を 除く 全車 両 が ピッ ト を 済ま せる こと が で きた 。 2 
度目 の SC で は ワコー ズ の み が ぎり ぎり ピッ トイ ン で き 、 大 き な ア ド バ ン テ 
ー ジ を 得る 形 に 。 そ の 2 上 度目 の SC 明け 、 モ チュ ー ル GT-R、 ク ラフ トス ポ 
ー ツ 、 カ ル ソ ニ ッ ク の ニッ サン 勢 3 台 が 同時 に ピッ ト へ 飛び 込ん だ 。 良く 
も 悪く も 、SC が カギ を 握る レー ス と な っ た 。 
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R イ | 1 離 た の ス そ 4 6 は レバ 3 に リ 終 れ 番 ト | ツ | さ レ ト 時 ス が 
が ブ "/Z 規 さ が テ モ 上 の 6 秒 二 ここ イ | 番 最 快 | え 1 手 ス ルト ズ れ | 口 と 点 側 白 そ 
3 リ ワ 5 定 れ 攻 | チ で 後 周 台 ス の ブ 交 手 後 走 ド る 先 1 で ポ ボ G を は た ン | の で で 煙 の 
位 ツ ッ コ 周 周 て 略 ル ュ 20 終 だ モ ピ リ 代 の の を を 頃 頭 3 コ | T 1 上 が ク ド 有 瞬 2 マ を 直 
表 ク | で 回 い に に | 位 ・ 了 っ 陣 ツ ッ “ モ ビ ピ 続 手 に 集 周 | ツ ・ 回 位 お 口 へ 間 度 シト 後 
彰 が ズ 18 数 き は 張 ル 争 3 時 た 営 ト ク そ チッ け に は 団 目 ス `R 多 で 答 | と ` 目 ン げ 
台 入 が 時 の 至り G い 2 点 レ の 作 も れ ュ ユ ュ ト た す ワ の 突 へ カ `< 1 め ズ 飛 2 の を `5 
を り 連 40 1 こら 付 T が 5 で イ 方 業 ピ に | へ ワ る コ 4 入 と ルレ 終 台 な と び 番 S 止 ピ 番 
獲 勝 分 7 れず い ・ 繰 秒 2 ブ で で ッ ツ 反 ル “ コ こ ご | 台 か 戻 ソ イ え だ し の 込 手 C め ツ 手 
生 モ を に 7 で "た HU り 差 秒 り “` 軍 下 応 G 続 | と ズ が ら る ニブ た け “タル ん の が る ト 走 
し チ 決 到 周 勝 そ ま は 広 ま 台 ツ ピ 配 を し T く ズ に が す レ こ ッ ツリ 状 ル こと こ イ で ワ 導 と 信行 
こく ユ め 達 に 負 の ま レ け で に クッ が 行 1 は ?" ほ べ | と クッ 上 | れ ミ お コ 入 `~ 口 の 
? | し は あぁ 後 周 イ ら 人 迫 ま と ト 上 な 続 R4 1 ぽ ぼ て ス に に ク で テ に ン り |「| さ 1 付 リ 
G 位 エ か “次 を リ た 短 差 ン 上 つた 周 ド 周 4 回 再 い 多 生 リグ が た 7 の ラ 
T に ッ ず 第 重 ツ “" コ 縮 を 前 た "回 ラ 目 周 分 ト 開 た で ラチ の ワ 検 ツ ピ “ 周 コ イ 
。 2 カ ミ (ね グ | "1 に の で イ に 目 の を さ "5 フュ ピコ 証 ト ツ 目 !| ズ 
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っ J^ の 貞 貴 K ペ ーー で 区 つと つ a 
ー> マ つく の ヒ - 下 会 | 習 リロ て SR 
ロ 映 Hmo" つ 人 s つ "CN 世 mt 
リー 三 〇 公 ^ 忌 堅 四 宏明 て 
と か その ロレ セー 受 〇 公 NW で で 
エエ つ ン つ an OF - 紀 全 で つ ^ ド 中 
ー ハ キハ ー ( 受 〇 ) 匠 会 ペーK 骨 応 
つや や 人 St 

る 皿 忠 納 に 葉 し Q 四 H 想 選 つ 
っ ね か サー の 人 の 四 中 負 に 
けけ 3 垢 親 く で か イー の m ロ レー いぶ 公 喧 
忌 GU り や イベ SN 思 克 時? つつ し ょ J 
JJ し 人 志 り トイ て 四 選 つ SG 公 ヒー 
ロマ の エ 心 へ 玉 ミキ キー の Fo の OS5 の 
皿 叩 須 に 上 芝 し ェ 回 皿 G り トイ ベイ 
hw 小 や sye っ NG 較 下 jp 古 や る 
いて < 下 人 SG や 

| 所 jrJG 還 jp 受 〇 和 QLT 全 ペー ド 
mmn 路 で" 時 上 yh@ 握 彩 て 町 と で て 
〇 ⑤m ドー ふ ぶ 公 ⑥ 四 中 G 有 で さけ 
いそ て へ 9 つ 全 つ ^ JIFJ し 居 キ ふ で て 
て で 羽 桂 中 還 屋 で" ふ で さや HK 
NO” ハリ ーー 会 地 記 は NG 公昭 で 
で 旭 公 JG 相 司 ロロ ヒ に め の の いい 中 
司 条 ぐい IT ATB16N6 サー トト で 
ー (の 〇 ) 全 五 記 ” 『J で で しそ 私人 N 色 
や や で 刀 刀 SQ 師 mGU 和 て 
K て ト れ 史 妥 rrW ン っ や っ た さ リ ー め 会 
抽 可 閉 S や で で 刀 ? ペーK ぜ の ヒ の の 


らい INKG 皿 回 CK 堅 思 U へ ペー ンー? 
!JNJ ウ レト リー め 5 せり か イロ 選 会 Op? 


ルレ へ へ 所 葉 Gw ペ ペー けり パ で HKA キ 
か 間 押 つ 計 生 | 屋 唱 己 持 交換) 
つ し つむ OS85 部 刀 JJ し エ NBl! | 翼 
いし 刀 Fー ロマ の エエ I 必 へ ミキ ャ ー 昌 
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最後 は 他 車 と の 接触 で 左 フ ロン ト を 破損 。 そ の まま 


序盤 は レー ス を 引っ 張る 存在 だ っ た ホッ ピー86 だ が 、 ピ ッ ト で の タイ 


ムロ ロス で 沈 お と 。 
リタ イア と な っ た 


SEII(SK:26SEPkW だ うま KL30E 
IJAJK” て か NG 技 虹 陸 や 欄 庁 て 町 を 
^ テ の m ロ セー いく G 幅 舞 で ? 
嘱 忌 G の 〇 和 公 (Qi むこ て と こさ 
活 G 柚 号 つ きつ の SF 上)JG ペー ド 3 
公 ^ < ト 也 ミー スベ て ペー ンー し の ヒ 
TetoXoXNSINt に る づめ の そこ 3 に で 3 さ 全 に = に 4 
Ne@ ト い ハト ヘイ 全音" つの ヒ の の の 
G 皿 回 じ 兄 皿 mm は)GmQ 孔 皿 G の 〇 
二 記 JSC? hrJG 攻 て トト お 記 
坦 %0 現 導く で か て の ロレ ルー" 
さこ ト Ih マ Km 訪 局 装 釧 夫 の F - " 
Hi トロ ー ロ へ か かー 乙 の ベベ の ヒ 
つっ) つう 心 て IN の 3? の の 四 四 の 
O 〇 忠和 へ 筐 弓 JSNe っ J)′ 哲 親 くそ 了 て 
〇 m ド レー 会 ー の oo 皿 皿 G 総 で で りう 
りか マハ" EAA TTA 昌吉 全 じゃ 0 刀 
ヒー ロマ の エエ 心 へ 玉 ミヤ キー ロロ 計 爺 
由 い INhKQ 星 レロ ーK く 下 呆 つ 上 7 
ヒー- ロマ の エ 心 ハ ミヤ ー1/ 喘 
容 KI ト エー てく 比 放 相本 刺 人 8 会 KK 
I ト で ハー 諸 唄 ンー ド 応 換 うつ 
し HEP つつ し テ QtO 皿 皿 G 総 で で 
じ ょ JG さ ー ド 路 村 0 き 回 mGU 
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Text : auto sport web Photo : 平田 勝 (Masaru Hirata) ノノ 石原 康 (Yasushi lshihara) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) プ 北 川 正明 (Masaaki Kitagawa) 


上 1 上 U 決勝 リザ ルト 
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8 月 4 日 | 4.563kmx163 周 =743.769km | 決勝 出走 29 台 | 完走 27 台 | 天候 : 晴 れ | コー ス : ド ライ | 
順位 No. タイ ヤ 周回 ベス ト タ イ ム グリッド WH(kg) 
1 87  T-DASH ラン ボル ギー ニ GT3 高橋 細 ノ アン ドレ ・ ク ー ト ノノ 藤波 清 斗 Lamborghini HURACAN GT3 YH 163 4:54'37"976 1'40'288 13 8 
2 52 埼玉 トヨ ペッ ト GB マー ク X MC 脇 阪 昔 一 吉田 広樹 TOYOTA MARK X MC BS 162 1Lap 139"773 1 11 
3 34 Modulo KENWOOD NSX GT3 道上 龍 プ 大津 弘樹 Honda NSX GT3 YH 162 1Lap 1'39'668 8 12 

4 18 UPGARAGE NSX GT3 小林 崇 志 ノ 松浦 孝 亮 山 田 真 之 亮 Honda NSX GT3 YH 162 1Lap 1'40'230 16 
5 88 マネ パラ ン ボ ルギー ニ GT3 小暮 卓史 元 嶋 佑 弥 Lamborghini HURACAN GT3 YH 162 1Lap 1'40'107 15 35 
6 55 ARTA NSX GT3 高木 真一 福住 仁 堆 Honda NSX GT3 BS 162 1Lap 1'39'880 11 61 
7 56 リア ライ ズ 日 産 自 動車 大 学校 GT-R 平 峰 一 中 だ ご サ ッ シ ャ ・ フ ェ ネ スト ラズ NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 162 1Lap 140'025 6 54 
8 4 グッドスマイル 初音 ミク AMG 谷口 信輝 片岡 龍也 Mercedes AMG GT3 YH 162 1Lap 139"888 9 29 
9 11 GAINER TANAX GT-R 平 中 克幸 ノ 安 田 裕 信 NISSAN GT-R NISMO GT3 DL 162 1Lap 1'39'967 20 50 
10 61 SUBARU BRZ R&D SPORT 井口 卓 人 山内 英輝 SUBARU BRZ GT300 DL 162 1Lap 140"137 4 30 
11 7 D'station Vantage GT3 藤井 誠 輸 JJ.P. だ ・ オ リ ベ イ ラン ダレ ン ・ タ ー ナ ー Aston Martin Vantage GT3 YH 162 1Lap 140"003 10 
12 2 。 シン ティ アム "アッ プル ~ ロ ー タ ス 高橋 一 穂 ノ 加藤 寛 規 / 演 口 弘 LOTUS EVORA MC YH 161 2Laps 1'40'017 24 
13 21 Hitotsuyama Audi R8 LMS リチャード ・ ラ イア ン / 富 田 竜一 郎 / ア レッ シン オ ・ ピ カリ エロ Audi R8 LMS YH 161 2Laps 1'40'585 14 12 
14 10 GAINER TANAX triple a GT-R 星野 一 樹 石 川 京 侍 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 161 2Laps 1'39"'524 5 42 
15 96  K-tunes RC F GT3 新 田 守 男 プ 阪口 晴 南 LEXUS RC F GT3 BS 161 2Laps 1'40"488 25 60 
16 33 エヴァ RT 初 号 機 X Works GT-R ショ ウン ・ ト ンプ マー チー・ リ ー ノ 道 見 真也 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 161 2Laps 1'39"'847 7 18 
17 5 ADVICS マッ ハ 車 検 MC86 坂口 夏 月 平木 湧 也 プ 阪口 良 平 TOYOTA 86 MC YH 160 3Laps 1'40'619 21 30 
18 31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT 剛 峨 宏紀 中 山 友貴 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV BS 160 3Laps 1'40"332 26 
19 9 PACIFIC MIRAI AKARI NAC PORSCHE 横溝 直輝 峰 尾 恭輔 都筑 晶 裕 PORSCHE 911 GT3 R YH 160 3Laps 1'40'096 18 
20 35 arlo RC F GT3 ナタ ポン ・ ホ ー ト ンカ ム プシ ョ ー ン ・ ウ ォ ー キ ン シ ョ ー LEXUS RC F GT3 YH 160 3Laps 1'40'563 19 
21 50 ARNAGE AMG GT3 加納 政樹 山下 亮 生 手塚 祐 弥 Mercedes AMG GT3 YH 160 3Laps 140'938 22 
22 60  SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 吉本 大 樹 / 宮 田 莉 朋 LEXUS RC F GT3 DL 160 3Laps 1'41"319 27 10 
23 22 アー ルキ ュー ズ AMG GT3 和田 スン 城内 政樹 プ ビ ヨン ・ ビ ルド ハイ ム Mercedes AMG GT3 YH 159 4Laps 140'377 28 
24 48 植毛 GO&FUN GT-R 田中 勝 輝 飯田 太陽 浜野 彰彦 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 158 5Laps 1'41"035 29 
25 30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHVaprGT 永井 宏明 プ 織 戸 学 ン 小高 一 半 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV YH 143 20Laps 1'40"454 17 
26 25 HOPPY 86 MC 松井 孝 代 / 佐 藤 公 哉 土屋 武士 TOYOTA 86 MC YH 139 24Laps 1'39"087 2 32 
27 360 RUNUP RIVAUX GT-R 青木 孝行 田中 篤 / 柴 田 優作 NISSAN GT-R NISMO GT3 YH 126 37Laps 1'39"475 3 
65 LEON PYRAMID AMG 黒澤 治 樹 / 蒲 生 尚 弥 Mercedes AMG GT3 BS 74 89Laps 139"791 2 39 
720 McLaren 720S 荒 聖 治 プ アア レッ クス ・ パ ロウ McLaren 720S GT3 YH 21 142Laps 140'086 23 
⑯ フ ァ ス テス トラ ッ プ 1'39"087 No.25 HOPPY 86 MC/ 松 井 孝介 


信 黒 白旗 提示 No.2 加藤 寛 規 No.360 柴田 優作 No.22 B. ビ ルド ハイ ム 倫 No.35 神 人 金 100.000 円 (SpR.25-6.「 ウ ォ ー ム アッ プ 中 の ホイ ー ル の 脱落 」] ) 
人 @No.55 ドラ イブ スル ー(SpR.27-1.3「 ピ ッ ト 作業 違反 」 ) 
免 No.21 


人 @No.11 


罰金 50.000 円 (SpR.27-4.「 ピ ッ ト 作 業 違 反 」 ) 
@No.360 ドラ イブ スル ー(SpR.27-4.「 ピ ッ ト 作 業 違 反 」 ) 


K プ 7 グ // リブ ププ ゴゴ コッ ン 【 2 


ドラ イブ スル ー(SpR.27-1.2「 ピ ッ ト 作 業 直 反 」 ) 


レン ンク 


信 No.33 M. リ ー 


572577 


( 左 ) 中 盤 ま で トッ プ を 快走 し 
て いた 埼玉 トヨ ペッ ト GB マ 


今季 2 度目 の 表彰 台 を 獲得 。 

優勝 を 争う 力 が ある こと を 大 
い に ア ピー ル し た 。 ( 右 ) 終盤 
に レー ス を 盛り 上 げた NSX 
GT3 の 2 台 。 マ シン も タイ ヤ 
も 同じ と 、 お 互い に 最大 の ラ 
イ バ ル と も 言え る 両 車 の 戦い 
は Modulo KENWOOD 
NSX GT3 が 制 し た 。 最後 の 
Modulo NSX GT3 の ペー ス 
は 埼玉 トヨ ペッ ト GB マー ク 
X を 凌 仙 し て いた が 、 時 間 が 
足り ず 3 位 に 。 


ー ク X。 勝利 を 逃し た も の の 、 


KMgs/08 


ヨド 


人 @No.9 ドラ イブ スル ー(SpR.27-1.2「 ピ ッ ト 作業 違反 」 ) 
ペナ ル テ ィ ス トッ プ 10 秒 (H 項 違反 「 黄 旗 2 本 振動 中 の 追い 越し 」 ) 
@No.360 40 秒 加算 (SpR.28-9.「 ピ ッ ト 作 業 違 反 」 ) 


( 左 ) レー ス 後 半 か ら 最 後 まで 激 
し い バ トル を 展開 し た グッ ドス 

マイ ル 初音 ミク AMG と 

SUBARU BRZ R&D SPORT。 
どちら か と 言え ば スト レー ト よ 

り も コー ナー で 稼ぐ この 2 台 に 

スト レー ト の 速い GAINER 
TANAX GT-R も 加わ り ポ ジン 

ョ ン 争 い を 繰り 広げ た が 、 結 局 

初音 ミク AMG、GAINER GT-R、 
SUBARU BRZ の オー ダー で チ 

ェ ッ カー を 受け た 。 


II の 追 を た ペ タ と イ へ 9 埼 ト ト 
S B を は ラ と 延 い 最 T さ サ の G が て バー ンー ル 時 全 戦 い 36T ッ タ イ 給 ヤ ”" 周 玉 イ T ス 
X し 受 許 ン 変 長 こ 大 3 れ イ ホ い エエ 浮い ル 」 ギ 点 車 い 抜 秒 ・ ト イヤ 油 交 ひ を トン ・. ト 
G 」 けさ ボ 化 時 と 延 に た 下 | が %。 上 た と ん | で が と き 編 DG ヤ で の 換 と 終 ヨ で D ツ ッ 
T ッ た す ル し 間 が 長 上 が ・ ム 終 信 し ア は ンマ ニ 最 な は ま AB 無 最 み は つえ べ 晃 A フ 
3 - ギ キ た で 分 時 が バス 角 信 “ッッ 違 々 ん ト 後 る 叶 で S 交 終 を 行 前 た ッ た S を 
が 人 へ 2 そ | が あか 間 っ 軍 イ ト に 迷 4 プ ラ う 2 ツ の “ わ 縮 日 マ 換 ス 実 な に と ト 目 H 実 
和 。 位 の ニ ` る り 内 た 配 ・ レ 向く 番 ガ ピ マ コマ 番 プ ピ ず め ラ | 作 テ 施 わ 続 こ G 上 ラ 施 
軒 IRIS IE 次 0 レツ 定まり 目 2 ? る ンク 戦 イ " ず き ろ BEB の ン し 
た 区 は ま 最 ツ 時 時 規 こ モイ ト て と に | ト 手 埼 T ト あぁ あこ ボ X も ン 3 ` 最 で ト ボ た 
s に 埼 ト 後 プ 40 間 定 の デ ド か 激 な モッ ジ タ に 玉 .・ ス と と ル は あ ト ス ド 終 4 マッ ル ? 
は 玉 ッ ま の 分 制 周 時 ュ の ら 化 る デ N イ は ト D ト は に ギ 1 り ヘ へ テラ ピ 度 | プ ギ 
モト プ で T ま へ 回 点 | バ 1 ?? ュ SS ミ こ と ヨ A ツ コ 成 | 分 ` 臨 イイ ッ 目 ク に | 
デア ヨ チ 後 ・ で 移 数 で ロト 0 1 ここ | マン ちく べ S プ | 功 二 以 培 ん シン バト の X 浮 ニ 
ュ ペ エ ェ エ 続 D の 行 に レ N ル 0O4 の ロ グ ら ツ H を ス し と 上 玉 だ ト | で ピ は 上 の 
| ッッ の A 争 " 届 1 S が H63NG と も トラ 終 " 上 た の あ ト " 目 交 も ッ 1 し ピ 
ロト カ 追 S い 最 か ス X 展 ま 周 番 S T な ラ G ン え で が 大 つ ヨ 0 代 ダ 上 ト 2 だ ッ 


mmis 『lM MM 四 


IM[ 同 有 M| 借 決 勝 :8 月 4 日 (日 ) 久富 士 ス ピー ドウ ェ イ 氏 4.563kmxX175 周 供 天 候 : 晴 れ 氏 コ ー ス : ド ライ 


POS. 


WAKO'S 4CR 
Car LC500 


0O0 て Oim よ ON 


ょ の 〇 いい ー 〇 


RAYBRIG 
NSX-GT 


ーー ト 一 ト 一 ト 


ー ト 一 ト 一 ト 一 ト 一 トド 一 ト 一 ト 一 ト 一 ト -ー ト 


ー ト 一 ト 一 ト 一 ト ーー ト | 一 ト ー ト ー ト ーー トー 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


ーーーーー コ ーーーーーーーーーーーーー[ い 一 


ー ト 一 ト 一 ト 一 ト 一 ト 上 | 一 ト 一 ト 一 ト 一 ト ー ト 


) 


MOTUL 
AUTECH GT-R 


1'31 "623 
1'31"027 
1'31"163 
1 '31"065 
1 35"019 


KeePer TOM'S 
LC500 


平 


4 


川 亮 


カル ソニ ッ ク 
IMPUL GT-R 
佐々 木 大 樹 


MOTUL MUGEN 
GT 


信 赤 字 : ファ ステ スト タイ ム 食 大 字 : ベス ト タ イ ム 代 P: ピ ッ ト イ ン 借 | 
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KEIHIN WedsSport 
NSX-GT ADVAN LC500 NSX-GT 


国 本 雄 資 ”| N カ ー テ ィ ケ ヤ ン | 
坪井 半 秒 野 任 祐 


CRAFTSPORTS | リア ライ ズ コー ポレ ーション 
MOTUL GT-R ADVAN GT-R 


平手 晃平 


Modulo Epson 


1'32"118 
1'32"157 
1' さ 1 "3③ ら 2 
1'31 "457 


1 31"793 
1 31"048 
1 "30"8 ら 2 


H. コ バラ イネ ン 
中 山 雄一 


1'33"498 
IS263 つ 99 
2 
1'32"193 
3 の 2"649 
MI 17 
4"522 
3"930 
3"/23 


OOOOOQIOOO 


1 
1 
1 


」 : ス ター トド ライ バー 


32"324 
32"844 
S30271 


1'32'"'"199 


1 
1 
1 


1 
1 
1 
1 
1 
1 


OOOOOIOOOOO 
NND よ RIOOENG 
9 
il 
fe 


OOOO 
0 の ONO 


32"479 


33"466 
'3③3" ら 5 ら 1 
'34"626 


3"339 


の OO の の OOQOOOiO の OO の OOQOIOQOOOO 


OO の OO の OOQIO の OO の OO 


まき 
ー OO 
ー よ IN 
ー の よ 


QNOQONQIQNNON 
N の 
OO) て 
OO 〇 で 


OO の OO の OQIOOQOOO 


1'34"305 
1'31"940 
1'31"677Z 
1'32"081 


ーーーーー| リ 一 一 
ーーーーー 一 O 〇 


トト ONーIOO 


(00 で へ OO) 


1 7 ら 


1'3③1"672 
1'31"872 
1'32"168 
1'34"228 


3 01"829 
2'49"568 
3'04"368 
1'32"444 
1'31"464 
1'30"984 


1 31"880 
1'3③1"873 
1'32"142 


50"084 
2'46"365 
1'31 "625 

1'3③1"121 
1'31"317 


1'41"647 


1 32"091 
1'3③1"580 
1'31"834 


1'③1"763 
1 '32"008 


※ レ ー ス は 177 周 の 予定 だ 


っ た 


が 


ヽ 


規 


定 ( 


ー 


より 175 周 で 


了 し た 。 
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に 


ーー リリ ーー と ゴー ィ ナー イナ 


8SsItmBN 「 1 
トノ 
ルリ / 


人 や y9 楽 妃 半 回ら ロ 


語り 


Text : 世 悪 時 べ (Keisuke Koga) 
Photo : TOYOTA へ せ 由 1 恥 (Kazushi Nakano へ 忌 座 ) 
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Text : 古 賀 敬介 (Keisuke Koga) 
Photo : 鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) プ TOYOTA 


アロ ン ソ に 代 わり 一 貴 ・ ブ エミ 組 に 加入 


冷静 と 情熱 の 狭間 に 


mn sy ーー er と 7 の rj すす ガロ デオ 7c ル し 


離脱 し た フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ の 後任 と し 
て 、 ト ヨタ 8 号車 の ドラ イ バ ー に 選ば れ た ブレ 
ンド ン ・ ハ ー ト レー。 か つて ポル シェ で ル ・ マ 
ン を 制 し 世界 王者 に も な っ た 29 歳 に 、 新 天地 
トヨ タ で の 意気 込み を 聞い た 。 
ーー トロ ロッ ソ ・ ホ ンダ で の 活躍 も あっ て 、 日 
本 の ファ ン が か な り 増 えた と 思い ます 。 彼ら の 


間 で 、 あ な た は 「 鳩 さん ] と 呼ば れ て いま す が 、 


鳩 は 英語 に 訳す と ピジョン で す 。 


違う クル マ を ドラ イブ で きる の は 光栄 だ 。 そ し 
て 、 トト ヨタ の モー ター スポ ー ツ の 歴史 に 自分 の 
名 が 記さ れる の が と て も 誇らしい 。 
ーーTS050 を ドラ イブ し て 、 ポ ル シ ェ 919 と 
の 違い を 感じ まし た か ? 

BH : も う 2 年 前 の こと に な る し 、 正 確 な 比較 
は 難し いね 。 も っ と も 大 き な 違 い は エネ ルギー 
の 回 生 方 区 で 、 ト ヨタ は キネ ティ ッ ク (運動 ) 
エネ ルギー を 4 輪 で 回 生 す る が 、 ポ ル シ ェ は 前 


1989 年 11 月 10 日 生ま れ 、 ニ ュー ジー ラン トド 出身 。 14 年 か りら ポル シェ LMP1 
ドラ イ バ ー、 17 年 途中 か ら は トロ ロッ ソ よ り F1 に も 参戦 。 15、 17 年 の WEC 
王者 で 、17 年 は ル ・ マ ン で も 優勝 。 イン タビ ュー 中 で 触れ られ て いる 1 上 基 年 還 
上 の ブ エ ミ と の 古い 付き 合い は 、 両 者 と も レッ ドブ ル の 育成 ドラ イ バ ー だ っ 計 議 
た こと に 由来 する 。 ハ ー ト レー は 今年 の ル し ・ マ ン 前 か ら 、 トヨ タ の 一 員 に 。 ル 

・ マ ン の テス ト デ イ (写真 ) の 時 点 で 、 ア ロン ソ か ら の 「 引 き 継 ぎ ] は 完了 ? 


BH : ピジョン ! それ っ て イイ 意味 な の ? 
ーー も ちろ ん 、 平 和 の シン ボル で すか ら 。 

BH : な ら 良 か っ た ( 笑 )。 僕 は 日 本 と いう 国 
が 好き だ し 、WEC で 冨士 に 行っ た 時 は 暖か い 
応援 に 感動 し た 。 だ か ら 、 こ うし て 日 本 の チー 
ム に 加わ れ た の は 本 当 に 嬉し い 。 

ーー お 寿司 が 好き だ と 聞き まし た が ? 

BH : 寿司 に 限ら ず 、 日 本 食 は 僕 の フェ イ バ リ 
ッ ト フ ー ド だ か ら 昨 年 は ラッ キー だ っ た 。 ホ ン 
人 ダ に 日 本 人 シェ フ が いて 日 本 食 を 存 分 に 楽し め 
た か ら ね 。 朝食 に は 納豆 も 食べ て いた よ 。 

= チーム の 一 具 と な っ た いま 、 ト ヨタ に 対す 
る 印象 は 変わ り ま し た か ? 

BH : ボル シェ に いた 時 か ら 、 ト ヨタ の こと は 
常に リス ペク ト し て いた 。 特に 17 年 は シー ズ 
ン を 通し て 速かっ た し 、 技 術 的 な 面 に 関し て も 
素晴らし か っ た 。 だ か ら 、 こ うし て 両 チ ー ム で 


輪 だ け キ ネ テ ィ ッ ク 回 生 な の で 、 エ ネル ギー 運 
用 や セッ ト ア ッ プ に 大 き な 違 い が あ る 。 ブ レー 
キン グ で は より 回 生 を 意識 する 必要 が あり 、 そ 
こ が 最 大 の 違い だ 。 減速 は 4 輪 と も 回 生 に 大 き 
く 頼 る の で 、 感 覚 は か な り 異 な る ね 。 た だ し 、 
自分 は これ まで いろ いろ な クル マ に 乗っ て きた 
か ら 、 比 較 的 早く 対応 で き て いる と 思う し 、 す 
で に と て も いい フィ ー リ ング を 感じ て いる 。 

ーー チー ム メ イト と の 関係 は どう で すか ? 

BH : セバス チャ ン ( ブ エ ミ ) と は 古い つき 合 
いな の で 、 ま っ た く 問 題 な い 。 昔 、 イ ギリ ス や 
オー スト ラリ ア で 一 緒 に 住ん で いた か ら 、 お 互 
い の こ と は よく 理解 し て いる 。 (中嶋 ) 一 貴 と 
の 関係 は まだ それ ほど 深く な い が 、 以 前 か ら パ 
ドッ ク で と て も フレ ンド リー に 接し て くれ て い 
た し 、 こ れ か ら 開 幕 ま で の 間 に さ ら に 仲良 く な 
れる と 思う 。 ふ た り と も ル ・ マ ン で 2 回 勝っ て 


= ココ ュ ーー フー ロコ 


"っ ビ ちらし 77 』 


8SS0TtmgM 「 ゥ 1 
ド ノ 
明月 用 9 


いる 素晴らし い ド ライ バー だ か ら ね 。 彼ら と 一 
緒 に サク セス スト ー リ ー を 紡い で いき た い 。 
ー 一 以前 一 貴 選 手 は 、 色 に た と える と ブ エ ミ は 
ホッ ト な 赤 、 自 分 は クー ル な 青 だ と 表現 し て い 
まし た 。 あ な た は 自身 を 何 色 だ と 思い ます か ? 
BH : それ は きっ と 、 こ れ か ら 1 て 2 レー ス 戦 
えば 分 か る と 思う よ ( 笑 )。 ま あ 、 ふ た り の 間 
くら い の 色 じゃ な いか な 。 

ーー フェ ルナ ンド ・ ア ロン ソ の 後任 と いう プレ 


S,S0Z07 


ッ シ ャ ー は 感じ ます か ? 

BH : それ は 特に 感じ な いな 。 一 中 と セバス チ 
ャ ン は フェ ルナ ンド に 負け な いく らい 素晴らし 
い ド ライ バー だ し 、 実 績 も ある 。 彼ら の チー ム 
メイ ト と な る こと を 嬉し く 思 う よ 。 

ーー これ まで さま ざま な 分 野 で 培っ て きた 経験 
を 、 ト ヨタ で どう 活か す つ も り で すか ? 
BH : レー ス で も ビジ ネス で も 、 人 過去 の 経験 を 
うま く 活 か せる 者 が 成功 を つか め る 。 い い 経 験 
だ け で な く 、 悪 い 経験 だ っ て 役に立つ 。 ど うし 
た ら 間 違っ た 方 向 に 進ま な いか 分 か る か ら ね 。 
僕 は ポル シェ で 4 年 間 過ごし 、F1 を 1 シー ズン 
戦っ た こと で 、 以 前 より も 強い ドラ イ バ ー に な 
れ た と 思う 。 そ うい っ た 自分 の 経験 を すべ て ト 
ヨタ に フィ ー ド バッ ク す る つも り だ 。WEC と 
いう 蒲 台 に 戻っ て 来 ら れ て と て も 幸せ だ し 、 モ 
チ ベ ー シ ョ ン も 非常 に 高い 状態 だ よ 。 


447 人 4 
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707 の 九 


異色 の キャ リア で トヨ タ の リザ ー ブ を 手 に 入れ た 若き フレ ンチ 


目指 す は “ミス ター・ ル ・ マ ン “ 


nzs すす CZ7rjC』 拓 。 4 jr ec』 す 


今 シ ー プ ン よ り ト ヨタ の リザ ー ブ ド ライ バー 
と な っ た 21 歳 の 新鋭 トマ ・ ロ ー ラ ン は 、17 年 
11 月 に バー レー ン で TS050 ハ イブ リッ ド を テ 
スト し て いる 。 そ の 際 、 走 行 条件 は 違っ た が フ 
ェ ル ナン ド ・ ア ロン ソ よ り も 良い タイ ム を 記録 
し 、 一 気 に 大 き な 注 目 を 集め る こと に な っ た 。 
その ロー ラン が 描く 、 将 来 の 夢 と は ? 
ーー テ チーム 加入 に 関す る トヨ タ と の 話し 合い は 、 
いつ ご ろか ら 始 まっ た の で すか ? 


る , ロア イリ ゴス ルリ 


TL す 年 くら い 前 だ ど 思 う 。 と に か く 、 と こう 
し て トヨ タ の リザ ー ブ ド ライ バー に な る こと が 
で き て 本 当 に 光栄 だ けど 、 で きれ ば 次 の シー ズ 
ン は レギ ュ ラ ー ド ライ バー に な り た い 。 

ー 一 初め て TS050 を ドラ イブ し た 時 の こと を 
覚え て いま すか ? 

TL : それ まで LMP2 し か 乗っ て いな か っ た か ら 、 
自分 に と っ て は ほ は ピッ クス テッ プ だ っ た 。 と て つ 
も な く 速 く て 、5 速 ギヤ で も 信じ られ な いよ う 
な 加速 を し た の に 驚い た し 、 自 分 の ドラ イ ビ ン 
グ ス タ イ ル を 大 きく 変え な く て は な ら な か っ た 。 
で も 、2 カ 月 前 に TS050 を テス ト し た 時 は 上 自 
信 を 持っ て 運転 で きた と 思う し 、 自 分 自身 の 成 
長 を 感じ る こと が で きた 。 

ーーLMP2 と LMP1 の TS050 を 比べ る と 、 ど 
れ く らい 大 きく 違う の で し ょ うか ? 

TL : バー レー ン で の タイ ム 差 を 考え る と 、F1 
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と F2 く らい 違う と 思う ね 。 ま た 、 チ ー ム の 規 
模 も 全然 違っ て 、 ト ヨタ は 大 勢 の スタ ッ フ が 1 
台 の クル マ に 携わっ て いる 。 ひ と り の ドラ イ バ 
ー を 多く の 各 分 野 の 専門 エン ジニ ア が 担当 し て 
くれ る か ら 、 と て も 仕事 が し や すい 。 
ーー 衝 の まで どの お よう な レー シシ クキ ャ リア 
を 歩ん た で きた の で し ょ うか 2? 

TL : 僕 の キャ リア は 少し 変わ っ て いて 、 レ ー 
シン グ カ ー ト か ら そ の まま 耐久 レー ス に 進ん だ 


ん だ 。125cc の ギヤ ボッ クス 付き KZ2 カ ー ト 
の レー スズ に 15 年 まで 上 軸 て いて 、 フ フォー ミュ ラ 
マシ ン を まっ た く 経 験 し な いま ま 、 翌 年 LMP3 
ステッ プア ッ プ し た 。 

ーー カー ト か ら LMP3 と は 、 ま た 一 気 に ジ ャ ン 
プア ッ プ し まし た われ 。 


TL :KZ2 で 世界 チャ ン ピ オ ン に な っ た レー ス を 、 


ジャ ッ キ ー・ チ ェ ン DC レー シン グ の マネ ー ジ 
ャ ー が 見 て いて 、 そ の 1 週間 後に 共同 創設 者 の 
デイ ビッ ゥ ウド ・ チ ャ ェ ン と ミー ディ シン を し 、2… 
3 カ月 後に は 最初 の テス ト を し て いた 。 あ っ と 
いう 間 に 物 事 が 進ん で いっ た ね 。 

ーー16 年 は LMP3 で ロー ド ・ ト ゥ ・ ル ・ マ ン 


を 制 し 、17 年 に は WEC LMP2 で シリ ー ズ 2 位 、 


18 年 は LMP1 で トヨ タ の 2 台 に 次 ぐ シ リー ズ 
3 位 と 、 こ こま で 耐久 レー ス の 王道 を 順調 に 進 
ん で きま し た ね 。 


1998 年 生ま れ 、 フ ラン ス 中 西部 の 大 西洋 に 面 し た サー ブル ニテ ド ロン ヌ 
・ マ ン か ら ク ル マ で 2 時 間 ほ ど ) 出身 。 子 ども の 頃 は F1 時 代 の フェ ルナ ンド 
・ ア ロン ソ 、 そし て 耐久 に も F1 に も 出場 し た 地元 フラ ンス の セバス チャ ン ・ 
ブル デ を 応援 し て いた と いう 。 と くに ル ・ マ ン で は 観客 か ら も 大 き な 注 目 を 
集め る 、 文 字 ど お り 「 フ ラン ス 期 待 の 星 」。 今季 は トヨ タ の リザ ー ブ ド ライ バ 
ー を 務め る 傍ら ちら 、LMP2 の シグ ナ テ ッ ク ・ ア ルピー ヌ か ら WEC に 出場 する 。 


TL : 僕 に と っ て は 毎 シ ー ズ ン が 大 き な 冒 険 だ 
っ た し 、 つ い に LMP1 ハ イブ リッ ド ま で 到達 し 
て 感 慌 深 いよ 。WEC の トッ プ カ テ ゴリ ー で チ 
ャ ン ピ オ ン に な る こと が 目標 だ っ た か ら 、 そ ご 
に 大 きく 近づけ た の は 嬉し い 。 ル ・ マ ン に 関し 
て は ーー トヨ タ に は 申し 訳 な く 四 うけ ど ( 疾 ) 
ーー ク 年 前 に LMP2 で 総合 2 位 に な っ た 。 だ か 
ら 、 ル ・ マ ン で 優勝 し て 、WEC の チャ ン ピ オ 
ン に な る こと が いま の 自分 の 目標 な ん だ 。 
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ーーF ド RG や F2 な ど 、 フ ォ ー ミ ュ ラ カー の レー スズ 
に 興味 は な か っ た の で すか ? 

TL : 昨年 、 ア ブダ ビ で F2 テ スト に 1 日 参加 し 
た けれ ど 、 自 分 が 乗っ て きた クル マ と あま り に 
も 大 きく 違い 、 う まく 走ら せら れ な か っ た 。 
LMP2 や LMP1 は 、 速 い ス ピー ド を キャ リー し 
て コー ナー に 飛び 込め る けれ ど 、F2 は スピ ー 
ド を か な り 沙 と し て 曲がら な けれ ば な ら な い 。 
クル マ も タイ ヤ も チー ム も コー ス も すべ て 初 体 
験 だ っ た か ら 、 う まく いか な か っ た ん だ 。 
ーー と いう こと は 、 い ま は 耐久 レー ス で 頂点 に 
立つ こと に 集中 し て いる と ? 

TL : そう 、 自 分 が 目指 し て いる の は 「 新 た な 
る ミス ター・ ル ・ マ ン 」| に な る こと 。 9 回 ル ・ 
マン で 優勝 し て いる トム ・ ク リス テン セン の 記 
録 を 破る こと が 夢 な ん だ 。 難し い チ ャ レン ジ だ 
ろう けど 、 不 可能 で は な いと 信じ て いる よ 。 
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= レイ 4 


イン リン ク も て ぎ 


7 月 6 日 


k N 下 信治 の 
【 連 載 】 7A 本 富 F1 ド ライ バー へ の 道 


ピピ ヒロ ピ 


に IL に 


Text : 柴田 久 二 夫 (Kunio Shibata) Photo : 熱田 護 (Mamoru Atsuta) 


選手 権 7/ 位 も 崖っぷち は 変わ ら な い 


本 尚 貴 さ ん が F1 ドイ ツ GP に 行っ て まし た ね 。 去年 、 ダ ブル 

タイ トル を 獲 っ た 時 点 で 、 ど こ か の フリ ー 走 行 に 乗る か も と 
いう 話 は 出 て まし た 。 そ れ が 鈴鹿 な ら す ご く 盛 り 上 が る だ ろう し い 
MG 思い ます II ドア ライ の が 語 ま り 束 いこ 24 見 上 (ほし い G 
すね 。 同じ F1 を 目指 す 者 と し て は 気 に な る けど 、 頑 張っ て ほし い 
で す 。 誰が F1 に 乗る と か は 関係 な く 、 僕 は 自分 が や る べき こと に 
専念 する だ け 。 尚 中 さん と 僕 の アプ ロー チ は 全然 違い ます が 、 同 じ 
722 PU 人 127 に 2G8ne ま の INBSG RS の 

一 般 論 で 言え を ば 、 ヨ ー ロ ッ パ の サー キッ ト を ほとん ど 知 ら な い 、 
ピレリ タイ ヤ の 経験 も な い 、 英 語 で の や り 取 り に も 慣れ て な い 場 合 
は 、 下 位 カ テ ゴ リ ー か ら ヨ ー ロ ッ パ で 戦う の が ベス ト だ と は 思い ま 
す 。 で も 尚 貴 さ ん は 経験 も 実績 も 豊 定 だ し 、 若 手 が 初め て ヨー ロッ 
パ に 来 て 苦労 する よう な 感じ に は な ら な いん じゃ な いか と 。 

で も 、 僕 自身 と し て は 何と か 最初 に F1 の シー ト を 獲得 し た いで 
すね 。 で きる 限り の 努力 を 重ね て 、 一 旦 は 失い か け て た 可能 性 を 今 
年 あら た め て 掴み 直し た 。 そ の チャ ンス を 活か し た い 。 シ ー ト が 空 
く か どう か と いう 現実 的 な 問題 は あり ます けど ね 。 

F2 の 話 を し まし ょ う 。 ま ず は 少し 前 で す が オ ー ス トリ ア の 優勝 
は 特別 な 思い が あり まし た 。 レー ス 1 で 初め て 勝て て 、 さ ら に F2 
復帰 後 初 勝利 。 レ ー ス 内 容 も ほ ば 完璧 で し た 。 そ れ ま で て こ ず っ て 
いた ピレリ タイ ヤ も 、 大 き な 手 応え を 感じ る こと が で きた 。 レ ー ス 
2 も 表彰 台 こ そ 上 が れ な か っ た で すけ ど 、 納 得 の いく レース 運 び で 
5 位 に 入れ まし た 。 と ころ が その 勢い で 臨ん だ シル バー スト ン は 、 


結果 が 出せ な か っ た 。 ピット 作業 ミス も あり まし た けど 、 ド ライ ビ 
ング 自体 も 納得 で き な い まま 終わ っ て し まっ た 。 だ か ら 夏 休み 前 の 
ハン ガロ リン ク に は 、 自 分 の な か で 期す る も の が あり まし た 。 

レー ス 1 は いい レー ス 運 び が で きた と 思い ます 。 た だ ルカ ・ ギ オ 
ッ ト と 、 セ ル ジ オ ・ セ ッ テ - カ マラ に 抜か れ て し まっ た 。 彼 ら に は ( 選 
手 権 4 位 を 取る た め に ) 絶対 に 前 に 行か れ た ら ダ メ だ と 思っ て た の 
で 、 死 ぬ 気 で 行っ た ん で すけ ど 力 及ば ず で し た 。 

で も レー ス 2 で ぐ では ポー ルン シッ ター の ミッ ク ・ ン ョ ー マ ッ ハー よ 
り 僕 の ほう が スタ ー ト は よかっ た 。 1 コー ナー の ブレ ー キ ング 競 
で 抜き 切れ ず 、 最 速 タ イム を 出し た あと は し っ か り タ イヤ を 残し て 
いく 走り に 専念 し まし た 。 終盤 に な っ て か ら プ ッシュ し た ん で すけ 
に ミ ンド ンジ 

2 位 表 彰 台 に 上 が っ て 、 選 手 権 も 7 位 に 上 が っ た けど 崖っぷち の 
状況 は 変わ ら な いで す 。 た だ 上 自信 も 出 て きた し 、 次 の スパ は 晴れ で 
も 雨 で も いい 速 さ で 臨め る か な 。 モ ン ツ ァ は さら に 得意 で すし ね 。 
今年 は 走る た びに 自分 が 学習 し て 、 強 く な っ て いる の を 感じ る 。 そ 
の 成果 を 夏休み 明け の スパ か ら 、 し っ か り 見 せま す よ 。 
ハン ガロ リン ク の レー ス 1 で F2/GP2 
の 経歴 が 長い ギ オ ッ ト と セッ テ - カ マラ 
に 引け を 取ら な い 走 り が で きた こと は 
評価 に 値する 。 ス ー パ ー ラ イセ ンス 獲 
得 に は 今季 ラン キン グ 4 位 以内 に 入る 
こと が 絶対 条件 だ が 、 現 時 点 で その ラ 
ン キ ング 4 位 に つけ る ギ オ ッ ト と は 50 


ポイ ント の 差 が つい て いる 。 残り 4 大 | 
会 8 レー ス で 巻き 返し を 狙う 。 


オー トス ポー ツ web の オン ライ ン シ ョ ッ プ 


autOo SDOTt wsb ShOD 


https://as-web-shoDp.jDp/ 


SUPER GT 全 戦 
ケッ に 販売 中 


autO SDOrt KShOD で は 
SUPER GT 全 戦 の チケ ッ ト を 
取り 扱っ て お り ま す 。 


な く な り 


auUtO SDOFt ShOD で SUPER GT の チケ ッ ト を 
ご 購入 頂く と autosport ロ ゴ の カッ ティ ング ステ ッ カ ー と 
ウエ イト ハン デス テッ カー 型 ミ ニキ ー ホ ル ダ ー を プレ ゼン ト ! 


ーー ニャ ー すず 左 . 有 有 9 
イリ プリ ナル と ゴリ 


隔 ーー 避 + 呈 = 
ラー 


ア />/// 


見 て 、 聞 いて 、 走 っ て 感じ た と っ て お き の 話 


9 見 聞 走 録 


Text : 後藤 比 東 至 (Hitoshi Goto) Photo : 石原 康 (Yasushi lshihara) /YOZO 


” 寺 で "特有 な 


OY 耐 に は じ め て 上 自 チ ー ム を 仕立 て て 参 
戦 し た 。 そ の 理由 は 、 今 年 50 歳 に し て 
レー ス 歴 20 年 の 節目 と いう こと 。 そ し て も う 
ひと つ 、 ボ ク に は 今 の レー ス 中 心 の 人 生 に な る 
きっ か け を つく っ て くれ た 友人 が いる 。2000 


年 に 出会っ た 彼 は 当時 の ボク に と っ て は 雲上 人 。 


ドリ フト 界 で は 有名 人 で 、 ヴ ィ ッ ツ と アル テッ 
ツァ の チャ ン ピ オ ン を 獲 り 、 レ ー ス の 魅力 を 教 
えて くれ た 、 そ ん な 最悪 な ( 笑 ) 友だち だ 。 ふ 
た り と も 50 歳 で 、 ボ ク た ちの 関係 も 20 周 年 と 
な る 今年 の JOY 耐 を 、 ど うし て も 彼 と や り た 
か っ た 。 そ の 人 は 確 井 久 彦 さん 、 通 
そん な 理由 だ か ら 、 人 の チー ム で 乗せ て も ら 
う の で は ダメ だ っ た 。 車両 は 2010 年 に JOY 耐 
で 勝っ て いる トヨ タ MR2 (AW11)。 こ れ ま た 
20 年 近い 付き 合い に な る メカ ニッ ク の 初見 さ 
ん が つく っ た AW を 前 オー ナー に 無理 を 言っ て 


4 


この 2 時 間 後 に 、 本 気 C 泣 き べ そ を か く こ と に な る と は 夢 に も 思 
っ て いな い 、 決 勝 スタ ー ト 直前 の ふた り ( 確 井 ( 右 )、 後 藤 ( 左 ))。 


称 | チ ャ ボ ]。 


今年 の JOY 耐 


ル /5 力 72 


譲っ て も らい 、 初 見 さん を 「20 周 年 だ か ら ど 
うし て も …」| と 拝み 倒し て 巻き 込ん だ 。 上 位 を 
争う た め に は AW を バー ジョ ン ア ッ プ させ る 必 
要 が あっ た し 、 何 より 彼 が いな けれ ば 走ら せら 
れ な い 。 と 、 参 戦前 か ら 思 い 入 れ だ け は すご い 
Ge な OCN シッ ツン まぐ の つの ' く の: たら 
金曜 日 の 練習 走行 、 ボ ク は 目標 タイ ム と 燃費 
を クリ ア し た が 、 チ ャ ボ は 最後 の あと 一 歩 が 足 
りな い 。 彼 は 根っから の スプ リン ター で 、 い つ 
も 限界 ギリ ギリ を 攻め る か ら 、 そ も そ も 燃 費 走 
行 な ん て 大 嫌い 。 
車載 を チェ ッ ク し た 初見 さん が |「 シ フト チェン 
ジ は も う 少 し 丁寧 に 。 ミッション が 壊れ た ら お 
し まい だ か ら 」 と 厳し い ア ドバイ ス も 。 チ ャ ボ 
に も 焦り が あっ た の か も し れ な い 。 

迎え た 予選 。 [予選 くら い は 思い きり 走ら せ 
て あげ た い | と いう 気持 ち で 送り 出し た チャ ボ 
の アタ ッ ク は 「 さ す が ]| の 走り で クラ スポ ー ル 
を 獲得 。 そ し て これ が 今年 の JOY 耐 の ボク た 
ちの ピー ク だ っ た 。 も う 思 い 出 し た く な い 決 勝 
は 、 ボ ク が スタ ー ト を 担当 。 ま ず ま ず の ポジ ン 
ョ ン で チャ ボ に チェ ンジ し て 、 順 調 に 周回 を 重 
ね る 。 ポ テン ザ RE-11S は 無 交換 の 予定 。 充分 
に 戦え る 展開 だ っ た ……。 そ し て 2 時 間 が 過ぎ 
た 57 周 目 、 な ん の 前 触れ も な く AW は 止ま っ 
て し まう 。 憲 引 され て 戻っ て きた マシ ン を チェ 
ッ ク し た 初見 さん が 手 を クロ ス さ せ た 。 


ゴッツ 
後藤 比 東 至 に ら o と し) 


86/BRZ や シビ ッ ク な どの ワン メイ ク か ら 、 
JOY 耐 、 ニ ュ ル 24h ま で 、 レ ー ス 参戦 に 人 生 
を か ける 自動 車 雑誌 &Web 編 集 者 。19 年 も 
TOWA INTEC よ り ス ー パ ー 耐 久 に 参戦 (ST- 
2:#59 DAMD MOTUL ENDLESS WRX 
STI) し 、S 耐 史上 初 の 7 連 芋 を 目指 す 。 


し か も 数 年 の ブラ ンク が ある 。 


| ミッ ショ ン が バラ バラ だ と 思い ます 」 

そこ か ら は 、 正 直 何 が 起こ っ た の か さえ よく 
分 か ら な い 。 チ ャ ボ も 初見 さん も 、 チ ー ム の み 
ん な も 、 い た の か いな か っ た の か …….。 オ フィ 
シャ ル の 人 に | リタ イヤ 届け を 書い て くだ さい 」 
ECS を れれ 2465 ル な る つの の 2 
ら 書 いた こと は 覚え て いる 。 が 、 そ の あと チェ 
ッ カ ー ま で の 5 時 間 は 何 を し て た ん だ ろう ? 

あれ か ら 2 ら カ月 、 ボ ク は 毎週 レー ス が あっ て 
(今年 は 26 レー ス あ る ん で す ! ) 、JOY 面 の こ 
と を 思い 返し て いる ヒマ すら な か っ た 。 で も よ 
う や く 参 戦 し て よかっ た と 思え て いる 。 

そう し た ら 数 年 前 に チャ ボ が ボク に 言っ た こ 
と を ふと 思い 出し た 。「 ず っ と 「 面 久 で の チー 
ム メ イト と は 絶対 張り 合う な よ 』 っ て 言っ て き 
た けど 、 ゴ メン 、 あ れ 違 っ て た わ 。 今 まで は オ 
レ の ほう が チー ム メ イト より も 速かっ た か ら そ 
う 思 っ て いた 。 で も は じ め て お 前 に 負け て 絶対 
員 け た く な いっ て 思っ た ん だ 」。 

忘れ て いた 。 それ が 確 井 久 彦 と いう ドラ イ バ 
ー だ 。 彼 と 組む と いう こと は 、「 速 さ ] と 一 緒 
に そこ も 受け 入れ て 戦う と いう こと な の だ 。 ふ 
た り と も まだ まだ 成長 が 必要 だ な ぁ 。30 周 年 
60 歳 くら い に な れ ば 完走 で きる か な ? 


ゴッツ の 近況 報告 [アイ ドラ ー ズ 1 時 間 】 


JOY 耐 の リベンジ は 
アイ ドラ ー ズ 18 時 間 で !? 


最低 な 結果 の JOY 耐 で し た が 、 ア イド ラー ズ 12 時 間 は ? 
今年 も 、17、18 年 と 総合 2 連 芋 達 成 中 の SEV チ ー ム の 仲 
間 に 入 れ て も ら っ て 、 ロー タス 2-11 で 3 連 還 を か け て 参戦 
し まし た 。 結果 は 総合 優勝 こそ 逃し た も の の 、 ク ラス 優勝 
で 見 事 に 3 連 昔 達 成 ! (総合 は 2 位 )。12 時 間 走 っ て 2 位 
と ほ 8 秒 差 _m3 位 と は 15 秒 差 と いう 、 超 ド ラマ チッ ク な 結 
未 。 や っ ぱり 勝て る レー ス が 最高 ! な の は 言う まで も あ 
り ま せん が 、 勝 て な い レ ー ス も や め ら れ な い の は な ん な の 
だ ろう 。 ア マチ ュ ア レー サー に と っ て 永遠 の テー マ で す 。 
ゴッツ の twitter>https://twitter.Com/HitoshiGOTOH 


思い な が 
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いし いし ん じ 


| 回 


第 


デア 
まる で 映画 
作家 。1966 年 大 阪 生 まれ 、 現 在 は 京都 在 
住 。 ク ル マ や レー ス の 話 は 『 い し いし ん じ 


「 あ る 一 日 』 


宛 め ます 。 


は ん 日 記 ] で も 


ー ド 
て 一 


の 


[ふい ミル 全 "ふい さ レ ご ペー ド 玲 Pe」 っ )7 
喘 つ SS 全 や りら 倒 嘩 ぐ Q?" 人 8 で 全曲 
風 つ し ざく? 所 8 る っ J7 セ で) っ SS 交 | 
SNQn ン | ドーK| は 0 うっし" やめる や っ J 
皿 つ 6 心 陣 箇 し 衣 G 会 穫 っ "中 NMK や 公 
っ ^ うり) うっ 心 ロー ペー ベー か トト へ や る や 
ン S っ AO 部 や 思 S 龍 表 ” 部 固 識 し 距 
SN つつ N 木 科 扇 つ ^ で さら 二 弧 趣 公 
ント い い 8 咽 玉 JJGSNe@ や っ JS で ” ン 
挟 蛇 つ レ ン で N@ っ J8DO 公 7 
[ボーK| せ ト ilxG 財 措 


昌 本 C 届 7 軸 人 トー ハト NKK7 

時 田 可 G 田 環 G「 ト ネコ 誤 
二 固 | fsGS? 

上 直 *SveHW 狂 ン 提 で 

間 i 護 民 J 田 4⑪G 表 寺 " 賠 只 < 
な ヽ KW さ 公 ト ? 中 柚 ” 崩 尽 ご" 
き ミ セン レ Rm 郁 *w 凌 さ 3 
きく へ KGShPSNK< 


ドー ペーK ぜ る っ うさ し ゃ し 

$% き っ ^ JJ じ ふ マー へ や 四 
Ne” 失い ペー? つつ し ′ 握っ S 届 下 由 7 
KK ヘー や ^ 政 Mmp′ 応召 公 園 回 G お)J 
ウレ ホーヤ せ ハ て Gt で は OS 会 で 論 ど に" 
宮園 会 ~ や 3 ぐつ っ ユー ド 公 せつ 人 S し 心 
で hG? 


や 忠 民 GS" と ャ OL GU 公民 つら = キー 静 3 
ぞ ミル へ で ぐ S| や) の ) 穫 識 つじ” セ 
_ 刀 刀 H さ ンー ホー ミー ミネ くく 尼 公 で 5 不 


上 IN ュ っ J ト ロス 収 0 虹 咽 本 了 寺 生 い G2 


と 


四 け 星合 衝 ? 末 褒 る つっ) 財 尋 こさ G 苗 G や 
nt さや と Tn ささ GK ふ NNP 喉 け 富 0S 


1J 
人 SQ PEG セ 06 公 <Q お IN も IN り 会 倒 


ト Je で 換 Q レ る ン GWSm49tQ も つ 公 科 っ X 
さや ihKG ふ ミー3Q” 存 固 ペロ 較 互 
S 表 ポ " 3Q に ATQNn) つ 丸 夷 選 J2JS 公 
おぶ ^ で しゃ に に 30 に NO つて て ・ か ドミ ト 
G 款 せく SK ト 彰 細 や p 咽 で 各 う ハー 
へ 嘩 5 
こく へ ユー の OLGtOS” 部 府 品 SO 
つ っ ドー 中 HH マ K 公 人 公 の し 咽 4Q ぐ で 丸 FJ 
3) 会 夫 いひ SNOO 公 7 頂 っ 会 お Ne く // ミ て ハ 
け や p 鵜 生 N0NH ミ K 改 と NBp0 て 
G 昼 野 血 や 坦 改 m 叫 mW レ し っ 8? No で し ゃ や 
sp ペー ベ K 史 理 く し ば っ うっ S 公 で 8” や つう) 
GtHhwprJnec ペーK や で や やつ レー 
くっ ) つ し 羽 坦 つ 記 " 古人 赴 O 丸 | 次 @ 剖 
固 GtQH7 や つじ し 咽 避 雇 で し っ no? 
抽 っ 斑 し [TO BE CONTINUED」 +J? 
[と か て Ql 全容 で ひ 刀 ロロ リー” hh トマ 
エー で ロー トー 上 G 民 つけ GRvO” 宙 
を っ J | 親 唱 層 6? 中 狼 rG 交 い 糧 器 
避 G 尼 Ii ト TS まさや 心 K 感 G る で "Th 
ドー ンダ hHINー」) 6O つ 会 うり 昭 で 丸 
や 会 和 ロ 一 ロト て 5 ペーK 層 や G 緊 隊 公 
QR 凸 尾 し っ SQ 路 欄 押 拉 6 幼 
ES SEE で に つこ 3 いく だく) 
JpG 尽 “ 
軸 由 0 し 玉 や や 1884Q| JNI で 
つ セ っ J” 300 で う ) | 細 つ " | 仙 志 


へ 


競 
に 二 


人 隊 まあ 
| ズ エ ンプ 
三間 


Ne 


91 


中 | 


。t 放 と 0kry 科 下 身上 め 法 石 光 笠寺 層 対 固 琉 ※ 


ゴ つ の 協同 トー の ー ぎ dmamo 


TA 叶 旧 ( 服 ) 加 の mm の 


| て の 一 共 ミ ろ メー 瑞 畠 ③ 畠 医 交 | 


| き 弄 メー で 尋 吾 民 さ 回 冊 [半音] 
ンー 較 吾 玲 R^ 州 ど 、S ミ コワ ロマ 本 舞 認 汰 婁 薄 ご 


トノ 


エー 斗 和 テーSLd 党 


革 
六 


[さき 岩 訳 器 」 対 碁 郊 碧 党 思 


回 Lotus 91 Ford 7th December 1982 1 名 様 
spark の 1/43 ス ケー ル モ デ ル か ら Lotus 91 Ford 7th 
December 1982 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は モデ ル ガ 


レー ジ ロム の HP まで 。 


提供 : モデ ル ガ レ ー ジ ロム Model Garage Romu 
URL : http://Wwww_.romu-rormu.Com 


auto sport オリ ジ ナ ル モバ イル バッ テリ ー 2 名 様 
オー トス ポー ツ web shop に て 限定 販売 され て いる 商品 を 、 本 誌 
の 読者 様 に 特別 プレ ゼン ト 。 薄型 ・ 軽 量 で 持ち 運び に も 便利 な 一 
点 だ 。 ケー ブル は 3 種類 の 端子 に 対応 が 可能 な た め 、 


で あら ゆる も の に 対応 が 可能 。 


(本 体 サ イズ : 135mmx70mmx10mm) 


スパ 24 時 間 レ ー ス パン フレ ッ ト 1 名 様 

スパ ・ フ ラン コル シャ ン サ ー キ ッ ト で 行なわ 
れ た 「 ト タル ・ ス パ 24 時 間 レ ー ス | (通称 : スパ 24 時 間 ) 。 現地 
で し か 手 に 入ら な い パ ン フ レッ ト を 1 名 様 に プレ ゼン ト 。 


回 山口 美羽 ポス トカ ー ド ら 5 名 様 

(20P の 2 の 400re スコ kT アク で 0 の 二条 
ラ を 戦う JMS P.MU/CERUMO・INGING の マシ ン に も 描か れ て 
いる 「 山 口 美 消 】 ちゃ ん の ポス トカ ー ド を 5 ら 名 様 に 。( サ イズ : 


7 月 末 に ベル ギー、 


148mmx 100mm) 


提供 : JMS P.MU/CERUMO・INGING 
URL : https://inging.CO.jD/news/index.html 


(DO ひど 9 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 


その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、 ぐ ⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2019 年 9 月 6 日 (消印 有効 


〒160-8461 


上 島 


3 種 の 端子 に 1 台 で 対応 ! 


東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 「1513 号 プレ ゼン ト 」 係 


auto Sport ロゴ 入り モバ イル バッ テリ ー 発 売 中 


サー キッ ト 内 外 の イベ ント で お 気 に 入 
り の レー シン グ カ ー や 応援 し て いる ドラ 
イ バ ー を 、 ス マー ト フ ォ ン で 撮影 し よう 


と し た 際 、 バ ッ テ リ ー 残 量 が 心もとない 、 


ある い は 完全 に な く な っ て し まい 、 ほ と 
ん ど 撮 影 で きず に 残念 な 思い を し た こと 


が ある 方 も いる か と 思う 。 そ こ で 今回 は 、 


本 誌 auto sport の ロゴ 入り 限定 モバ イル 
バッ テ り 三 を あ マ 紹 作 レ よ う 。 
この モバ イル バッ テリ ー の 最大 の 特徴 


は 、10mm と いう 薄 さ で ある に も 関わ ら ず 、 


一 般 的 な スマ ー ト フォ ン を 一 度 満 充電 す 
る に は 充分 な 容量 を 確保 し て いる 点 だ 。 
移動 中 の 使用 は も ちろ ん 、 こ の 薄型 ボ デ 
ィ の お か け で 撮影 の 邪魔 に も な り に くい 
& 学 ろ が うれ. プレ い 。 

モバ イル バッ テリ ー 本 体 の 充電 、 そ し 
て スマ ー ト フォ ン へ の 給電 方 法 は 、 付 属 
の USB ケ ー ブ ル を 使用 し て 機器 に 接続 す 
る だ け 。 こ の 付属 USB ケー ブル の 端子 
(スマ ー ト フォ ン 側 ) は リバ ー シ ブ ル と な 
っ て お り 、 一 般 的 な マイ クロ USB と iOS 
端末 に 接続 する [Lightningl の 両方 に 対 
応 し て いる 。 ま た 、 近 ご ろ 普 及 が 進ん で 
いる Type-C 端 子 ア ダ プ ター は 本 体 に 格 


納 さ れ て お り 、 非 常に 幅広 い 世 代 の 端末 
に SNCYS る 2 が うう 6 UK る 記 

本 体 は 高級 感 の ある 化粧 箱 で 包装 され 
て いる の で 、 家 族 や 友人 な ど へ の プレ ゼ 
ント へ も オス ス メ だ 。 本 製品 は auto sport 
web shop で 販売 中 。 詳 し い 情 報 は 別途 
記載 の ウェ ブ ペ ー ジ で 確認 し て いた だ き 
7 


圏 auto Sport オリ ジ ナ ル モバ イル バッ 
テリ ー 

電池 容量 : 4000mAh 
信 価 格 : 2480 円 (税込 ) 
で as web shop URL : https://as-web- 
iale)6 月 |674 


FtO ニ ロ ロロ 


井 。 中 。 陸 


IVE-28 AN 200 
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携帯 か ら も 応募 で きま す 


※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2019 年 9 月 5 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か み ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 


内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 


品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 


※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 プレ ゼン ト 発 送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 


の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://san-eishobO.jD/form/Dub/3/as1513 


GII(GNNIE⑥RIDPc EC 


富士 で ドラ テク 護 く 
"キャ ンプ "実施 へ 


S 耐 な ど に 参戦 する LOVE DRIVE 
RACING が 、 ド ライ ビン グ テ ク ニッ ク の 
向上 を 目的 と し た ドラ イ ビ ン グ キ ャ ンプ 
を 9 月 21 日 ( 土 ) 22 日 (日 ) に 富士 
スピ ー ド ウェ イ で 開催 する 。 

今回 の テー マ は | 自分 と 車 の 限界 を 見 
極め る ! | と な っ て お り 、 座 学 の ほか 、 実 
技 で は 急 制 動 や ドリ フト 、 ジ ムカ ー ナ ア 
タッ ク な ど 、 さ ま ざ ま な メニ ュー が 用 意 
ef0 る 。" 事 た 、 この ドラ ザ E ン グ キ ャ ン 
プ の な か で は 「Women in Motorsportl 
第 6 期生 の オー ディ ショ ン も 行なわ れる 
予定 。 詳 細 は 別途 記載 の 公式 HP で 確認 し 
て ほし い 。 


圏 [OVE DRIVE RACING Driving 
CamDp 

但 日 程 : 9 月 21 日 ( 土 )、22 日 (日 ) 
借 湖 加 資 格 : 18 歳 以上 ン 要 普通 免許 

@ 湖 加 費 用 : 土 ・ 日 (両日 ) : 税 込 2 万 
8000 円 ほか 

信義 催 地 : 富士 スピ ビー ドウ ェ イ 

@ URL : http://lovedrive.cO. 
jp/2019/07/12/lovedrive-racing- 
Qriving-camp-2019/ 
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S-GTXDTM 交 流 戦 
前 売り 券 が 販売 中 ! 


共通 の 技術 規則 を 採用 し 、 歩 み を と も 
に する スー パーGT と DTM。 既報 の と お 
り そ の 交流 戦 が 11 月 に 開催 され る が 、 そ 
の チケ ッ ト の 販売 が スタ ー ト し て いる 。 

この 交流 イベ ント で は 、11 月 23 日 ( 土 ) 
きど 4 朋 ( 目 の 時 屋 沿 それ ぞ 補 @、 ツ 選 
と 決勝 が 行なわ れる 。 日 本 側 は GT500 ク 
ラス の レギ ュ ラ ー15 台 が 、 ドイ ツ 側 か ら 
は 10 台 前 後 が 集まる 予定 と な っ て いる 。 
また 、GT300 ク ラス 車両 が 参加 する 
[auto sport Web Cupl も 併催 され る 予 
だ 。 

チケ ッ ト は 通常 の 観戦 券 の ほか 、 パ ド 
ッ ク パ ス な ども 展開 され て いる 。 興味 の 
ある 方 は 、 別途 記載 の URL に アク セス し 
て ほし い 。 


圏 AUTOBACS 45th Anniversary 
presents SUPER GT x DTM 特別 交流 
戦 

念 開催 日 時 : 11 月 23 日 ( 土 )、24 日 (日 ) 
信 開 催 場 所 : 富士 スピ ー ド ウェ イ 

念 大 会 ・ 前 売り 券 詳細 URL :http://www. 
fsw.tv/motorsports/race/SuDer-gt- 
dtm/index.html 
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Photo: T.Ogasawara 
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MOTUL AUTECH GR 
ロニ ーー クイ ン を レッ リ 


ー 寸 先 は 閣 。 だ か ら SUPER GT .。o0 マ 人 
に や の フー eo _ SUPE 万 G7 


ント 後半 に な っ て も タイ ヤ の タレ は 想定 範囲 。500 マイ ルレ ー ス だ か ノヽ 
ら 得 られ る 優勝 ポイ ント 25 点 へ 向け て MOTUL AUTECH GT-R に 死 公式 の ソ ぴ 


角 は 見 当たら な か っ た 。 し か し 、 シ ミュ レー ショ ン 通 り に 運ば な い の VO/. ら 

が SUPER GT。 一瞬 の 判断 が 結果 を 左右 する 。 い や 、 そ うし た 明 間 ou7 の 9 ちり / 5007777@ 
を 想定 し た 準備 を どれ だ け 積 み 重ね て お ける か が 、 命 運 を 分 ける 。 そ 8 月 30 日 ( 金 ) 発 売 
こ に ロン グ デ ィ ス タン ス の 魅力 が 詰まっ て いる 。 価格 : | 本 体 2600 円 二 税 


気温 上 昇 で ダウ ン フ ォ ー ス が 少な い 状 況 下 、 セ クタ ー3 で の スロ ッ ト ル と ステ アリ ング 連係 が 見 どこ ろ 。 特典 
映像 は 予選 Q2 の MOTUL AUTECH GT-R、RH. ク イン タレ ッ リ の アタ ッ ク を コー スイ ン か ら 収 録 。 久 実況 は 
オフ ィ シ ャ ルアナ ウン サー・ ピ エー ル 北 川 。 信 決勝 は SC 周 を 除き 全 ラ ッ プ 収録 。 島 全 収録 時 間 149 分 十 156 分 。 


テ | < デ ッ ト (em* め も 好評 発売 中 。 
< テテ スー パー7 公式 の Vp を メン ーG7 公 式 り VO アー コ スー パー7 全 式 の MD | 全 G8 巻 セ ど / ト フロ 
ーー ーー に ec 今 な ら ト ー ル ケー ス 収 納 ボ ックス 


ピーーー 本 ーー ーッ 計 “ で プレ ゼン ト 6 量 限 ) 
に 2 テス w 2 』 ーー ンス アデ 。 < プ 和 ! 

あー デー ーー。 E 8 戦 分 トー ルケ ー ス が 収まる 
ーー ーー 還 還 | hh 和 き 製 ボッ クス 。 素材 ! 


Ser < 
ーー 計 穫 


WI LC ま OO 50o が ・ AN ma 2 TU DP3 
厨 が 条 ら か に し た "ge 
GT5 の 0 79 年 モデ ル の 実 カ エー ス の 座 は れ な い 最速 を を 骨 強 と す 負 
た pe は パソ コン ・ ス マ ホ か ら 
の 内 スー パーGT DVD 定期 検索 、 
万 Ou7 カ の 7 万 ou77 グ 万 ou77 プイ 


」 | 
タ イ ・ 定 期 購読 (年 間 予 約 ) の ご 契約 は Fujisan.co.jp と な り ま す 。 し 
・ お 申込 み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 
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